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保 健 福 祉 委 員 会 

令和７年２月 18 日 

 

【庶務報告】 

 

1 議案関係  

（１）令和６年度葛飾区一般会計補正予算（第６号）について 

（福祉管理課長・地域保健課長・子育て政策課長・児童相談課長） 

（２）令和６年度葛飾区後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）について 

（長寿医療・年金担当課長） 

 

 

２ 一般 

〔健康部・子育て支援部・児童相談部共通〕 
（１）出産・子育て応援ギフト給付事業の内容変更等について （子育て応援課長） 
 
〔福祉部・健康部共通〕 
（１）高齢者聞こえのコミュニケーション支援事業について   （高齢者支援課長） 

 
〔健康部・児童相談部共通〕 
（１）令和７年度産後ケア事業について         （青戸保健センター所長） 
 
〔福祉部〕 
（１）高齢福祉サービス事業の拡充について          （高齢者支援課長） 

（２）介護予防事業等の拡充について          （地域包括ケア担当課長） 

（３）重度障害者グループホーム運営費等助成事業の実施について （障害福祉課長） 

（４）東京 2025 デフリンピック PR イベントの実施について   （障害福祉課長） 

（５）障害福祉サービス事業の拡充等について                  （障害福祉課長） 

（６）葛飾区立水元幼稚園の跡地活用について                （障害者施設課長） 

（７）遅延損害金請求控訴事件について                     （東生活課長） 

 

〔健康部〕 

（１）第３次かつしか健康実現プラン（案）について      （地域保健課長） 

（２）医療安全支援センターの開設について          （生活衛生課長） 

（３）令和７年度予防接種事業について            （保健予防課長） 
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〔子育て支援部〕 

（１）子育て世帯に対する移動支援の更なる充実について   （子育て応援課長） 

（２）かつしかファミリー・サポート・センター事業に係るサポート会員の報酬額の

引上げ及びファミリー会員への補助について       （子育て応援課長） 

（３）私立母子生活支援施設の広域利用の実施について    （子育て応援課長） 

（４）認証保育所に対する補助事業の拡大について    （子育て施設支援課長） 

（５）損害賠償等請求事件の判決について        （子育て施設支援課長） 

（６）木根川保育園の改修に伴う渋江公園内仮園舎の活用について  （保育課長） 
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一般庶務報告Ｎｏ．１ 

健康部・子育て支援部・児童相談部 

令 和 ７ 年 ２ 月 １ ８ 日 
 

出産・子育て応援ギフト給付事業の内容変更等について 

 

   青戸保健センター 

   金町保健センター 

                               子 育 て 政 策 課 

                               子 育 て 応 援 課 

   子ども家庭支援課 

 

１ 概要 

  国の伴走型相談支援及び経済的支援（出産・子育て応援交付金）をもとに、現在区

では、妊婦や子育て家庭に対して、妊娠期から出産・子育てまで一貫して身近で相談

に応じ、必要な支援につなぐ「伴走型相談支援事業」（以下「相談支援事業」という。）

と、経済的支援を図る「出産・子育て応援ギフト給付事業」（以下「給付事業」とい

う。）とを一体的に実施しているところである。 

  今般、「子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律」の施行により、令和７年

４月１日から、国の伴走型相談支援及び経済的支援が法定事業となり、伴走型相談支

援の事業名称が変更されるとともに、経済的支援の給付対象者や給付方法など事業内

容が一部変更されることから、区で実施している相談支援事業及び給付事業について

も国に合わせ変更するもの 

 

２ 主な変更内容 

 （１）相談支援事業 

    事業名称について、現行の「伴走型相談支援事業」から「妊婦等包括相談支援 

   事業」に変更する（事業内容は現行から変更なし。）。 

 （２）給付事業 

   ア 事業名称 

     現行の「出産・子育て応援ギフト給付事業」から「妊婦支援給付金給付事業」 

    に変更する。 

   イ 給付対象者 

     現行の「妊娠の届出をした妊婦及び出生の届出をした養育者」から「妊娠の 

    届出をした妊婦（※１）」に変更する。 

     また、流産・死産・人工妊娠中絶（以下「流産等」という。）の場合も給付 

    対象となる。 

     ※１ 既存の経済的支援（児童手当や出産育児一時金等）との整理の観点か 

        ら、改正後の子ども・子育て支援法においては、妊娠に着目した給付と 

        して、妊婦を給付対象者としているため、出生後の給付について、養育 

        者が父親や祖父母等であっても、給付対象者は妊婦（母親）となる。 
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   ウ 給付方法 

     現行の「出産・子育て応援ギフト」から「現金（※２）」に変更する。 

     ※２ 出産・子育て応援ギフトでの給付を希望する方には、現金に代わり出 

        産・子育て応援ギフトを給付する。 

   エ 給付額 

     現行の「妊婦１人当たり出産応援ギフト５万円分（流産等も給付対象）及び 

    子ども１人当たり子育て応援ギフト５万円分（流産等は給付対象外）」から「妊 

    婦１人当たり妊婦支援給付金５万円（流産等も給付対象）及び子ども１人当た 

    り妊婦支援給付金５万円（流産等も給付対象）」に変更する。 

     また、現行の子育て応援ギフトについては、都独自給付分として、都の予算 

    により子ども１人当たり５万円分を上乗せし給付しているが、法定事業化後は、 

    給付事業とは別に都が直接申請を受け付け、子ども１人当たり10万円分のギ 

    フトカードを給付する予定 

 

３ 現行内容との比較 

区分 現行 変更後 

相

談

支

援 

事

業 

事業 

名称 
伴走型相談支援事業 妊婦等包括相談支援事業 

実施 

根拠 

予算事業 

（実施要綱） 

法定事業 

（児童福祉法） 

給

付

事

業 

事業 

名称 

出産・子育て応援ギフト給付

事業 
妊婦支援給付金給付事業 

実施 

根拠 

予算事業 

（実施要綱） 

法定事業 

（子ども・子育て支援法） 

給付 

対象者 

妊娠の届出をした妊婦及び出

生の届出をした養育者 
妊娠の届出をした妊婦 

給付 

方法 
出産・子育て応援ギフト 

現金（希望者には、現金に代わ

り出産・子育て応援ギフトを給

付） 

 

令和６年度までに交付したギフ

ト（既交付ギフト）に係るギフ

トポイントは、最長で令和８年

３月31日まで利用可能 
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区分 現行 変更後 

給

付

事

業 

給

付 

額 

妊

娠

期 

出産応援ギフト 

妊婦１人当たり５万円分 

（流産等も給付対象） 

妊

婦

給

付

認

定

後 

妊婦支援給付金（１回目） 

妊婦１人当たり５万円 

（流産等も給付対象） 

産

後 

子育て応援ギフト 

子ども１人当たり５万円分

（流産等は給付対象外） 

 

都独自給付分（※３） 

子育て応援ギフトについて、

都独自給付分として都の予算

により子ども１人当たり５万

円分を上乗せ給付 

胎

児

の

数

の

届

出

以

後 

妊婦支援給付金（２回目） 

子ども１人当たり５万円

（流産等も給付対象） 

  ※３ 現行の都独自給付分について、法定事業化後は、給付事業とは別に都が直 

     接申請を受け付け、子ども１人当たり10万円分のギフトカードを給付する 

     予定 

 

４ 相談支援事業と給付事業の一体的な実施について（予定） 
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５ 予算措置（令和７年度当初予算案に計上） 

  歳入 505,374千円 

  （内訳） 

   （１）妊婦支援給付金給付事業関係 

     ア 妊婦のための支援給付交付金（国補助10／10） 

        330,000千円 

     イ 妊婦のための支援給付費補助金（国補助１／２） 

         18,248千円 

     ウ 妊婦のための支援給付費補助金（都補助１／４） 

          9,124千円 

   （２）出産・子育て応援ギフト給付事業関係（既交付ギフトポイント利用分） 

     ア 出産・子育て応援交付金（国補助２／３） 

         98,668千円 

     イ 東京都出産・子育て応援事業補助金（都補助１／３） 

         49,334千円 

  歳出 514,498千円 

  （内訳） 

   （１）妊婦支援給付金給付事業関係 

      366,496千円 

   （２）出産・子育て応援ギフト給付事業関係（既交付ギフトポイント利用分） 

      148,002千円 

    

６ 実施年月日 

  令和７年４月１日（予定） 

 

７ 周知方法 

  広報かつしか、区公式ホームページ、各種ＳＮＳ、事業案内チラシにより周知す 

 る。 

 

８ その他 

  改正後の子ども・子育て支援法において、妊婦のための支援給付に関して、「市 

 町村は、条例で、正当な理由なしに、市町村の命令に対して、報告若しくは物件の 

 提出若しくは提示をせず、若しくは虚偽の報告若しくは虚偽の物件の提出若しくは 

 提示をし、又は職員の質問に対して、答弁せず、若しくは虚偽の答弁をした者に対 

 し10万円以下の過料を科する規定を設けることができる」旨が規定された。 

  「葛飾区子ども・子育て支援法に基づく過料に関する条例」（以下「本条例」と 

 いう。）では、子ども・子育て支援法の規定に基づく過料に関し必要な事項を定め 
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 ているが、妊婦のための支援給付に関しては、妊娠の事実や胎児の数をもとに給付 

 を行うことから、本人の真正なる申請が求められるため、本条例において、妊婦の 

 ための支援給付に関し過料に処する規定を設けることにより、事業の適正な実施を 

 担保する必要がある。 

  そのため、令和７年第１回区議会定例会において、「葛飾区子ども・子育て支援 

 法に基づく過料に関する条例の一部を改正する条例」を付議する予定である。 
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一 般 庶 務 報 告 Ｎ ｏ .１ 

福 祉 部 ・ 健 康 部 

令 和 ７ 年 ２ 月 １ ８ 日 

 

高齢者聞こえのコミュニケーション支援事業について 

 

  高齢者支援課 

健 康 推 進 課 

 

１ 概要 
高齢者の日常生活の質の改善や社会参加を促進するため、補聴器購入費

助成額を引き上げるとともに、加齢性難聴に係る普及啓発及び耳の健康診

査をあわせた「高齢者聞こえのコミュニケーション支援事業」を開始し、

加齢性難聴の早期発見・早期対応を図るもの 
 

２ 事業内容 

（１）補聴器購入費助成 
①対象 
 耳鼻咽喉科の診察や耳の健康診査を受診し、医師が補聴器の必要性を 

認めた 65 歳以上の区民（障害者総合支援法に基づく補装具としての補聴 

器支給対象者を除く。） 

②内容 

適切に補聴器の調整を行える認定補聴器技能者が在籍する補聴器販売 

店等における補聴器の購入費用を助成する。 

なお、過去に本区の補聴器購入費助成を利用している場合は、５年経 

過したのち１回に限り助成する。 

③助成額（上限） 

 住民税非課税者  144,900 円  

 住民税課税者     72,450 円  

④実施開始時期 

 令和７年 10 月（予定） 

 

（２）加齢性難聴に係る普及啓発 

ポスターやリーフレットを作成・配布して、加齢性難聴や補聴器に係 

る正しい知識及び早期発見・早期対応の必要性を周知する。 

 

（３）耳の健康診査 

①対象 

   当該年度末に 65 歳から 74 歳になる区民 
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②内容 

   ア 問診、診察、標準純音聴力検査 

   イ 受診当日、医療機関で結果を説明し、補聴器が必要な受診者に補 

     聴器に関する情報提供を行う。 

③実施機関 

   区内耳鼻咽喉科医院 30 か所（予定） 

④受診の流れ 

ア 受診希望者は、電子申請、はがき、はなしょうぶコールのいずれ 

かで申し込む。 

イ 受付後、受診券、実施医療機関一覧表、受診案内を郵送する。 

ウ 受診券を持参し、実施医療機関で受診する。 

⑤受診見込み数 

   2,500 人 

⑥自己負担額 

   無料 

⑦実施時期 

   令和７年 10 月から令和８年２月（予定） 

 

３ 予算措置（令和７年度当初予算案に計上） 

（１）歳入  41,468 千円 

（２）歳出  102,250 千円 

 

４ 周知方法 

広報かつしか、区公式ホームページ及び SNS に掲載するとともに、区内 

耳鼻咽喉科医院及び葛飾区医師会、補聴器販売店や高齢者総合相談センタ 

ー等において、事業の周知を行う。 
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令和７年度産後ケア事業について 

青戸保健センター 
金町保健センター 
子ども家庭支援課 

 

１ 事業概要 

  母親の身体的回復と心理的な安定を促進するとともに、母親自身がセルフケア能

力を育み健やかな育児ができるよう、産後ケア事業を実施しているところである。 

令和７年度は、サービス内容を分かりやすく整理し、より利用しやすい環境をさ

らに推進するため、デイケア、乳房ケアを統合し、利用区分を見直す。また、区民

の出産件数が比較的多い分娩取扱施設を新たに追加するなど、さらに産後ケア事業

を充実させる。 

 

２ 見直し内容 

（１）利用区分 

現行（令和６年度） 改正後（令和７年度） 

利用区分 利用時間 
利用 

上限 
利用区分 利用時間 

利用 

上限 

宿泊ケア １日 

７日 

短期入所型 １日 ７日 

デイケア 

５時間程度 

通所型 

１時間～２時間 

７回 

８時間程度 ５時間～６時間 

乳房ケア 

通所 

１時間30分程度 ５回 

８時間以上 

訪問 居宅訪問型 １時間～２時間 

※下線部は新規及び変更箇所を示す。 

（２）追加予定施設 

    次頁「令和７年度実施予定施設」のとおり 

 

３ 予算措置（令和７年度当初予算案に計上） 

（１）歳入 183,591千円 

（内訳）子ども・子育て支援交付金（国庫補助金） 122,394千円 

         子ども・子育て支援交付金（都補助金）   61,197千円 

（２）歳出 244,789千円 

 

４ 実施時期 

  令和７年４月 

一般庶務報告Ｎｏ．１ 

健 康 部 ・ 児 童 相 談 部 

令 和 ７ 年 ２ 月 １ ８ 日 
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５ 周知方法 

（１）保健センター、子ども未来プラザ、基幹型児童館及び産科医療機関でのチラシ

の配布 

（２）広報かつしか、区ホームページ、ＳＮＳを活用して周知するとともに、葛飾区

医師会その他の関係団体に周知する。 

 

６ 令和７年度実施予定施設 

No. 実施施設等 所在地 

利用区分 分
娩
取
扱
施
設 

短
期
入
所 

通 
 

所 

居
宅
訪
問 

産
婦
健
診 

 1 綾瀬産後ケア 葛飾区小菅四丁目 ○ ○   ○   

 2 木下産婦人科医院 葛飾区東堀切一丁目   ○   ○   

 3 佐久間レディース＆ファミリアクリニック 葛飾区堀切二丁目       ○   

 4 東京かつしか赤十字母子医療センター 葛飾区新宿三丁目 ○ ○   ○ ○ 

 5 東京慈恵会医科大学葛飾医療センター 葛飾区青戸六丁目       ○ ○ 

 6 東京フェリシアレディースクリニック 葛飾区立石八丁目   ○   ○ ○ 

 7 遠武産婦人科 葛飾区立石六丁目 ○ ○   ○ ○ 

 8 増田産婦人科 葛飾区東金町一丁目   ○   ○ ○ 

 9 荒木記念東京リバーサイド病院 荒川区南千住八丁目 ○ ○   ○ ○ 

10 長門クリニック 足立区中川二丁目 ○ ○   ○  

11 岩倉病院 江戸川区南小岩七丁目 ○ ○   ○ ○ 

12 まつしま病院 江戸川区松島一丁目 ○ ○   ○ ○ 

13 助産師 青木 葛飾区堀切二丁目     ○     

14 いで助産院 葛飾区亀有二丁目   ○ ○     

15 助産師 江原 葛飾区亀有三丁目   ○ ○     

16 助産師 越川 葛飾区青戸三丁目     ○     

17 たかはし助産院 葛飾区柴又一丁目   ○ ○     

18 助産師 戸田 葛飾区立石二丁目     ○     

19 Liko助産院 葛飾区亀有五丁目   ○ ○     

20 ノア助産院 足立区綾瀬二丁目   ○ ○     

21 助産師 小澤 江戸川区江戸川一丁目     ○     

追
加
予
定
施
設 

・令和７年度から追加する施設については、現在調

整中 

・契約等の手続きが整い次第、順次周知の上実施す

る 

○
（
３
施
設
） 

○
（
２
施
設
） 

 
 

 
 

○
（
３
施
設
） 

令和６年度実施施設数 7 15 9 12 8 

令和７年度実施予定施設数 10 17 9 12 11 
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一 般 庶 務 報 告 Ｎ ｏ .１ 

福 祉 部 

令 和 ７ 年 ２ 月 １ ８ 日 

 

高齢福祉サービス事業の拡充について 

 

  高齢者支援課 

 

１ おむつの支給・使用料助成 
要介護度に応じてカタログから希望する紙おむつの現物支給（自宅等へ 

配送）及び入院時等の紙おむつ使用料の助成について、対象とする所得要 
件を住民税非課税世帯から住民税本人非課税とする。 

  また、紙おむつの値上がりが続いていることから、現物支給と同程度の 
負担軽減となるよう、紙おむつ使用料の助成限度額を引き上げる。 

（１）使用料助成  
 

 
 
 
 
 

（２）予算措置（令和７年度当初予算案に計上） 
歳出 287,262 千円 

 

２ 見守り型緊急通報システム使用料助成 

65 歳以上で慢性疾患があるなど、日常生活を営む上で注意が必要なひと

り暮らしや高齢者のみの世帯を対象に設置する通報機などの使用料助成に

ついて、できる限り住み慣れた自宅で安心して暮らし続けられるよう、利

用者負担額を協定価格の１割に引き下げる。 
（１）見守り型緊急通報システム事業の実施に関する協定価格（予定） 

3,740 円（１か月） 
 

（２）利用者負担額 
     
 
 
 

 
 

（３）予算措置（令和７年度当初予算案に計上） 

  ①歳入 21,912 千円 

  ②歳出 40,289 千円 

助成限度額（１か月） 現行 拡充 
要介護度４・５ 9,000 円 10,000 円 

要介護度３ 6,000 円 7,000 円 

要介護度２ 4,500 円 5,000 円 

利用者負担額（１か月） 現行 拡充 
住民税非課税者 700 円 

370 円 
住民税課税者 1,750 円 
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３ 実施時期 
  令和７年４月 

 

４ 周知方法 
広報かつしか、区公式ホームページに掲載するほか、高齢者総合相談セ 

ンター及び介護サービス事業者を通じて周知する。 
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一 般 庶 務 報 告 Ｎ ｏ .２ 

福 祉 部 

令 和 ７ 年 ２ 月 １ ８ 日 
 

 

介護予防事業等の拡充について 

 

 

地域包括ケア担当課 

 

１ 概要 

  シニア活動支援センターの介護予防事業について、フレイル予防講座等

を新たに実施するとともに、高齢者がより身近な地域で介護予防活動に取

り組めるよう体制を強化する。併せて「（仮称）シニア生きがい応援窓口」

を開設し、高齢者の生きがい、活躍を総合的に支援していく。 

 

２ 実施内容 

⑴ 新規講座の実施 

 ア フレイル予防講座  

   運動習慣、栄養状態の改善を目的としたフレイル予防講座を全５回

のプログラムで実施する。実施後は、本人の希望に応じた介護予防・

地域活動につなげる。 

 イ 地域デビュー応援講座 

   定年前後の区民を対象に、地域活動に参加する一歩を踏み出すため

のきっかけづくりとして、社会参加の促進に向けた講座を実施する。 

 ウ 男性向け講座 

   介護予防活動に参加する男性が少ないことから、男性を対象に運動、

口腔、趣味等の内容で全６回の講座を実施する。講座終了後は、区が

支援を行い参加者による自主グループの立ち上げを図る。 

⑵ 実施場所の分散 

  これまで講座の実施場所がシニア活動支援センターに集中していたこ 

とから、上述のフレイル予防及び一部の講座を亀有・金町エリアで２か 

所と新小岩エリアの 1 か所で実施する。 

⑶ （仮称）シニア生きがい応援窓口の開設 

  高齢者の「地域で活動したい」「働きたい」「何か始めたい」等、様々

な視点から生きがい、活躍を応援していくため、窓口機能を拡充し総合

的な支援を実施する。 

各種相談・支援への対応に当たっては、内容に応じて、ボランティア・

地域貢献活動センター、シルバー人材センター、介護予防講座等の各種

事業や適切な支援先につなげていく。 
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３ 実施体制 

  窓口については、シニア活動支援センターに「（仮称）シニア生きがい応

援窓口」を新たに開設し、福祉職２名のローテーション体制で実施する。 

  担当職員は、相談技能や支援制度の知識習得に資する各種研修への積極

的な参加や勉強会を実施するとともに、相談者を適切に案内するための社

会資源情報の整理を行う。 

 

４ 予算措置（令和７年度当初予算案に計上） 

 ⑴ 歳入 417 千円 

 ⑵ 歳出 814 千円 

 

５ スケジュール（予定） 

令和７年５月 （仮称）シニア生きがい応援窓口の開設 

※講座については、順次実施 

 

６ 周知方法 

  広報かつしか、区公式ホームページ、SNS を活用するほか、地域コミュ

ニティ施設等にチラシを配布し周知する。 
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一 般 庶 務 報 告 Ｎ ｏ .３ 

福 祉 部 

令 和 ７ 年 ２ 月 １ ８ 日 

      

重度障害者グループホーム運営費等助成事業の実施について 

 

  障害福祉課 

１ 概要 

重度の障害のある区民を受け入れるグループホームに対して、区独自に  

運営費と設備改修費を助成し、重度障害者の区内グループホームでの受け  

入れを促進する。 

 
２ 助成制度の趣旨 

（１）知的・身体の重度重複障害、自傷・他害等の強度行動障害、医療的ケ

アが必要な身体障害などの障害者の中には、グループホームでの生活が

可能な方、あるいは、グループホームへの入所を希望する方がいる。 

（２）一方、区内のグループホームでは、各グループホームとも障害の重度

化に対応できる職員（世話人）の確保が厳しくなっている。また、施設

がバリアフリーではないことから、これらの重度障害のある方の受け入

れが難しい状況となっている。 

（３）このため、区内のグループホームの運営費や施設のバリアフリーに要

する経費について区独自に助成する。 

 

３ 助成対象事業所 

 医療・福祉専門職を配置し、重度障害者の受け入れを行う区内グループ

ホーム運営事業者 

 内容 助成額 

運営費助成 次の要件に該当する重度障害者を受け入

れるグループホームに対して経費の一部

を助成する。 

①障害支援区分４以上の障害者 

②強度行動障害のある障害者 

③上記①②に準じ特別なケア（医療的ケ

ア等が必要）が必要な障害者 

重度障害者に対応す

る世話人の人件費

（実額）から国・都報

酬額を控除した額 

設備改修費

助成 

 

上記の重度障害者を受け入れるために行

った改修経費の一部を助成する。 

※人件費助成の①から③の障害に対応す

る改修に対応した改修 

①廊下、階段、浴室などへの手すり取付等 

②緩衝材、滑り防止床材変更等 

③障害特性に合った改修 

実際に改修にかかっ

た経費 
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４ 予算措置（令和７年度当初予算案に計上） 

  歳出 13,000 千円 

 

５ 実施予定 

  令和７年４月 

 

６ 周知方法 

  区に登録されたメールアドレスあてに制度周知のメールを事業者あて送  

信する。 



 

 
 

一 般 庶 務 報 告 Ｎ ｏ .４ 

福 祉 部 

令 和 ７ 年 ２ 月 １ ８ 日 

東京 2025 デフリンピック PR イベントの実施について 

  障害福祉課 

１ 趣旨 

  令和７年 11 月に日本で初めて聴覚障害者の方々による「東京 2025 デフ

リンピック」が開催されることから、聴覚障害への理解と配慮を深めるた

めの PR イベントを実施するもの  

 

２ 東京都等の PR イベント全体 

（１）一般財団法人全日本ろうあ連盟 
ア 映画「みんなのデフリンピック」上映会 
イ 東京 2025 デフリンピック応援イベント（豊洲）（共催） 

（２）東京都 
ア 冊子「学ぼう！デフリンピック」作成・配布 
イ 東京 2025 デフリンピック大会エンブレム、エンブレムバッジ作成・ 

配布 
ウ 都スポーツ推進大使「ゆりーと」を公式マスコットに任命される。 

 

３ 区の PR イベント実施内容 

（１）開催日  令和７年６月８日（日） 

（２）開催場所 奥戸総合スポーツセンター体育館大体育室 

（３）イベント内容 

ア 葛飾区内デフリンピアントークショー 

  イ デフリンピアンとの競技体験（フットサル） 

  ウ デフリンピック PR パネル展示 

  エ 手話体験・国際手話体験 

このほか、全日本ろうあ連盟による映画「みんなのデフリンピック」上映 

 

４ 実施方法 

  特定非営利活動法人葛飾区聴力障害者協会に委託 

 

５ 予算措置（令和７年度当初予算案に計上） 

  歳入 226 千円 

歳出 452 千円 

 

６ 周知方法 

  広報かつしか・区公式ホームページ・各種 SNS にて周知を行う。 
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障害福祉サービス事業の拡充等について 

 
障害福祉課 

１ 巡回入浴サービス 

（１）概要 

身体障害者１・２級及び愛の手帳１～３度の方を対象に実施している巡回入

浴事業について、家族等の介護負担軽減及び個人の衛生の向上のため、利用回

数を拡充するもの 

（２）利用回数の増 

【令和６年度】 年52回（週１回） 

   【令和７年度】 年104回（週２回） 

 （３）予算措置（令和７年度当初予算案に計上） 

    歳入 33,217千円 

    歳出 44,292千円 

    

２ 重度障害者大学等修学支援事業［新規］ 

 （１）概要 

    重度障害者の肢体不自由者などに対して、大学等への通学や学内の移動、排

せつ介助等の支援を提供するもの。大学等が行う重度障害者が修学するために

必要な支援体制の構築が完了するまでの間、修学に必要な身体介護等を区が提

供する。 

 （２）対象者 

    重度訪問介護対象者（障害支援区分４以上で２肢以上に麻痺がある方） 

 （３）支援内容 

    ・大学等への通学や学内での移動等の介助 

    ・排せつや食事の介助 

    ・その他修学支援 

（４）利用方法 

   利用者が重度訪問介護事業者と契約して訪問介護事業者から介助員の派遣

を受ける。 

（５）利用者負担 

    無料（予定） 

 

一般庶務報告Ｎｏ.５ 

福 祉 部 

令 和 ７ 年 ２ 月 １ ８ 日 
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（６）予算措置（令和７年度当初予算案に計上） 

    歳入 3,148千円 

歳出 4,200千円 

 

３ ヘルプシールの作成・配布［新規］ 

 （１）概要 

    障害者自身が自らの配慮してほしいことを伝えやすくするとともに、周囲の

人による障害者等への合理的配慮の提供を進めるため、ヘルプシールを作成す

る。 

   目  的 

ヘルプシール 

配慮をお願いしたいことが記載されたシールをポーチ等に

貼ることで、周囲に人の理解をより一層促進するもの 

記載例「筆談でお願いします」「苦手な音があります」等 

 

   目  的 本区での配布 

ヘルプマーク 

 

 
身につけることで、外見からわからなくて

も、配慮が必要であることを周囲へ知ら

せ、援助を得やすくするもの 

令和５年度 

ヘルプカード 

 

 

 

 

支援や配慮してほしいことを記載してお

き、困った時や災害時に周囲の人へ見せ

て、手助けを求めるもの 

平成25年度 

（２）作成・配布方法 

    作成枚数：650枚（予定） 

   配布方法：区役所障害福祉課、ウェルピアかつしか、保健所保健予防課、

各保健センターにて個別に配布 

   配布対象：障害や疾病等により、社会生活に困難のある方（希望者） 

（３）予算措置（令和７年度当初予算案に計上） 

    歳入 171千円 

    歳出 229千円 
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４ おむつの支給・使用料助成 

      紙おむつの現物支給と同程度の負担軽減となるよう、紙おむつ使用料の助成限

度額を引き上げる。 

（１）使用料助成 

 現行 拡充 

助成限度額（１か月） 9,000円 10,000円 

 （２）予算措置（令和７年度当初予算案に計上） 

    歳出 11,160千円 

 

５ 見守り型緊急通報システム使用料助成 

   65歳未満の重度心身障害者や難病患者など、日常生活を営む上で注意が必要な

ひとり暮らしや障害者のみの世帯を対象に設置する通報機などの使用料助成に

ついて、できる限り住み慣れた自宅で安心して暮らし続けられるよう、住民税

課税者の利用者負担額を協定価格の１割に引下げる。 

（１）見守り型緊急通報システム事業の実施に関する協定価格（予定） 

   3,740円（１か月） 

（２）利用者負担額 

利用者負担額（１か月） 現行 拡充 

住民税課税者 1,680円 370円 

住民税非課税者 無料 無料 

 （３）予算措置（令和７年度当初予算案に計上） 

    歳出 1,291千円 

 

６ 開始時期 

  令和７年４月 

 

７ 周知方法 

  広報かつしか及び区公式ホームページにて周知を行う。 
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一 般 庶 務 報 告 Ｎ ｏ .６ 

福 祉 部 

令 和 ７ 年 ２ 月 １ ８ 日 

 

 

葛飾区立水元幼稚園の跡地活用について 

 

  障害者施設課 

 

１ 内容 
令和７年４月１日で北住吉幼稚園と統合・廃止となる、葛飾区立水元幼

稚園の跡地について、新たに福祉施設として活用するもの 

現行の幼稚園舎を可能な限り活用し、改修を行った上で、子ども発達セ

ンター水元分室を移転して、療育事業の拡充を図る。 

 

２ 所在地 

⑴ 葛飾区立水元幼稚園   
   水元１－16－22 

⑵ 子ども発達センター水元分室 
   水元４－６－15 水元憩い交流館内 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 予算措置（令和７年度当初予算案に計上） 

  歳出 
改修設計委託費 7,000 千円 
（令和８年度までの債務負担行為設定として 23,600 千円を計上） 
 
 
 
 

子ども発達センター水元分室 

葛飾区立水元幼稚園 



 

2 
 

４ 今後の予定 

⑴ 改修設計及び工事契約、改修工事等 

令和７年４月以降に改修設計委託契約を予定 
⑵ 行政財産使用目的の変更 

   令和７年７月を予定 
⑶ 子ども発達センター水元分室移転  

   令和９年度中を予定 
 
 
５ 配置図 

 

場 

門 
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遅延損害金請求控訴事件について 

 

                              東生活課 

 

 令和６年７月23日に東京地方裁判所に訴えの提起があり、同年11月12日に判決の言

渡しが行われた事件について、次のとおり、同月13日に東京高等裁判所に控訴の提起

があったため、報告するもの 

 

１ 第一審における控訴人の主張 

被告は、原告世帯に対し、８月分住宅扶助費を令和３年８月１日に支払うべき義

務があったにもかかわらず、これを怠った。被告は、遅くとも令和４年１月24日に

８月分住宅扶助費の支払が必要なことを認識していたから、過失が認められる。原

告は、８月分住宅扶助費の遅延により、遅延損害金相当額として4,073円のほか

5,927円の合計１万円の損害を被った。 

２ 第一審の判決 

⑴ 原告の請求を棄却する。 

⑵ 訴訟費用は原告の負担とする。 

３ 第二審における控訴人の主張 

  被告は、令和３年８月１日時点で原告世帯に対し８月分住宅扶助を適用すべき状

態にあったにもかかわらず令和５年７月11日まで支給決定を行わなかった。当該決

定の遅れは、国家賠償法第１条第１項違反であり、遅延損害金相当額の4,073円が精

神的損害を除く損害として妥当である。加えて、住宅扶助費分の捻出に係る精神的

損害は5,927円を下らないため、損害額は合計１万円を下らない。 

４ 控訴の内容 

 ⑴ 事件名 ※※※※※※※※※※※ 遅延損害金請求控訴事件 

 ⑵ 裁判所 東京高等裁判所 

⑶ 控訴人 

一般庶務報告 Ｎｏ.7 

福 祉 部 

令和７年２月１８日 



2 

 

※※※※※※※※※※※※※※※ 

※※※※※ 

⑷ 被控訴人 

 葛飾区 

⑸ 控訴の趣旨 

  ア 原判決を取り消す。 

  イ 被控訴人は控訴人に対し、金１万円に対する令和６年７月23日から支払済み

まで年３分の割合による金員を支払え。 

ウ 訴訟費用は、第一、二審とも、被控訴人の負担とする。 

  との判決を求める。 

５ 事件の経過 

 ⑴ 令和６年７月23日 訴えの提起（葛飾区へ訴状が送達されたのは、令和６年８

月22日） 

 ⑵ 令和６年10月29日 口頭弁論期日（原告による訴えの変更申立て） 

 ⑶ 令和６年11月12日 判決言渡期日 

 ⑷ 令和６年11月13日 控訴の提起（葛飾区へ控訴状が送達されたのは、令和７年

１月16日） 

 ⑸ 口頭弁論期日は現時点で指定されていない。 

６ 区の方針 

  特別区人事・厚生事務組合法務部と協力して応訴する。 

 

 



 

 

 

一 般 庶 務 報 告 Ｎ ｏ .１ 

健 康 部 

令 和 ７ 年 ２ 月 １ ８ 日 

 

第３次かつしか健康実現プラン（案）について 

地域保健課 

 

１ （仮称）第３次かつしか健康実現プラン（素案）に対する区民意見提出手続（パ

ブリック・コメント手続）等の実施結果について 

 別紙１のとおり 

 

２ （仮称）第３次かつしか健康実現プラン（素案）からの主な変更点について 

 別紙２のとおり 

 

３ 第３次かつしか健康実現プラン（案） 

（１）計画（案）概要版 

   別紙３のとおり 

（２）計画（案） 

   別紙４のとおり 

 

４ 計画策定時期 

  令和７年３月（予定） 

 



１　区民意見提出手続（パブリック・コメント手続）の実施結果について

（１）実施期間 令和６年12月６日（金）から令和７年１月６日（月）まで
（２）閲覧場所

（３）意見総数 10件（意見提出者６名）
（取扱い）
◎：計画（案）に意見を反映する　１件
〇：計画（素案）に盛り込まれている　３件
△：意見・要望としてお聞きし、今後の参考にする　６件

（４）提出された意見の内訳
ア　次世代・親子の健康づくりに関すること　１件
イ　こころの健康づくり（自殺対策の推進）に関すること　１件
ウ　生活習慣の改善に関すること　１件
エ　喫煙・受動喫煙対策に関すること　４件
オ　動物の適正飼養に関すること　１件
カ　在宅医療の推進に関すること　２件

２　子どもへの意見聴取の実施結果について

（１）実施期間 令和６年12月６日（金）から令和７年１月６日（月）まで
（２）実施方法 区立小・中学生向けに各学校に案内チラシを配布し、インターネット回答
（３）意見総数 554件（意見提出者538名）
（４）提出された意見の内訳

（意見等）
ア　計画に関するご意見　100件
イ　計画に含まれないことに関するご意見　23件
ウ　感想等のご意見　52件
（その他）
エ　肯定的な記載（「良いです」「素晴らしい」等）　118件
オ　意見無し等の記載（「ない」「特にありません」等）　154件
カ　わからない等の記載（「よくわからない」「わかりません」等）　107件

３　提出されたご意見

　　別添のとおり

区政情報コーナー、区民事務所、区民サービスコーナー、区立図書館、健康プラザかつしか、保健センター、
区ホームページ

（仮称）第３次かつしか健康実現プラン（素案）に対する区民意見提出手続（パブリック・コメント手続）等の
実施結果について

1

　　別紙１　　



【取扱いの凡例】◎：計画（案）に意見を反映する　〇：計画（素案）に盛り込まれている　△：意見・要望としてお聞きし、今後の参考にする

No. 項目 意見の概要 取扱い 区の考え方

1

第４章
基本施策別目標と取組
基本目標１
すべての区民の健康づくり
の推進
基本施策２
次世代・親子の健康づくり

　子どもの逆境的体験が、その後の長期的な健康
に与える影響についての研究（ACEs研究）が広く
知られており、こうした影響を緩和する「保護的
な要因」として、子ども時代のポジティブな体験
の保障、養育者へのペアレンティング、子どもの
居場所の確保、子どもの意見表明権の保障を中核
とした子どもの権利の実現等が指摘されている。
　「葛飾区子ども・若者総合計画」、「葛飾区社
会的養育推進計画」との整合性を図り、「子ども
のウェルビーイングにつながる健康支援」をプラ
ンに取り入れていただきたい。

△

　子どものウェルビーイングとは、子どもの健康
を単に身体的・精神的・社会的に病気でないとい
うだけでなく、子どもの発達を総合的に捉え、良
い状態にあることを重要視するという考え方であ
ると認識しています。最新の知見も取り入れ、
「葛飾区子ども・若者総合計画」と「葛飾区社会
的養育推進計画」との整合性を図り、妊娠期から
の母子保健事業を通して子どもの健康支援をして
まいります。さらに、プレコンセプションケア
（妊娠前からの健康づくり）等を展開し、次世代
の子供たちをより健康にすることを目指します。

（仮称）第３次かつしか健康実現プラン（素案）の区民意見提出手続（パブリック・コメント手続）により提出された意
見に対する区の考え方

2

　　別添　　



【取扱いの凡例】◎：計画（案）に意見を反映する　〇：計画（素案）に盛り込まれている　△：意見・要望としてお聞きし、今後の参考にする

No. 項目 意見の概要 取扱い 区の考え方

2

第４章
基本施策別目標と取組
基本目標１
すべての区民の健康づくり
の推進
基本施策５
こころの健康づくり（自殺
対策の推進）

　10代から40代の死亡要因の上位に自殺が多く、
自殺予防が重要な施策と考える。
　自殺原因を調査して、相談機関や対策が検討さ
れるべきと考える。特に学校の生徒では、いじめ
やLGBTQなど性的マイノリティを取り巻く課題もあ
ると聞いており、学校教育の場面で子どもの人権
を学び、自己肯定感を持てることが必要である。
相談機関、緊急避難一時保護も必要である。
　子どもへの人権啓発を伝え、相談できる体制を
お願いする。

〇

　自殺対策については、本計画の中で「自殺対策
の推進（葛飾区自殺対策計画）」として、市町村
自殺対策計画に位置付け、区が実施する様々な事
業と連携しております。
　厚生労働省の統計では、本区の自殺の原因・動
機は「健康問題」が最も多く、次に「経済・生活
問題」「家庭問題」となり多岐にわたっていま
す。区では、悩みを抱える方が自分に合う相談先
を見つけられるよう、電話・ＳＮＳ・対面など
様々な種類の相談機関を引き続き周知してまいり
ます。
　学校では、各教科の授業を通していじめや性的
マイノリティをはじめとする様々な人権課題の学
習に取り組んでおります。また、相談体制につき
ましては、各校にスクールカウンセラーを配置
し、子どもたちからの相談を受けるとともに、総
合教育センターにおいて、電話または来所での相
談ができる体制を整えております。また、いじめ
電話相談として、かつしかいじめホットラインも
設けています。今後も児童・生徒が人権を学び、
自己肯定感をもちながら安心して生活できるよう
取り組んでまいります。

3



【取扱いの凡例】◎：計画（案）に意見を反映する　〇：計画（素案）に盛り込まれている　△：意見・要望としてお聞きし、今後の参考にする

No. 項目 意見の概要 取扱い 区の考え方

3

第４章
基本施策別目標と取組
基本目標２
生活習慣病の予防と健康的
な生活習慣の定着
基本施策４
生活習慣の改善

　公園の健康遊具は奥戸や水元のスポーツセン
ター内のトレーニングルームより無料で手軽に利
用できるため、健康遊具の利用に特化した公園が
あっても良いと思う。

△

　公園は、子どもたちの遊び場、高齢者をはじめ
とする地域の憩いの場や街並みの景観を図るとと
もに、地域活動や防災活動が行える場など、さま
ざまな機能を有しており、それらの機能をまんべ
んなく配置する必要があるため、健康遊具に特化
した公園をつくるのは難しい状況です。
　なお、健康遊具に特化した公園ではありません
が、現在比較的規模が大きい公園で健康遊具が10
基以上ある公園は、葛飾にいじゅくみらい公園や
東立石緑地公園など区内に４箇所あります。今後
も、規模が大きい公園を整備する際など、スペー
スに余裕がある場合には、今回のご意見を参考に
させていただきます。
　健康遊具の設置場所や設置数については、「か
つしかウォーキングマップ」にてご覧いただけま
す（葛飾区ホームページに掲載）。
　また、公園５か所に健康増進器具「うんどう遊
園」を設置しています。器具のそばには、使用方
法が書かれた看板を設置しているため、いつで
も、お一人でもご利用できます。
　また器具を使用して「つまずき」や「ふらつ
き」を予防するためのうんどう教室も行っていま
す。地域の指導員がお手伝いしますので、初心者
の方でも楽しめます。

4



【取扱いの凡例】◎：計画（案）に意見を反映する　〇：計画（素案）に盛り込まれている　△：意見・要望としてお聞きし、今後の参考にする

No. 項目 意見の概要 取扱い 区の考え方

4

第４章
基本施策別目標と取組
基本目標２
生活習慣病の予防と健康的
な生活習慣の定着
基本施策５
喫煙・受動喫煙対策

　公共の喫煙施設の増設の方向性はありがたい。
主要駅前は、特に朝の喫煙所は混雑しており、喫
煙所数を増やすとよりルール・マナーが守られて
分煙にも繋がると思う。

〇

　公共の喫煙施設の設置については、本計画の基
本施策「喫煙・受動喫煙対策」に掲載しておりま
す「指定喫煙場所の設置」等の事業により推進し
ております。
　指定喫煙場所につきましては、「葛飾区きれい
で清潔なまちをつくる条例」に基づき、駅周辺を
順次喫煙禁止区域に指定し、併せて、吸う人と吸
わない人がともに「きれいで清潔なまち」をつ
くっていけるよう、分煙化を図るため喫煙場所を
設置しております。
　今後も、密閉型喫煙所への改修や指定喫煙場所
の適正配置に取り組み分煙化をすすめてまいりま
す。

5



【取扱いの凡例】◎：計画（案）に意見を反映する　〇：計画（素案）に盛り込まれている　△：意見・要望としてお聞きし、今後の参考にする

No. 項目 意見の概要 取扱い 区の考え方

5

第４章
基本施策別目標と取組
基本目標２
生活習慣病の予防と健康的
な生活習慣の定着
基本施策５
喫煙・受動喫煙対策

　以前に比べると公衆喫煙所は少しずつ増えてお
り、金町駅の喫煙所など新しくなっているところ
もあるが、一方で高砂駅や柴又駅周辺など、喫煙
所がないところもあり、喫煙・ポイ捨てが目立つ
状況だと感じている。
　たばこ税収の一部を活用して、上記エリアに喫
煙所を多く設置することで、ポイ捨て防止や街の
美化に繋がると思う。

〇

　喫煙やポイ捨てに対する対応については、本計
画の基本施策「喫煙・受動喫煙対策」に掲載して
おります「路上喫煙パトロール」や「喫煙禁止区
域の周知」等の事業により推進しております。
　本区では「葛飾区きれいで清潔なまちをつくる
条例」において区内全域での歩きたばこ・ポイ捨
てを禁止するとともに、一部の駅周辺の道路を喫
煙禁止区域に指定し、立ち止まっての喫煙も禁止
しています。このことを、喫煙者をはじめとする
区民の皆様に知っていただき、ルールとして定着
するよう、京成バスでの車内放送や啓発プレート
の設置、葛飾区シルバー人材センターに委託し歩
きたばこやポイ捨てを禁止している旨が書かれた
ベストを着用して駅周辺での清掃の実施などの啓
発活動を行っております。
　京成高砂駅や柴又駅周辺など適地が見つから
ず、指定喫煙場所を整備できておりませんが、今
後も適地確保に努めるとともに、今年度からはじ
めた民間事業者に対する喫煙所整備補助制度など
も踏まえて分煙化に取り組んでまいります。

6



【取扱いの凡例】◎：計画（案）に意見を反映する　〇：計画（素案）に盛り込まれている　△：意見・要望としてお聞きし、今後の参考にする
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6

第４章
基本施策別目標と取組
基本目標２
生活習慣病の予防と健康的
な生活習慣の定着
基本施策５
喫煙・受動喫煙対策

　受動喫煙対策として、禁煙に努めることも必要
である。分煙では子どもの見本にならず、不十分
だと思う。駅前の喫煙所も将来的には新設・維持
についても見直し、廃止する方向性も必要ではな
いか。歩きたばこ、ポイ捨て含めて、タバコを吸
わない人、特に子供が我慢を強いられるのはおか
しい。
　また、登校時の安全確保として、通学路は喫煙
禁止区域に指定すべきである。立ち止まっていよ
うが、喫煙を認めるべきではない。

△

　喫煙及び受動喫煙は健康に悪影響を及ぼすた
め、たばこによる健康への影響についての知識の
普及を図るとともに、禁煙を希望する区民の方に
対し、禁煙治療費を助成し、禁煙を支援します。
また、受動喫煙対策を講じた公衆喫煙所の整備費
助成を行い、望まない受動喫煙を生じさせない社
会環境整備を進めます。
　さらに、喫煙所を平成30年度に新小岩駅へ設置
して以来、区内８か所に喫煙所を設置し、ごみの
ポイ捨て防止に取り組んできました。令和５年度
のポイ捨てごみの量は、平成30年から約８割減少
していることから、駅周辺に喫煙所を設置する効
果はとても大きいと考えております。今後、煙や
臭いが漏れにくい密閉型喫煙所への改修や指定喫
煙場所の適正配置に取り組み、分煙化をすすめて
まいります。
　なお、喫煙禁止区域は、現在、駅中心に指定し
ております。通学路への指定については、今後検
討させていただきます。

7

第４章
基本施策別目標と取組
基本目標２
生活習慣病の予防と健康的
な生活習慣の定着
基本施策５
喫煙・受動喫煙対策

　「関係機関、団体等への取り組み」について、
「未成年者へのたばこの販売、提供は行いませ
ん」とあるが、「20歳未満」が正しい表記ではな
いか。

◎

　ご指摘のとおり、民法の改正により成年年齢が
20歳から18歳に引き下げられましたが、喫煙の禁
止は20歳未満であることから、"未成年者"は"20歳
未満"に表記を修正いたします。

7
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8

第４章
基本施策別目標と取組
基本目標３
安全安心な生活環境の確保
基本施策４
動物の適正飼養

　適正飼養の推進のみならず、犬の散歩のマナー
についても条例改正をして、悪質なケースは飼い
主の住所・氏名の公表や過料徴収も必要である。
　迷惑な餌やりに関しても「まちをきれいにする
条例」を改正してルール化すべきだと思う。犬に
関しては、家族の一員は盲導犬や介助犬などの補
助犬に限定してペットと線引きすべきだと思う。

△

　ペットに関しては、区民の皆様が安全安心に生
活できる環境を確保できるよう、悪質なケースも
含め、犬の散歩マナーやえさやりへの対応をより
一層進めてまいります。
いただいたご意見につきましては、今後の参考と
させていただきます。

9

第４章
基本施策別目標と取組
基本目標４
医療環境の充実
基本施策１
在宅医療の推進

　在宅医療に、若者や子どもに関する視点も加え
るべきである。また、搬送事業で病院救急車以外
の介護タクシーや大型タクシーの活用を検討し、
迅速に利用できる体制にすべきである。

△

　現在の東京都における在宅医療の統計は６５歳
以上が対象となっています。一方で若年層の方も
いらっしゃることから、今後、東京都と連携し若
年層の在宅医療の視点も検討いたします。
　また、搬送事業における病院救急車以外におけ
る介護タクシーや大型タクシーの活用につきまし
ては、関係部署と連携しニーズなどの確認を行い
検討いたします。

10

第４章
基本施策別目標と取組
基本目標４
医療環境の充実
基本施策１
在宅医療の推進

　在宅医療・介護については、孤立死や自殺対
策、住環境によっては必ずしも有効ではないと思
う。同居者の負担も大きく、施設入所が望ましい
場合もある。
　老人ホームに限らず、分譲マンションでも高齢
者や介護がしやすい物件の開発の推進や、医療機
関や調剤薬局が入居した建築、医療モールの誘致
強化も併せてすべきである。

△

　本区では訪問看護・介護や通所サービス、訪問
診療等により、在宅で医療・介護を必要とする区
民の生活を支援しています。また、特別養護老人
ホームや認知症高齢者グループホーム等の入所
サービスについても区民のニーズに合わせて整備
しています。引き続き、在宅支援と入所施設の整
備の両面から施策の充実に取り組んでまいりま
す。
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【取扱
とりあつか

いの凡例
はんれい

】◎：計画
けいかく

（案
あん

）に意見
いけん

を反映
はんえい

する　〇：計画
けいかく

（素案
そあん

）に盛
も

り込
こ

まれている　△：意見
いけん

・要望
ようぼう

としてお聞
き

きし、今後
こんご

の参考
さんこう

にする

（計画
けいかく

に関
かん

するご意見
いけん

）

基本
きほん

目標
もくひょう

１　すべての区民
くみん

の健康
けんこう

づくりの推進
すいしん

No. 意見
いけん

概要
がいよう

取扱
とりあつか

い 区
く

の考
かんが

え方
かた

1

　高齢者
こうれいしゃ

などの健康
けんこう

を守
まも

るための運動
うんどう

や子
こ

どもの健康
けんこう

のためのバランス

の良
よ

い食事
しょくじ

や運動
うんどう

は大切
たいせつ

だと思
おも

います。 〇

　健康
けんこう

のためには食事
しょくじ

や運動
うんどう

は大切
たいせつ

です。高齢者
こうれいしゃ

のためのスポーツ教室
 きょうしつ

や栄養
えいよう

教室
きょうしつ

などのほか、働
はたら

く世代
せだい

や子
こ

どもなど、それぞれに合
あ

った健康
けんこう

づくりの事業
じぎょう

を実施
じっし

しています。

2

　働
はたら

く世代
せだい

の健康
けんこう

づくりとこころの健康
けんこう

づくりを葛飾区
かつしかく

には頑張
がんば

って欲
ほ

しいです。理由
りゆう

は、働
はたら

く人
ひと

は大変
たいへん

なことが多
おお

いかもしれないけれど、健
け

康
んこう

だったら仕事
しごと

などを頑張
がんば

れるかもしれないからです。また、いじめな

どに対
たい

する対処
たいしょ

を頑張
がんば

れば心
こころ

が明
あかる

るくなって自殺
じさつ

する人
ひと

が減
へ

ったら、区
く

の皆
みんな

が嬉
うれ

しいからです。

〇

　「働
はたら

く世代
せだい

の健康
けんこう

づくり」や「こころの健康
けんこう

づくり」は大切
たいせつ

です。区
く

では区民
くみん

の皆
みな

さんがこころやからだの健康
けんこう

を保
たも

てるよう、正
ただ

しい知識
ちしき

を

広
ひろ

め、困
こま

ったときに相談
そうだん

できる環境
かんきょう

などを整
ととの

えています。

3
　ストレスのない安心

あんしん

できる逃
に

げ場所
ばしょ

など、つらい時
とき

に何
なに

も追及
ついきゅう

されな

い場所
ばしょ

が必要
ひつよう

だと思
おも

います。
△

　つらい時
とき

に相談
そうだん

できる場所
ばしょ

を区民
くみん

の皆
みな

さんにお知
し

らせするなど、今後
こんご

の事業
じぎょう

の参考
さんこう

にします。

4

　葛飾区
かつしかく

は自殺
じさつ

率
りつ

が高
たか

めの傾向
けいこう

があり、自殺
じさつ

の原因
げんいん

では健康
けんこう

問題
もんだい

が一
ひと

つ

であるため精神的
せいしんてき

にも身体的
しんたいてき

にも健康
けんこう

を保
たも

つ必要
ひつよう

があると思
おも

います。
〇

　精神的
せいしんてき

にも身体的
しんたいてき

にも健康
けんこう

を保
たも

つことは、いきいきと自分
じぶん

らしく生
い

き

るために大切
たいせつ

です。区
く

では「第
だい

３次
じ

かつしか健康実現
けんこうじつげん

プラン」に記載
きさい

の

事業
じぎょう

などを通
つう

じて、区民
くみん

の皆
みな

さんが健康
けんこう

づくりに取
と

り組
く

みやすい環境
かんきょう

を

整え
 ととのえ

ています。

5

　自殺
じさつ

率
りつ

が高
たか

いことと、人口
じんこう

の減少は解決
げんしょうかいけつ

しないといけないと思
おも

いま

す。
△

　自殺
じさつ

したいと思
おも

ったり、自殺
じさつ

してしまう方
かた

を減
へ

らす取組
とりくみ

は大切
たいせつ

です。

区
く

では区民
くみん

の皆
みな

さんがこころやからだの健康
けんこう

を保
たも

てるよう、正
ただ

しい知識
ちしき

を広
ひろ

め、困
こま

ったときに相談
そうだん

できる環境
かんきょう

などを整
ととの

えています。

（仮称
かしょう

）第
だい

３次
じ

かつしか健康実現
けんこうじつげん

プラン（素案
そあん

）の子
こ

どもの意見
いけん

聴取
ちょうしゅ

により提出
ていしゅつ

された意見
いけん

に対
たい

する区
く

の考
かんが

え方
かた

9



No. 意見
いけん

概要
がいよう

取扱
とりあつか

い 区
く

の考
かんが

え方
かた

6

　インターネット中毒を
ちゅうどく

減
へ

らすも追加
ついか

したら、より健康
けんこう

じゃないかと思
おも

います。 △

　過
か

度
ど

なインターネット利用
りよう

は健康上
けんこうじょう

の注意
ちゅうい

が必要
ひつよう

であることを区民
くみん

の

皆
みな

さんにお知
し

らせするなど、インターネット中毒
ちゅうどく

に関
かん

する普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

も進
すす

めていきます。

7

　一人
ひとり

家庭
かてい

や障害
しょうがい

のある人
ひと

たちの交流
こうりゅう

を増
ふ

やして欲
ほ

しいです。

△

　社会
しゃかい

とのつながりは健康
けんこう

によい影響
えいきょう

を与
あた

えると言
い

われています。一人
ひとり

家庭
かてい

や障害
しょうがい

の有
う

無
む

に関
かか

わらず、誰
だれ

もが社会
しゃかい

とつながりながら健康的
けんこうてき

な生
せ

活
いかつ

ができるように、地域
ちいき

の様々
さまざま

なところと協力
きょうりょく

していきます。

8

　実現可能
じつげんかのう

かはわからないけど、とてもいいプランだと思
おも

いました。自
じ

分
ぶん

にあった健康
けんこう

づくりがわからない場合
ばあい

は、どうすればいいのか知
し

りた

いと思
おも

いました。

〇

　自分
じぶん

にあった健康
けんこう

づくりがわからない場合
ばあい

は、地域
ちいき

にある保健
ほけん

セン

ターにご相談
そうだん

ください。保健師
ほけんし

や栄養士
えいようし

などの専門
せんもん

の職員
しょくいん

と健康
けんこう

に関
かん

す

る相談
そうだん

ができます。

基本
きほん

目標
もくひょう

２　生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

病
びょう

の予防
よぼう

と健康的
けんこうてき

な生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

の定着
ていちゃく

No. 意見
いけん

概要
がいよう

取扱
とりあつか

い 区
く

の考
かんが

え方
かた

9
　がんの知識

ちしき

を広
ひろ

めるために伝
つた

える人
ひと

と教
おし

えてもらう人
ひと

が近
ちか

い距離
きょり

で体
た

験談
いけんだん

をふまえながら説明
せつめい

すると良
よ

いと思
おも

います。
△

　ご意見
いけん

を参考
さんこう

に、がんの知識
ちしき

を広
ひろ

めるために体験談
たいけんだん

を取
と

り入
い

れるなど

工夫
くふう

し、実施
じっし

します。

10
　生活習慣病を治す

せいかつしゅうかんびょうなお

講座
こうざ

みたいなこともやっていて、とてもいいなと思
おも

いました。
〇

　生活習慣病の予防講座
せいかつしゅうかんびょう　よぼうこうざ

や、生活習慣病が悪
せいかつしゅうかんびょうわる

くなることを防
ふせ

ぐ相談
そうだん

など

を実施
じっし

しています。

11

　「生活習慣病の予防
せいかつしゅうかんびょうよぼう

と健康的
けんこうてき

な生活習慣
せいかつしゅうかん

の定着
ていちゃく

」とは、どのように取
と

り組
く

んで行
い

くのですか？（「糖尿病や循環器病
とうにょうびょうじゅんかんきびょう

などの予防
よぼう

に取
と

り組
く

みま

す」や「たばこを吸
す

う人
ひと

が減
へ

るように取
と

り組
く

みます」など）
〇

　糖尿病や循環器病
とうにょうびょうじゅんかんきびょう

を予防
 よぼう

するための情報
じょうほう

をみなさんに発信
はっしん

します。健
け

診
んしん

の結果
けっか

、治療
ちりょう

をしていない糖尿病の人
とうにょうびょうひと

に治療
ちりょう

を勧
すす

めています。禁煙
きんえん

を

希望
きぼう

する人
ひと

に、禁煙外来治療費
きんえんがいらいちりょうひ

を助成
じょせい

し、禁煙
きんえん

を支援
しえん

しています。
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No. 意見
いけん

概要
がいよう

取扱
とりあつか

い 区
く

の考
かんが

え方
かた

12 　体
からだ

に良
よ

い献立
こんだて

を保護者
ほごしゃ

に教
おし

えて欲
ほ

しいです。

13

　朝食・昼食・夕食・夜食
ちょうしょくちゅうしょくゆうしょくやしょく

を健康
けんこう

に良
よ

い食
た

べ物
もの

にするといいと思いま

す。

（果物
くだもの

やナッツ類
るい

、豆乳
とうにゅう

、ブロッコリー、野菜
やさい

スープ、サラダ、ヨーグ

ルト、納豆
なっとう

、魚
さかな

、玄米
げんまい

や全粒粉
ぜんりゅうふん

、茶色
ちゃいろ

い炭水化物
たんすいかぶつ

、オリーブオイル、牛
ぎゅ

乳
うにゅう

）

14 　体
からだ

に良
よ

い食事
しょくじ

をするといいと思
おも

います。

15

　日常生活
にちじょうせいかつ

が大切
たいせつ

だから、食事
しょくじ

では甘
あま

いものをあまり食
た

べないよ

うにするといいと思
おも

います。
〇

　お菓子
かし

などは１日
にち

200kcal（キロカロリー）以内
いない

にすると良
よ

いです。

本
ほん

計画
けいかく

の「適切
てきせつ

な食生活
しょくせいかつ

による健康
けんこう

づくり」の「区民
くみん

一人
ひとり

一人
ひとり

の取組
とりくみ

」

にも書
か

かれています。食品
しょくひん

の包装
ほうそう

（パッケージ）で栄養成分表示
えいようせいぶんひょうじ

を確認
かくにん

してみましょう。

16

　学校
がっこう

の給食
きゅうしょく

で月１回
 つき かい

栄養
えいよう

たっぷりの給食や栄養
きゅうしょく えいよう

のあるデザートを出
だ

す

といいと思
おも

います。

（主食
しゅしょく

→ご飯
はん

、主菜
しゅさい

→鮭
さけ

（魚
さかな

）、副菜
ふくさい

→野菜
やさい

と肉
にく

の炒
いた

め物
もの

、デザート→

細谷
ほそや

農園
のうえん

の小松菜
こまつな

マフィン）

△

　学校給食
がっこうきゅうしょく

は「学校給食法
がっこうきゅうしょくほう

」という法律
ほうりつ

で必要
ひつよう

な栄養
えいよう

の量
りょう

が決
き

められて

います。毎日
まいにち

、栄養
えいよう

量
りょう

に不足
ふそく

がないように献立
こんだて

を作成
さくせい

し、給食を作
きゅうしょく つく

って

います。

17

　栄養
えいよう

の取
と

れた食事
しょくじ

を心
こころ

がけることを呼
よ

びかけるといいと思
おも

います。

〇

　栄養
えいよう

バランスの良
よ

い食事
しょくじ

の大切
たいせつ

さと実践方法
じっせんほうほう

を区民
くみん

のみなさんにお伝
つた

えしています。これからはもっとわかりやすく伝
つた

えていきます。

18

　早寝
はやね

早
はや

起
お

き、栄養
えいよう

をしっかりとる、運動
うんどう

する、好
す

き嫌
きら

いせず食
た

べる、

ゲームをやりすぎないといいと思
おも

います。
〇

　健康
けんこう

を保
たも

ち生活習慣病を予防
せいかつしゅうかんびょう よぼう

するためには、早寝早起き
はやねはやお

の生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

や

栄養
えいよう

、運動
うんどう

が大切
たいせつ

です。区では「第３次
じ

かつしか健康実現
けんこうじつげん

プラン」に記
き

載
さい

の事業
じぎょう

などを通
つう

じて、区民
くみん

の皆
みな

さんが健康
けんこう

でいきいきと安心
あんしん

して暮
く

ら

せるまちを目指
めざ

し、取
と

り組
く

みます。

〇

　お家
うち

で作
つく

れる栄養
えいよう

バランスの良
よ

いメニューの作
つく

り方
かた

を区
く

ホームページ

で紹介
しょうかい

しています。また、１日
にち

３回
かい

、主食
しゅしょく

・主菜
しゅさい

・副菜
ふくさい

をそろえて食
た

べ

るようにすることが大切
たいせつ

です。本計画
ほんけいかく

のコラム「健康的
けんこうてき

な食事
しょくじ

のため

に、工夫
くふう

して食
た

べよう」も参考
さんこう

にしてください。
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No. 意見
いけん

概要
がいよう

取扱
とりあつか

い 区
く

の考
かんが

え方
かた

19

　子
こ

どもの場合
ばあい

、給食の栄養
きゅうしょく えいよう

バランスを中心的
ちゅうしんてき

にしたり、子
こ

どもが食
た

べ

やすく作
つく

ってみたり、運動
うんどう

もバランスよく水分補給
すいぶんほきゅう

もしながらすると子
こ

どもは健康的
けんこうてき

になるし、保護者
ほごしゃ

会
かい

でゲームや目
め

が悪
わる

くなる物
もの

の時間
じかん

を保
ほ

護者
ごしゃ

に質問
しつもん

するのもいいと思
おも

います。そうすることで、目
め

の安全
あんぜん

や早寝
はやね

早起
はやお

きがしやすくなると思いました。

△

　健康
けんこう

を保
たも

ち生活習慣病を予防
せいかつしゅうかんびょうよぼう

するためには、早寝早起
はやねはやお

きの生活習慣
せいかつしゅうかん

や

栄養
えいよう

、運動
うんどう

が大切です。また、学校給食
がっこうきゅうしょく

は「学校給食法
がっこうきゅうしょくほう

」という法律
ほうりつ

で

必要
ひつよう

な栄養
えいよう

の量
りょう

が決
き

められています。毎日
まいにち

、栄養
えいよう

量
りょう

に不足
ふそく

がないように

献立
こんだて

を作成
さくせい

し、給食を作
きゅうしょくつく

っています。

20

　大人
おとな

の場合
ばあい

、スーパーの人
ひと

に協力
きょうりょく

をしてもらって、栄養
えいよう

バランスがい

いセットを一
ひと

つの食
た

べ物
もの

にまとめるのもいいと思
おも

います！そうしたら、

栄養
えいよう

が難
むずか

しいひとも助
たす

かると思
おも

います！
〇

　区内
くない

のスーパーマーケットで栄養
えいよう

バランスのよいお弁当
べんとう

を販売
はんばい

するイ

ベントや、区
く

が認定
にんてい

する「かつしかの元気食堂
げんきしょくどう

」などを通
つう

じて、健康的
けんこうてき

な食事
しょくじ

ができる環境
かんきょう

づくりを進
すす

めていきます。

21

　小中学校共通
しょうちゅうがっこうきょうつう

で、一週間に一回
 いっしゅうかんいっかい

、今日
きょう

の給食
きゅうしょく

から五大
ごだい

栄養素
えいようそ

を学
まな

ぶ時
じ

間
かん

を作
つく

って欲
ほ

しいと思
おも

いました。給食の栄養士
きゅうしょくえいようし

さんも協力
きょうりょく

してもらっ

て、五大
ごだい

栄養素
えいようそ

が入
はい

っていて、どこのグループに入
はい

るか迷
まよ

う食品
しょくひん

などが

入っている給食を作
きゅうしょくつく

ってもらいたいです。

　この時間
じかん

を作
つく

ることで、給食
きゅうしょく

がどれだけ栄養
えいよう

が取
と

れてバランスがいい

給食
きゅうしょく

なのか分
わ

かったり、低学年
ていがくねん

でも色
いろ

とかで覚
おぼ

えて将来
しょうらい

にも役立
やくだ

つかも

知
し

れないからです。

　学校
がっこう

中
じゅう

の大体
だいたい

の人
ひと

が五大
ごだい

栄養素
えいようそ

なんて意識
いしき

していないと思
おも

うから、ご

飯
はん

を作
つく

るお母
かあ

さんやお父
とう

さん、栄養士
えいようし

さんなどだけでなく私
わたし

たちも五大
ごだい

栄養素
えいようそ

を覚
おぼ

えて意識
いしき

してご飯
はん

を食
た

べるようになりたいなと思
おも

ったからこ

の提案
ていあん

をしました。

△

　近年
きんねん

、偏
かたよ

った栄養摂取
えいようせっしゅ

、朝食欠食
ちょうしょくけっしょく

など食生活
しょくせいかつ

の乱
みだ

れや肥満
ひまん

・瘦身傾向
 そうしんけいこう

など、子
こ

どもたちの健康
けんこう

を取
と

り巻
ま

く問題
もんだい

が深刻化
しんこくか

する中
なか

、文部科学省
もんぶかがくしょう

は、食
しょく

に関
かん

する指導
しどう

の充実を
じゅうじつ

求
もと

めています。葛飾区
かつしかく

においても、「食
しょ

育
くいく

」を各学校
かくがっこう

の教育課程
きょういくかてい

に位
い

置
ち

付
づ

け、全校
ぜんこう

で実施
じっし

しています。引
ひ

き続
つづ

き、「食育
しょくいく

」をより推進
すいしん

するとともに、充実
じゅうじつ

した内容
ないよう

となるよう各学校
かくがっこう

に呼
よ

び掛
か

けていきます。
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No. 意見
いけん

概要
がいよう

取扱
とりあつか

い 区
く

の考
かんが

え方
かた

22

　生活習慣
せいかつしゅうかん

をより良
よ

くするためには毎日
まいにち

３食栄養
しょくえいよう

バランスのとれた食事
しょくじ

をすることが大事
だいじ

だと思
おも

います。 〇

　１日
にち

３回
かい

、主食
しゅしょく

・主菜
しゅさい

・副菜
ふくさい

をそろえて食
た

べるようにすることが大切
たいせつ

です。これからはもっとわかりやすく区民
くみん

のみなさんに伝
つた

えていきま

す。

23

　病気
びょうき

にならないための運動
うんどう

や食事
しょくじ

のレシピを身近
みぢか

に手
て

に入
い

れられる環
か

境
んきょう

があれば良
よ

いと思
おも

います。

〇

　野菜
やさい

を食
た

べたり濃
こ

い味
あじ

にならないようにすると、高血圧
こうけつあつ

などの病気
びょうき

を

予防
よぼう

できます。お家
うち

で作
つく

れる料理
りょうり

の作
つく

り方
かた

を区
く

のホームページでいつで

も見
み

られるようにしています。また、食
しょく

や健康
けんこう

に関
かん

する豆知識
まめちしき

などを紹
しょ

介
うかい

する情報誌
じょうほうし

「かつしか知
し

っ得
とく

メモ」を毎月発行
まいつきはっこう

し、図書館
としょかん

などの区
く

の

施設
しせつ

や飲食店
いんしょくてん

など区内約
くないやく

260か所
しょ

に掲示
けいじ

しています。

24

　スポーツフェスティバルで色々
いろいろ

なスポーツが体験
たいけん

できるといいと思
おも

い

ます。

△

　かつしかスポーツフェステイバルでは、「いつでも、どこでも、だれ

でも、いつまでも」自分
じぶん

にあった形
かたち

でスポーツを楽
たの

しんでいただけるよ

うに、色々
いろいろ

なスポーツ体験
たいけん

ができるブースを実施
じっし

しています。これから

も、皆
みな

さんがスポーツをもっと楽
たの

しめるイベントとなるよう取
と

り組
く

んで

まいります。

25

　子
こ

どもの放課後
ほうかご

の過
す

ごし方
かた

でもっと体
からだ

を動
うご

かせるサポートが欲
ほ

しいで

す。（公園遊具
こうえんゆうぐ

の充実
じゅうじつ

など）

△

　現在区
げんざいく

では、公園
こうえん

を整備
せいび

する時
とき

には、子
こ

どもたちが楽
たの

しく公園
こうえん

で遊
あそ

べ

るように、近
ちか

くの小学校児童
しょうがっこうじどう

や保育園幼児
ほいくえんようじ

などのお子
こ

さん達
たち

にどの遊具
ゆうぐ

を置
お

いてほしいかアンケートを行
おこな

い、設置
せっち

する遊具
ゆうぐ

を決
き

めています。

　今後
こんご

もみなさんの声
こえ

を参考
さんこう

にして、楽
たの

しい遊具
ゆうぐ

のある公園
こうえん

を増
ふ

やすよ

うに努
つと

めます。
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No. 意見
いけん

概要
がいよう

取扱
とりあつか

い 区
く

の考
かんが

え方
かた

26

　思
おも

いっきり走
はし

ったり、鬼
おに

ごっこができる公園
こうえん

や校庭
こうてい

の整備
せいび

をして欲
ほ

し

いです。

27

　楽
たの

しく運動
うんどう

ができる公園
こうえん

があるといいと思
おも

います。

28

　９～１０時間
じかん

睡眠
すいみん

を目標
もくひょう

にするといいと思
おも

います。

29

　大体
だいたい

７、８、９時間
じかん

寝
ね

ることが大切
たいせつ

だと思
おも

います。

30

　子
こ

どもがボール遊
あそ

びができる場所
ばしょ

が少
すく

ないと思
おも

います。野球
やきゅう

やサッ

カーをしたくてもできる公園
こうえん

が少
すく

ないので、ボール遊
あそ

びができる公園
こうえん

に

子
こ

どもが集中
しゅうちゅう

してしまいぶつかりそうになって危
あぶ

なかったり、遊
あそ

ぶのを

諦
あきら

めて帰
かえ

ることがあります。もっとボール遊
あそ

びができる公園
こうえん

があれば体
 からだ

を動
うご

かして遊
あそ

びたい子
こ

どもは多
おお

いと思
おも

います。

　大
おお

きい大会
たいかい

で葛飾区
かつしかく

が勝
か

ち進
すす

むために、もっとスポーツができるよう

な環境
かんきょう

にしてほしいです。

〇

　住宅地
じゅうたくち

にある狭
せま

い公園
こうえん

でボール遊
あそ

びをすると、公園
こうえん

にいる他
ほか

の人
ひと

や公
こ

園
うえん

の周
まわ

りの家
いえ

に迷惑
めいわく

をかけてしまう場合
ばあい

があります。このことから、公
こ

園
うえん

でボール遊
あそ

びをするには、広
ひろ

いスペースで周
まわ

りの人
ひと

に迷惑
めいわく

をかけない

ようにルールを守
まも

って遊
あそ

ぶことが大切
たいせつ

です。

　現在
げんざい

、ボールで遊
あそ

んでも迷惑
めいわく

にならない広
ひろ

い場所
ばしょ

のある公園
こうえん

を作
つく

ると

きや直
なお

すときは、ボールが外
そと

に飛
と

び出
で

ないようにネットで囲
かこ

ったボール

広場
ひろば

を作
つく

り始
はじ

めています。

　これからも、子
こ

どもたちが元気
げんき

にボールで遊
あそ

べる公園
こうえん

を増
ふ

やせるよう

に努
つと

めます。

〇

　区
く

では、広
ひろ

い公園
こうえん

を整備
せいび

する時
とき

には、子
こ

どもたちが思
おも

いっきり走
はし

った

り、楽
たの

しく運動
うんどう

のできる広場
ひろば

を作
つく

ったり、運動
うんどう

のできる遊具
ゆうぐ

を置
お

いたり

しています。今後
こんご

も新
あたら

しく公園
こうえん

をつくる時
とき

には、今回
こんかい

もらったご意見
いけん

を

参考
さんこう

にして、みんなに楽
たの

しんでもらえる公園
こうえん

を増
ふ

やすように努
つと

めます。

　また、学校
がっこう

を新
あたら

しくする時
とき

は、校舎
こうしゃ

を高
たか

くしたりして、校庭
こうてい

を広
ひろ

くす

る工夫
くふう

をしています。これからも順番
じゅんばん

に学校
がっこう

を新
あたら

しくしていきます。

△

　国
くに

のガイドラインによると、睡眠
すいみん

時間
じかん

の目標
もくひょう

は年代
ねんだい

によって変
か

わると

されています。区
く

では、良
よ

い睡眠
すいみん

のための時間
じかん

や気
き

を付
つ

けてほしいこと

について、多
おお

くの人
ひと

に知
し

ってもらえるように、呼
よ

びかけていきます。

　健康
けんこう

づくりのための睡眠
すいみん

ガイド2023によると小学生
しょうがくせい

の睡眠
すいみん

時間
じかん

の目安
めやす

は９～12時間
じかん

です。
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No. 意見
いけん

概要
がいよう

取扱
とりあつか

い 区
く

の考
かんが

え方
かた

31

　公園
こうえん

などにある遊具
ゆうぐ

を全部
ぜんぶ

一
ひと

つの公園
こうえん

に固
かた

めた公園
こうえん

が欲
ほ

しいです。

△

　遊具
ゆうぐ

を全部
ぜんぶ

一
ひと

つの公園
こうえん

に集
あつ

めるというアイデアは、楽
たの

しそうでとても

面白
おもしろ

いと思
おも

います。

　遊具
ゆうぐ

を配置
はいち

する時
とき

は、皆
みんな

が安全
あんぜん

に遊
あそ

べるように、遊具
ゆうぐ

と遊具
ゆうぐ

の間
あいだ

に安
あ

全
んぜん

な距離
きょり

を開
あ

ける必要
ひつよう

があります。このことから、全部
ぜんぶ

の遊具
ゆうぐ

を一
ひと

つの

公園
こうえん

に集
あつ

めるには、とても広
ひろ

い公園
こうえん

が必要
ひつよう

となり、残念
ざんねん

ながら現時点
げんじてん

で

は難
むずか

しいです。

　現在
げんざい

、公園
こうえん

を整備
せいび

する時
とき

には、近
ちか

くの小学校児童
しょうがっこうじどう

や保育園幼児
ほいくえんようじ

などの

お子
こ

さん達
たち

にどの遊具
ゆうぐ

を置
お

いてほしいかアンケートを行
おこな

い、設置
せっち

する遊
ゆ

具
うぐ

を決
き

めています。

　今後
こんご

も皆
みな

さんの声
こえ

を参考
さんこう

にして、楽
たの

しい遊具
ゆうぐ

のある公園
こうえん

を増
ふ

やせるよ

うに努
つと

めます。

32 　健康
けんこう

のために気軽
きがる

に運動出来
うんどうでき

る場所
ばしょ

を作
つく

って欲
ほ

しいです。

33 　体
からだ

を動
うご

かせる場所
ばしょ

を作
つく

るといいと思
おも

います。

34 　運動
うんどう

できる場所
ばしょ

を増
ふ

やすといいと思
おも

う。

35 　運動
うんどう

する場所
ばしょ

などを増
ふ

やすといいと思
おも

います。

36

　毎日睡眠
まいにちすいみん

をとるといいと思
おも

います。

△

　健康
けんこう

に過
す

ごすためには、毎日
まいにち

の睡眠
すいみん

はとても大切
たいせつ

です。良
よ

い睡眠
すいみん

のた

めの時間
じかん

や気
き

を付
つ

けてほしいことについて、多
おお

くの人
ひと

に知
し

ってもらえる

ように、呼
よ

びかけていきます。

△

　区
く

には気軽
きがる

に健康遊具
けんこうゆうぐ

を使
つか

って体
からだ

を動
うご

かせる公園
こうえん

や、本格的
ほんかくてき

な運動
うんどう

施
し

設
せつ

として奥戸
おくど

や水元
みずもと

の総合
そうごう

スポーツセンターがあります。このほか、皆
みな

さんのお家
うち

の近
ちか

くにある児童
じどう

遊園
ゆうえん

など、ちょっとしたスペースがあれ

ば、柔軟体操
じゅうなんたいそう

などで体
からだ

を動
うご

かすことはできると思
おも

います。運動
うんどう

を習慣
しゅうかん

に

することは大切
たいせつ

ですので、皆
みな

さんも取
と

り組
く

んでみてください。
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No. 意見
いけん

概要
がいよう

取扱
とりあつか

い 区
く

の考
かんが

え方
かた

37

　運動
うんどう

をするといいと思
おも

います。

（ウォーキング、自転車
じてんしゃ

、水泳
すいえい

などの有酸素運動
ゆうさんそうんどう

または全身
ぜんしん

を使
つか

って10

分以上継続
ぶんいじょうけいぞく

する運動
うんどう

など）

38
　生活習慣病予防

せいかつしゅうかんびょうよぼう

のため毎日朝
まいにちあさ

にウォーキングとかスポーツをして予防
よぼう

するといいと思
おも

います。

39
　家

いえ

の中
なか

で短時間
たんじかん

で手軽
てがる

にできる運動
うんどう

やみんなでウォーキングする催し
もよお

をするといいと思
おも

います。

40 　運動
うんどう

を毎日継続
まいにちけいぞく

するといいと思
おも

います。

41 　月
つき

１度
ど

ほどの葛飾区
かつしかく

の運動
うんどう

などを作
つく

るといいと思
おも

います。

42 　走
はし

るといいと思
おも

います。

43 　週
しゅう

１回
かい

マラソンをするといいと思
おも

います。

44
　葛飾区

かつしかく

の人
ひと

たちがなるべく徒
と

歩
ほ

で移動
いどう

するように心
こころ

がけるきっかけに

なるような取組
とりくみ

を作
つく

るといいと思
おも

います。

45

　睡眠
すいみん

では、時間
じかん

を守
まも

ったりする（早寝早起
はやねはやお

き）。

　運動
うんどう

では、近
ちか

いところだったら歩
ある

いて行
い

ったりするといいと思
おも

いま

す。 〇

　子
こ

どもの頃
ころ

から、毎日
まいにち

の生活
せいかつ

リズムを整
ととの

えたり、習慣的
しゅうかんてき

に運動
うんどう

するこ

とは、大人
おとな

になってからの生活習慣病を防ぐ
せいかつしゅうかんびょうふせ

ことにつながります。生活
せいかつ

リズムや運動
うんどう

習慣
しゅうかん

の大切
たいせつ

さを広報
こうほう

かつしかやイベントを通
つう

じて多
おお

くの人
ひと

に知
し

ってもらい、行動
こうどう

できるようにしていきます。

〇

　習慣的
しゅうかんてき

に運動
うんどう

することは、生活習慣病を予防
せいかつしゅうかんびょうよぼう

し健康
けんこう

に過
す

ごすためにと

ても大切
たいせつ

です。運動
うんどう

習慣
しゅうかん

の大切
たいせつ

さを広報
こうほう

かつしかやイベントを通
つう

じて多
おお

くの人
ひと

に知
し

ってもらい、行動
こうどう

できるようにしていきます。
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No. 意見
いけん

概要
がいよう

取扱
とりあつか

い 区
く

の考
かんが

え方
かた

46 　早寝
はやね

早起
はやお

きして規則
きそく

正
ただ

しい生活
せいかつ

を送
おく

るといいと思
おも

います。

47
　早寝

はやね

早起
はやお

き、栄養
えいよう

をしっかりとる、運動
うんどう

する、好
す

き嫌
きら

いせず食
た

べる、

ゲームをやりすぎないといいと思
おも

います。

48 　規則
きそく

正
ただ

しい生活
せいかつ

をするといいと思
おも

います。

49
　早寝

はやね

早起
はやお

き、バランスの良
よ

い食事
しょくじ

を心
こころ

がける。無
む

理
り

なく続
つづ

けられる

ウォーキングなど適度
てきど

な運動
うんどう

をするといいと思
おも

います。

50

　最近
さいきん

の子
こ

ども（若者
わかもの

）たちは、健康的
けんこうてき

な生活
せいかつ

があまりできていないと

思
おも

います。自分
じぶん

もですが、夜遅
よるおそ

くまで起
お

きてゲームやスマホをしたりし

ている人
ひと

が多
おお

いため健康
けんこう

に悪
わる

いと思
おも

うからです。

51

　健康
けんこう

な生活
せいかつ

を送
おく

るために学校
がっこう

で毎日朝礼
まいにちちょうれい

の時
とき

にラジオ体操
たいそう

をしたらい

いと思
おも

います。

△

　健康増進
けんこうぞうしん

や運動
うんどう

習慣
しゅうかん

の定着
ていちゃく

は大変
たいへん

重要
じゅうよう

なことであると認識
にんしき

していま

す。各学校
かくがっこう

では、子
こ

どもたちの個
こ

々
こ

の体力
たいりょく

や興味
きょうみ

に応
おう

じ、持続的
じぞくてき

な運動
うんどう

習慣
しゅうかん

につながるよう、様々
さまざま

な活動
かつどう

を工夫
くふう

して取
と

り組
く

んでいます。ラジオ

体操
たいそう

の実施
じっし

については、学校
がっこう

の先生
せんせい

に提案
ていあん

してみてください。

52

　公園
こうえん

をなくすのはやめた方
ほう

がいいと思
おも

います。

〇

　今回
こんかい

のご意見
いけん

にあるとおり、いろいろな理由
りゆう

で無
な

くなってしまう公園
こうえん

もありますが、区
く

では、空
あ

き地
ち

や広
ひろ

い土地
とち

を買
か

って新
あたら

しい公園
こうえん

をつくる

など、公園
こうえん

を増
ふ

やしていこうと取
と

り組
く

んでいます。

△

　子
こ

どもの頃
ころ

から、毎日
まいにち

の生活習慣
せいかつしゅうかん

を整
ととの

えることは、大人
おとな

になってから

の生活習慣病を防
せいかつしゅうかんびょうふせ

ぐことにつながります。生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

を整
ととの

えることの大切
たいせつ

さを広報
こうほう

かつしかやイベントを通
つう

じて多
おお

くの人
ひと

に知
し

ってもらい、行動
こうどう

で

きるようにしていきます。
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No. 意見
いけん

概要
がいよう

取扱
とりあつか

い 区
く

の考
かんが

え方
かた

53

　運動
うんどう

を身近
みぢか

なものにしていくため、各団体
かくだんたい

やクラブチームが協力
きょうりょく

し

様々
さまざま

なイベントや大会
たいかい

を開催
かいさい

したら、スポーツに興味
きょうみ

を持
も

ってもらえる

と思
おも

います。また、中学生
ちゅうがくせい

なども参加
さんか

しやすいイベントを開催
かいさい

していた

だけると、スポーツの魅力
みりょく

がもっと伝
つた

えられると思
おも

います。 △

　区
く

では、葛飾区
かつしかく

スポーツ協会
きょうかい

に加盟
かめい

する41団体
だんたい

と協働し
きょうどう

、様々
さまざま

なス

ポーツイベントや大会
たいかい

を開催
かいさい

すると共
とも

に、区内
くない

を拠点
きょてん

に活動
かつどう

するクラブ

チームとも連携
れんけい

し、各
かく

イベントに協力
きょうりょく

してもらっています。

　また、区
く

で実施
じっし

するスポーツイベントの多
おお

くは、どなたでも参加
さんか

でき

る内容
ないよう

となっています。今後
こんご

も、スポーツの魅力
みりょく

をより伝
つた

えられるよう

なイベントを企画
きかく

していきます。

54

　少子高齢化
しょうしこうれいか

が進
すす

む中
なか

で、妊娠
にんしん

、出産
しゅっさん

、子育
こそだ

ての支援
しえん

と健康寿命
けんこうじゅみょう

を伸
の

ば

すことはとてもいいと思
おも

います。日頃
ひごろ

から運動
うんどう

をする人
ひと

を増
ふ

やすために

も、子
こ

どもが思
おも

い切
き

りボールなども使
つか

って遊
あそ

べるような公園
こうえん

のルール作
づく

りをして欲
ほ

しいです。

〇

　住宅地
じゅうたくち

にある狭
せま

い公園
こうえん

でボール遊
あそ

びをすると、公園
こうえん

にいる他
ほか

の人
ひと

や公
こ

園
うえん

の周
まわ

りの家
いえ

に迷惑
めいわく

をかけてしまう場合
ばあい

があります。このことから、公
こ

園
うえん

でボール遊
あそ

びをするには、広
ひろ

いスペースで周
まわ

りの人
ひと

に迷惑
めいわく

をかけない

ようにルールを守
まも

って遊
あそ

ぶことが大切
たいせつ

です。

　現在
げんざい

、ボールで遊
あそ

んでも迷惑
めいわく

にならない広
ひろ

い場所
ばしょ

のある公園
こうえん

を作
つく

ると

きや直
なお

すときは、ボールが外
そと

に飛
と

び出
で

ないようにネットで囲
かこ

ったボール

広場
ひろば

を作
つく

り始
はじ

めています。

　これからも、子
こ

どもたちが元気
げんき

にボールで遊
あそ

べる公園
こうえん

を増
ふ

やすように

努
つと

めます。

55

　区
く

で営業
えいぎょう

するスポーツジムを様々
さまざま

な所
ところ

で営業
えいぎょう

して欲
ほ

しいです。（年齢
ねんれ

制限
いせいげん

がなく誰
だれ

でも入
はい

れるように、ただし葛飾区在住
かつしかくざいじゅう

じゃないとお金
かね

をと

る）

　受付
うけつけ

で身分証
みぶんしょう

を出
だ

すなどして葛飾区在住
かつしかくざいじゅう

を証明
しょうめい

できるようにするとい

いと思
おも

います。（例）マイナンバーカードなど

△

　現在
げんざい

、区立
くりつ

のトレーニングルームは奥戸
おくど

総合
そうごう

スポーツセンターと水元
みずもと

総合
そうごう

スポーツセンターにあり、高校生相当以上
こうこうせいそうとういじょう

の方
かた

が利用
りよう

可能
かのう

です。そ

の他
ほか

にも、学校施設
がっこうしせつ

等
とう

の区
く

有
ゆう

施設
しせつ

や民間
みんかん

スポーツ施設
しせつ

を有効活用
ゆうこうかつよう

し、区
く

民
みん

の誰
だれ

もが気軽
きがる

にスポーツに親
した

しむ環境
かんきょう

を充実
じゅうじつ

させていきたいと考
かんが

えて

います。
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No. 意見
いけん

概要
がいよう

取扱
とりあつか

い 区
く

の考
かんが

え方
かた

56

　金町駅北口
かなまちえききたぐち

、南口
みなみぐち

にある喫煙所
きつえんじょ

が本当
ほんとう

に迷惑
めいわく

です。

通
とお

るたびに煙
けむり

をすうので、のどが苦
くる

しいし、嫌
いや

なにおいで鼻
はな

がいたくな

ります。家
いえ

で吸
す

って欲
ほ

しいです。

　人
ひと

がたくさん通
とお

る場所
ばしょ

(駅
えき

のこと)に喫煙所
きつえんじょ

を置
お

かないで欲
ほ

しいです。

〇

　当該喫煙場所
とうがいきつえんばしょ

については、他
ほか

に移
うつ

す場所
ばしょ

がないことや改修
かいしゅう

が難
むずか

しいた

め、煙
けむり

や臭い
にお

が漏
も

れにくくなるように上下
じょうげ

にパーテーションを付
つ

け加
くわ

え

るとともに入口
いりぐち

の形状
けいじょう

を改修
かいしゅう

しました。

57

　ポイ捨
す

てをなくす運動
うんどう

をしたらいいと思
おも

います。

△

　「葛飾区
かつしかく

きれいで清潔
せいけつ

なまちをつくる条例
じょうれい

」でポイ捨
す

て行為
こうい

を禁止
きんし

す

るなど、区民
くみん

の皆
みな

さんと協力
きょうりょく

してモラルの向上
こうじょう

に努
つと

めています。また、

毎年
まいとし

５月
がつ

の最終日曜日
さいしゅうにちようび

を「葛飾区環境美化
かつしかくかんきょうびか

の日
ひ

」とし、荒川
あらかわ

・江戸川
えどがわ

を

含めた区内全域
くないぜんいき

で清掃活動
せいそうかつどう

（クリーン作戦
さくせん

）を実施
じっし

しています。

58

　大人
おとな

が吸
す

っているたばこが気
き

になります。保健体育
ほけんたいいく

の授業
じゅぎょう

でも喫煙
きつえん

の

害
がい

について習
なら

って、受動喫煙
じゅどうきつえん

を気
き

にするようになりましたが、近
ちか

くの家
いえ

の人
ひと

のたばこの匂
にお

いも家
いえ

に入
はい

ってくるし、街中
まちなか

を歩
ある

いていても受動喫煙
 じゅどうきつえん

をしてしまうのが嫌
いや

です。

　大人
おとな

の人
ひと

にたばこはやめろとは言
い

えないけれど、たばこを吸
す

っている

せいで生活習慣病
せいかつしゅうかんびょう

になることは事実
じじつ

です。なので、私
わたし

は特
とく

に基本目標
きほんもくひょう

２

の「たばこを吸
す

うひとが減
へ

るように取
と

り組
く

みます。」に力
ちから

を入
い

れて欲
ほ

し

いです。そうすれば、基本目標
きほんもくひょう

３・４の取組
とりくみ

の費用
ひよう

の確保
かくほ

も取
と

り組
く

める

時間
じかん

も増
ふ

えると思
おも

います。

〇

　喫煙
きつえん

及
およ

び受動
じゅどう

喫煙
きつえん

は健康
けんこう

に悪影響
あくえいきょう

があります。施設
しせつ

の屋内
おくない

では原則
げんそく

禁
き

煙
んえん

を守
まも

り、たばこの煙
けむり

が周
まわ

りの人
ひと

に及
およ

ばないように注意
ちゅうい

することを呼
よ

び

かけています。受動
じゅどう

喫煙
きつえん

が生
しょう

じないように対策
たいさく

をとった喫煙所
きつえんじょ

の整備
せいび

を

進
すす

めます。また、禁煙
きんえん

を希望
きぼう

する人
ひと

に禁煙外来治療費
きんえんがいらいちりょうひ

を助成
じょせい

し、禁煙
きんえん

を

支援
しえん

しています。
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取扱
とりあつか

い 区
く

の考
かんが

え方
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59

　たばこの喫煙
きつえん

マナーが大事
だいじ

だと思
おも

います。

〇

　たばこの喫煙
きつえん

マナーは大事
だいじ

です。加
くわ

えて、喫煙禁止場所
きつえんきんしばしょ

で喫煙
きつえん

しない

ことはもちろん、周
まわ

りの人
ひと

にたばこの煙が
けむり

及
およ

ばないように気
き

を付
つ

けるこ

と、たばこをポイ捨
す

てしないことなどの喫煙
きつえん

ルールや、たばこによる健
け

康
んこう

への影響
えいきょう

について、区
く

ホームページやチラシを使
つか

って広
ひろ

く知
し

らせてい

きます。

60

　たばこがはらんでいる危険性
きけんせい

を理解
りかい

し、かつ吸
す

っている者
もの

に対
たい

し、ど

のような対応
たいおう

を取
と

るのか考
かんが

えていただきたいです。

〇

　喫煙
きつえん

及び
およ

受動喫煙
じゅどうきつえん

は健康
けんこう

に悪影響
あくえいきょう

を及
およ

ぼすため、たばこによる健康
けんこう

へ

の影響
えいきょう

についての知識
ちしき

の普及
ふきゅう

を図
はか

っています。それに加
くわ

えて、吸
す

ってい

る人
ひと

に対
たい

しては、喫煙
きつえん

に関
かん

するルールを周知
しゅうち

し、また、禁煙
きんえん

を希望
きぼう

する

人
ひと

に、禁煙外来治療費
きんえんがいらいちりょうひ

を助成
じょせい

し、禁煙
きんえん

を支援
しえん

しています。

61

　父
ちち

がたばこを吸
す

うので　たばこを吸
す

う空間
くうかん

をなくせばいいと思いま

す。それでもたばこを吸
す

う人
ひと

はいると思
おも

いますので、警察
けいさつ

と協力
きょうりょく

して取
と

り締
し

まればいいと思
おも

います。たばこを無
な

くせば吸
す

う人
ひと

の健康
けんこう

が守
まも

らま

す。

△

　多
おお

くの人
ひと

が利用
りよう

する施設
しせつ

の建物
たてもの

の中
なか

は原則
げんそく

禁煙
きんえん

です。喫煙
きつえん

が禁止
きんし

され

た場所
ばしょ

での喫煙
きつえん

はできません。一方
いっぽう

でたばこは嗜好品
しこうひん

（香味
こうみ

や刺激
しげき

を得
え

るための物
もの

）として認
みと

められ、たばこをなくすことや喫煙
きつえん

する場所
ばしょ

をす

べてなくすことは、たばこを吸
す

う権利
けんり

を奪
うば

い、同時
どうじ

に一部
いちぶ

の喫煙
きつえん

者
しゃ

によ

る路上喫煙
ろじょうきつえん

やたばこのポイ捨
す

てが増
ふ

えることが心配
しんぱい

されます。たばこの

健康
けんこう

への影響
えいきょう

についての知識
ちしき

の普及
ふきゅう

を図
はか

り、たばこの煙
けむり

が周
まわ

りの人
ひと

に及
およ

ばないように、望
のぞ

まない受動喫煙
じゅどうきつえん

を生
しょう

じさせないように取組
とりくみ

を進
すす

めま

す。

62

　たばこを一回吸
いっかいす

うとやめられなくなってしまうので、やめられない人
ひと

は電子
でんし

たばこ(体
からだ

への影響
えいきょう

が少
すく

ない)を吸
す

うことにしたらいいと思いま

す。
△

　電子
でんし

たばこによっては、健康
けんこう

に影響
えいきょう

を及
およ

ぼす物質
ぶっしつ

を発生
はっせい

する可能性
かのうせい

が

ありますが、科学的
かがくてき

根拠
こんきょ

はまだ不十分
ふじゅうぶん

です。そのため、やはり禁煙
きんえん

する

ことが大切
たいせつ

です。区
く

では、禁煙
きんえん

を希望
きぼう

する人
ひと

に、禁煙外来治療費
きんえんがいらいちりょうひ

を助成
じょせい

し、禁煙
きんえん

を支援
しえん

しています。
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く

の考
かんが
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63

　たばこの煙
けむり

など困
こま

っていたことがあったので、良
よ

い取組
とりくみ

だと思
おも

いま

す。
〇

　喫煙及
きつえんおよ

び受動
じゅどう

喫煙
きつえん

は健康
けんこう

に悪影響
あくえいきょう

を及
およ

ぼすため、たばこによる健康
けんこう

へ

の影響
えいきょう

についての知識
ちしき

の普及
ふきゅう

を図
はか

っています。また、タバコを吸
す

う人
ひと

が

減
へ

る取組
とりくみ

として、禁煙
きんえん

を希望
きぼう

する人
ひと

に、禁煙
きんえん

外来
がいらい

治療費
ちりょうひ

を助成
じょせい

し、禁煙
きんえん

を支援
しえん

しています。

64

　歯医者
はいしゃ

や運動
うんどう

できる場所
ばしょ

を増
ふ

やすともっと良
よ

くなると思
おも

います。

△

　歯
は

の健康
けんこう

も運動
うんどう

もどちらも大切
たいせつ

なことです。どちらもすぐに増
ふ

やすこ

とは難
むずか

しいですが、皆
みな

さんの健康
けんこう

づくりにつながるよう様々
さまざま

なことに取
と

り組
く

んでいきます。

基本
きほん

目標
もくひょう

３　安全
あんぜん

安心
あんしん

な生活
せいかつ

環境
かんきょう

の確保
かくほ

No. 意見
いけん

概要
がいよう

取扱
とりあつか

い 区
く

の考
かんが

え方
かた

65 　健康
けんこう

で風邪
かぜ

をひかなくしたいです。

66 　感染予防
かんせんよぼう

をするといいと思
おも

います。

67

　体温
たいおん

を測
はか

ってから学校
がっこう

に行
い

くといいと思
おも

います。

〇

　体温
たいおん

を測
はか

るなどの健康観察
けんこうかんさつ

は大切
たいせつ

です。手洗
てあら

い・うがいは自分
じぶん

の健康
けんこう

を守
まも

るためにも、周
まわ

りの人
ひと

へ病気
びょうき

をうつさないためにもとても大切
たいせつ

で

す。これからも区
く

ホームページや広報
こうほう

かつしかで健康観察
けんこうかんさつ

の大切
たいせつ

さを伝
つた

えていきます。

68

　最近
さいきん

、コロナウイルスやマイコプラズマなどの感染
かんせん

が多
おお

いので周
まわ

りの

人
ひと

がマスクをしていないのでかかりそうで怖
こわ

いです。なので周
まわ

りの人
ひと

た

ちもマスクをして欲
ほ

しいです。

69
　体調

たいちょう

の悪
わる

い人は、全員
ぜんいん

マスクをするようにするといいと思
おも

います。

70
　ワクチンなどを増

ふ

やしたりマスクを着用
ちゃくよう

したりするといいと思
おも

いま

す。

〇

　咳
せき

エチケットを守
まも

ることや手洗
てあら

いをしっかりすることは病気
びょうき

の感染
かんせん

予
よ

防
ぼう

として大切
たいせつ

です。これからも区
く

ホームページや広報
こうほう

かつしかで伝えて

いきます。

〇

　咳
せき

をしているときは咳
せき

エチケットを守
まも

ることは大切
たいせつ

です。これからも

区
く

ホームページや広報
こうほう

かつしかで咳
せき

エチケットの大切
たいせつ

さを伝
つた

えていきま

す。
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No. 意見
いけん

概要
がいよう

取扱
とりあつか

い 区
く

の考
かんが

え方
かた

71 　うつさないためにマスクをつけるといいと思
おも

います。

72 　マスクをするといいと思
おも

います。

73 　ちゃんと手洗
てあら

いやうがいをするといいと思
おも

います。

74 　手洗
てあら

いうがいをしっかりするといいと思
おも

います。

75 　ちゃんとうがい手洗
てあら

いをするといいと思
おも

います。

76 　手
て

を洗
あら

うといいと思
おも

います。

77 　ちゃんと手洗
てあら

いするといいと思
おも

います。

78
　手洗

てあら

い・うがい・歯
は

磨
みが

きを忘
わす

れずする、ご飯
はん

の前
まえ

には必
かなら

ず手
て

を洗
あら

うと

いいと思
おも

います。

79 　手洗
てあら

いうがいをしっかりするといいと思
おも

います。

80 　手洗
てあら

いうがいをしっかりするといいと思
おも

います。

81 　手洗
てあら

いうがいをするといいと思
おも

います。

82
　学校

がっこう

に行
い

ったらみんな手洗
てあら

いうがいをしないので学校
がっこう

のみんなで声掛
こえか

けをして手洗
てあら

いうがいをするといいと思
おも

います。

83

　最近
さいきん

、コロナウイルスや、マイコプラズマが流行
はや

っているのに学校
がっこう

に

着
つ

いたら、手洗
てあら

いうがいをしてない人
ひと

が多
おお

いので、して欲
ほ

しいし、家
いえ

に

帰
かえ

ってからも手洗
てあら

いうがいをして、感染
かんせん

しないようにして欲
ほ

しいです。

〇

　咳
せき

をしているときは咳
せき

エチケットを守
まも

ることは大切
たいせつ

です。これからも

区
く

ホームページや広報
こうほう

かつしかで咳
せき

エチケットの大切
たいせつ

さを伝
つた

えていきま

す。

〇

　手洗
てあら

い・うがいは自分
じぶん

の健康
けんこう

を守
まも

るためにも、周
まわ

りの人
ひと

へ病気
びょうき

をうつ

さないためにもとても大切
たいせつ

です。これからも区
く

ホームページや広報
こうほう

かつ

しかで手洗
てあら

い・うがいの大切
たいせつ

さを伝
つた

えていきます。
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No. 意見
いけん

概要
がいよう

取扱
とりあつか

い 区
く

の考
かんが

え方
かた

84
　インフルエンザのワクチンの補助

ほじょ

が出
で

ると良
よ

いと思
おも

います。

85
　一定

いってい

の年齢
ねんれい

の子
こ

には無償
むしょう

でワクチンや診断
しんだん

、予防接種
よぼうせっしゅ

などを提供
ていきょう

し少
すこ

しでも多
おお

く健康
けんこう

を守
まも

ってもらうといいと思
おも

います。

86

　病気
びょうき

や感染症
かんせんしょう

を防
ふせ

ぐには空気
くうき

を清潔
せいけつ

にするといいと思
おも

います。

△

　インフルエンザや新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

などを防
ふせ

ぐには部屋
へや

の空
く

気
うき

の入
い

れかえをする換気
かんき

が大切
たいせつ

です。これからも区
く

ホームページや広報
こうほう

かつしかで伝
つた

えていきます。

87

　魚
さかな

を食
た

べる前
まえ

にアニサキス菌
きん

がないか確認
かくにん

してから食
た

べるといいと思
おも

います。

〇

　アニサキスは、食中毒の原因
しょくちゅうどくげんいん

となる寄生虫
きせいちゅう

の一種
いっしゅ

です。魚
さかな

にはアニサ

キスが付
つ

いていることがあるため、魚を
さかな

生
なま

の状態
じょうたい

で食
た

べるときには注意
ちゅうい

が必要
ひつよう

です。アニサキスの大
おお

きさは３センチメートルほどで、よく見
み

る

と目
め

で見
み

えます。そのため、アニサキスの食中毒を防
しょくちゅうどくふせ

ぐためには、目
め

で

確認
かくにん

をして取
と

り除
のぞ

くことがとても大切
たいせつ

です。ほかにも、-20℃以
い

下
か

で24

時間以上
じかんいじょう

冷凍
れいとう

することや、内臓
ないぞう

を早
はや

めに取
と

り除
のぞ

くことなどの予防
よぼう

方法
ほうほう

が

あります。区
く

では、区民
くみん

の方々
かたがた

や魚
さかな

を提供
ていきょう

しているお店
みせ

に、区
く

ホーム

ページやチラシでアニサキス食中毒の予防方法
しょくちゅうどくよぼうほうほう

をお知
し

らせしています。

今後
こんご

も、皆
みな

さんにアニサキス食中毒の予防方法
しょくちゅうどくよぼうほうほう

についてわかりやすくお

知
し

らせしていきます。

△

　皆
みんな

が病気
びょうき

になりにくくするために、予防接種
よぼうせっしゅ

はとても大切
たいせつ

です。しか

し、予防接種
よぼうせっしゅ

を行うときは、ワクチンの良
よ

いところや悪
わる

いところ、そし

てお金
かね

のことも考
かんが

えて、実施
じっし

するかどうかを決
き

めています。
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基本
きほん

目標
もくひょう

４　医療
いりょう

環境
かんきょう

の充実
じゅうじつ

No. 意見
いけん

概要
がいよう

取扱
とりあつか

い 区
く

の考
かんが

え方
かた

88

　災害
さいがい

が起
お

きても治療
ちりょう

ができるのが凄
すご

いと思
おも

いました。

△

　災害
さいがい

が起
お

こるとケガをしてしまう方
かた

が多
おお

く発生
はっせい

しますので、病院前
びょういんまえ

に

緊急医療救護所を設置
きんきゅういりょうきゅうごしょせっち

します。

　また、年
ねん

１回
かい

、実際
じっさい

に災害
さいがい

が起
お

きた時
とき

を想定
そうてい

して、「医療救護訓練
いりょうきゅうごくんれん

」

を行
おこな

っています。

89

　災害
さいがい

が起
お

きた時
とき

にケガを治療
ちりょう

できる体制
たいせい

をつくるに対
たい

して、いつ災害
さいがい

が起
お

こるか分
わ

からないこの地球
ちきゅう

に住
す

んでいる限
かぎ

りこのような制度
せいど

はとて

も必要
ひつよう

なことだなと思
おも

いました。
△

　災害
さいがい

が起
お

こると、建物
たてもの

が壊
こわ

れたり、火
か

事
じ

が起
お

きてしまうことなどに

よって、ケガをしてしまう方
かた

が多
おお

く発生
はっせい

します。そのような方々
かたがた

を一人
ひとり

でも多
おお

く助
たす

けるための体制
たいせい

を、医療
いりょう

関係者
かんけいしゃ

の皆
みな

さんと一緒
いっしょ

に作
つく

っていま

す。

90

　私
わたし

が暮
く

らしている立石
たていし

は近所
きんじょ

の人
ひと

たち同士
どうし

がすごく仲
なか

が良
よ

くいつも助
たす

け合
あ

っていますが災害
さいがい

時
じ

などの緊急時
きんきゅうじ

により助
たす

け合
あ

っていけるようにす

ることはとてもいいことだと思
おも

います。 △

　災害
さいがい

が起
お

きたときには、自助
じじょ

（自分
じぶん

の命
いのち

は自分
じぶん

で守
まも

る）・共助
きょうじょ

（自分
じぶん

たちの地域
ちいき

は自分
じぶん

で守
まも

る）という言葉
ことば

がありますが、普段
ふだん

から顔
かお

の見
み

え

る関係
かんけい

や助
たす

け合
あ

うことが大切
たいせつ

です。近所
きんじょ

の高齢者
こうれいしゃ

の方
かた

や子
こ

ども達
たち

、体
からだ

の

不自由
ふじゆう

な方
かた

や妊婦
にんぷ

の方
かた

などを協力
きょうりょく

して助
たす

け合
あ

うことが大切
たいせつ

です。

91

　小
ちい

さい頃
ころ

から投資
とうし

をして、お金
かね

を増
ふ

やして大人
おとな

になって病院
びょういん

に行
い

くた

めの備
そな

えをすることが病院
びょういん

へなかなか行
い

けない人
ひと

を行
い

きやすくすること

だと思
おも

います。

△

　将来
しょうらい

に備
そな

えてお金
かね

を増
ふ

やすことは大切
たいせつ

です。区
く

では、皆
みな

さんが健康
けんこう

で

いられるように健康
けんこう

診断
しんだん

や予防
よぼう

接種
せっしゅ

を行
おこな

っています。

92
　家

いえ

の近
ちか

くに子
こ

どもの病院
びょういん

が少
すく

ないから増
ふ

えるといいと思
おも

います。

93
　西水元

にしみずもと

に医療機関
いりょうきかん

が少
すく

ないので医療機関
いりょうきかん

をもっと増
ふ

やして欲
ほ

しいで

す。

△

　医療機関
いりょうきかん

をすぐに増
ふ

やすことは難
むずか

しいですが、医療関係者
いりょうかんけいしゃ

の方々
かたがた

とも

話
はな

し合
あ

いながら、少
すこ

しでも皆
みな

さんの住
す

む地域
ちいき

の医療
いりょう

を充実
じゅうじつ

させるよう努
ど

力
りょく

していきます。
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No. 意見
いけん

概要
がいよう

取扱
とりあつか

い 区
く

の考
かんが

え方
かた

94
　病院

びょういん

に子
こ

ども一人
ひとり

でも行
い

きやすくして欲
ほ

しいです。

95
　どこの病院

びょういん

に行
い

っても連携
れんけい

できるようにして欲
ほ

しいです。

96
　健康

けんこう

に住
す

んでいくためには病院
びょういん

の待
ま

ち時間
じかん

を短
みじか

く早
はや

く見
み

てもらいた

い。

基本
きほん

目標
もくひょう

５　健康
けんこう

づくり環境
かんきょう

の整備
せいび

No. 意見
いけん

概要
がいよう

取扱
とりあつか

い 区
く

の考
かんが

え方
かた

97

　健康
けんこう

ポイント等
とう

のアプリを使用
しよう

し、運動
うんどう

をするとポイントが溜
た

まり特
と

典
くてん

がもらえるなどの仕
し

組
く

みを作
つく

るといいと思
おも

います。（歩数計
ほすうけい

など）

98

　イベントや参加賞
さんかしょう

がある健康
けんこう

についてのクイズラリーをやったり健康
けんこう

な人
ひと

がクーポンをもらえるアプリを作
つく

るといいと思
おも

います。

99
　健康

けんこう

についてのイベントだったりを開催
かいさい

して病院
びょういん

に行
い

きやすい環境
かんきょう

を

つくればいいと思
おも

います。

100

　体温測定
たいおんそくてい

＆問診
もんしん

ソフトを開発
かいはつ

するといいと思
おも

います。

〇

　区
く

では、皆
みな

さんの健康
けんこう

や生活習慣
せいかつしゅうかん

に関
かん

するデータをスマートフォンか

ら集
あつ

めて分析
ぶんせき

するアプリを提供
ていきょう

しています。これを使
つか

って、さらに効果
こうか

的
てき

な健康
けんこう

づくりを進
すす

められるように、アプリの機能
きのう

を便利
べんり

にしていきま

す。

　病院
びょういん

のお医者
いしゃ

さんは、患者
かんじゃ

さんを丁寧
ていねい

に一人
ひとり

一人
ひとり

診察
しんさつ

していますので

時間
じかん

がかかることもありますが、具合
ぐあい

の悪
わる

い人
ひと

を長
なが

くお待
ま

たせすること

がないように予約
よやく

制
せい

にするなどできることに取
と

り組
く

んでいます。また、

マイナンバーカードを使
つか

って、患者
かんじゃ

さんの情報
じょうほう

を共有
きょうゆう

し、どこの病院
びょういん

で

も情報
じょうほう

が見
み

られるようにする取組
とりくみ

も進
すす

んでいます。

〇

　区
く

では、健康
けんこう

づくりやその成果
せいか

に応
おう

じてポイントが貯
た

まるスマート

フォンアプリを提供
ていきょう

しています。このポイントは、「かつしかＰＡＹ」

という区内
くない

で使
つか

えるクーポンに交換
こうかん

することができます。皆
みな

さんが楽
たの

し

く健康
けんこう

づくりに取
と

り組
く

めるように、環境
かんきょう

づくりを進
すす

めていきます。

　また、病院
びょういん

で健康
けんこう

に関
かん

するイベントを開催
かいさい

する時
とき

は、広報
こうほう

かつしかで

もお知
し

らせしています。

△
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（計画
けいかく

に含
ふく

まれないことに関
かん

するご意見
いけん

）
No. 意見

いけん

概要
がいよう

取扱
とりあつか

い 区
く

の考
かんが

え方
かた

101
　給食費

きゅうしょくひ

を無料化
むりょうか

して欲
ほ

しいです。
△

　区
く

では、令和
れいわ

５年
ねん

４月
がつ

から皆
みな

さんが学校
がっこう

で食
た

べている給食の給食費
きゅうしょくきゅうしょくひ

を

無償
むしょう

にしています。

102

　スマホの持
も

ち込
こ

みＯＫにして欲
ほ

しいです。

△

　スマートフォンは、学校
がっこう

での授業
じゅぎょう

や活動
かつどう

に必
かなら

ずしも必要
ひつよう

な道具
どうぐ

ではな

いことから、小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

へのスマートフォンの持
も

ち込
こ

みは原則
げんそく

として禁
き

止
んし

されていますが、個
こ

々
こ

の実情
じつじょう

に応
おう

じて認
みと

められる場合
ばあい

もありますの

で、学校
がっこう

に相談
そうだん

してください。

103

　タブレットでラインを入
い

れて欲
ほ

しいです。

△

　区
く

が配布
はいふ

する一人
ひとり

一台
いちだい

タブレット端末
たんまつ

は学
まな

びに利用
りよう

するものとしてい

ますので、ラインをはじめとするＳＮＳツールの導入
どうにゅう

の予定
よてい

はありませ

ん。

104

　e-sport部
ぶ

が欲
ほ

しいです。

△

　クラブ活動
かつどう

は、各学校
かくがっこう

が子
こ

どもたちの実態
じったい

や要望
ようぼう

を踏
ふ

まえ、創意
そうい

工夫
くふう

を生
い

かしながら内容
ないよう

を決
き

めて実施
じっし

しています。学校
がっこう

の設備
せつび

を考
かんが

えると、

e-sport部
ぶ

の設置
せっち

は難
むずか

しいと考
かんが

えますが、学校
がっこう

に相談
そうだん

してみてくださ

い。

105

　葛飾区内
かつしかくない

の中学校
ちゅうがっこう

の部活
ぶかつ

をスマホありにして欲
ほ

しいです。

△

　区
く

では、小
しょう

・中学生
ちゅうがくせい

に一人
ひとり

一台
いちだい

タブレット端末
たんまつ

を貸与
たいよ

していますの

で、学校
がっこう

では、スマートフォンではなく、一人一台
ひとりいちだい

タブレット端末
たんまつ

を積
せっ

極的
きょくてき

に活用
かつよう

してください。
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No. 意見
いけん

概要
がいよう

取扱
とりあつか

い 区
く

の考
かんが

え方
かた

106

　学校
がっこう

のトイレを和式
わしき

から洋式
ようしき

にしてください。トイレとは、人間
にんげん

が健
け

康的
んこうてき

に生活
せいかつ

する上
うえ

でとても重要
じゅうよう

な役割
やくわり

を果
は

たしているものだと思
おも

いま

す。私
わたし

の学校
がっこう

の女子
じょし

トイレはほとんどが和式
わしき

です。数
かず

少
すく

ない洋式
ようしき

のトイ

レを使
つか

うために休
やす

み時間
じかん

にずっと並
なら

んでいる人
ひと

も多
おお

いです。結局休
けっきょくやす

み時
じ

間中
かんちゅう

にトイレに行
い

けずに、我慢
がまん

してしまう人
ひと

もいます。トイレを我慢
がまん

す

ることは健康上
けんこうじょう

とても良
よ

くないことだと思
おも

っています。なので、ぜひ和
わ

式
しき

のトイレを洋式
ようしき

にしてください。

△

　これまでトイレの洋式化
ようしきか

については、学校改築
がっこうかいちく

やトイレ改修
かいしゅう

の機会
きかい

に

行
おこな

ってきました。しかしながら、まだ和式
わしき

トイレが多
おお

く残
のこ

っている学校
がっこう

もあります。全
すべ

ての生徒
せいと

が安心
あんしん

してトイレを利用
りよう

できるよう、トイレの

完全
かんぜん

洋式化
ようしきか

に向
む

け、計画的
けいかくてき

に取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。

107
　プールを室内

しつない

にして欲
ほ

しいです。

108
　学校

がっこう

のプールを室内
しつない

にして欲
ほ

しいです。

109
　プールを綺麗

きれい

にして欲
ほ

しいです。

110

　授業時間
じゅぎょうじかん

を減
へ

らして欲
ほ

しいです。

△

　授業時間
じゅぎょうじかん

は、文部科学省
もんぶかがくしょう

によって定
さだ

められており、日
ひ

々
び

の時数
じすう

につい

ては、各
かく

学校
がっこう

において、児童
じどう

一人
ひとり

一人
ひとり

が社会
しゃかい

で生
い

きる力
ちから

を十分身
じゅうぶんみ

に付
つ

け

られるよう計画
けいかく

しています。

111

　給食
きゅうしょく

をもっと美味
おい

しくして欲
ほ

しいです。献立
こんだて

を改善
かいぜん

して欲
ほ

しいです。

給食
きゅうしょく

にかかる費用
ひよう

をもっと上
あ

げて欲
ほ

しいです。

△

　学校給食
がっこうきゅうしょく

は「学校給食法
がっこうきゅうしょくほう

」という法律
ほうりつ

で必要
ひつよう

な栄養
えいよう

の量
りょう

が決
き

められて

います。皆
みな

さんの健康
けんこう

のために味付
あじつ

けが薄く
うす

なっていることがあります

が、薄
うす

い味付
あじつ

けでも美味
おい

しいと思
おも

ってもらえるように、献立
こんだて

や調理
ちょうり

を工
く

夫
ふう

していきます。

　また、給食
きゅうしょく

にかかる費用
ひよう

は、食材価格
しょくざいかかく

の状況を調査
じょうきょうちょうさ

しながら、不足
ふそく

し

ないよう調整
ちょうせい

しています。

△

　区
く

には、小学校
しょうがっこう

が49校
こう

、中学校
ちゅうがっこう

が24校
こう

と多
おお

くの学校
がっこう

があります。全
すべ

て

の学校
がっこう

のプールを屋内
おくない

にすることはできませんが、学校
がっこう

外
がい

にある屋内温
おくないお

水
んすい

プールを使
つか

って天候
てんこう

に左右
さゆう

されずにプールの授業
じゅぎょう

を受
う

けることができ

るようにしていきます。

　また、一度
いちど

に全部
ぜんぶ

のプールをきれいにすることはなかなかできません

が、皆
みな

さんが気持
きも

ち良
よ

く過
す

ごせるように少
すこ

しずつきれいにしていきま

す。
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No. 意見
いけん

概要
がいよう

取扱
とりあつか

い 区
く

の考
かんが

え方
かた

112

　校舎
こうしゃ

を建
た

て替
か

えて欲
ほ

しいです。トイレを綺麗
きれい

にして欲
ほ

しいです。

△

　区
く

には、小学校
しょうがっこう

が49校
こう

、中学校
ちゅうがっこう

が24校
こう

と多
おお

くの学校
がっこう

がありますので、

一度
いちど

に新
あたら

しくすることはできませんが、新
あたら

しく入
はい

ってくる子
こ

どもの人数
にんずう

や学校
がっこう

の古さ
ふる

などを考
かんが

えて、これからも順番
じゅんばん

に学校
がっこう

を新
あたら

しくしていきま

す。

　また、学校
がっこう

の中
なか

はとても広
ひろ

いので、一度
いちど

に全部
ぜんぶ

をきれいにすることは

なかなかできませんが、みなさんが気
き

持
も

ちよく過
す

ごせるように、トイレ

の洋式化
ようしきか

を計画的
けいかくてき

に進
すす

めきれいにしていきます。

113

　タブレット学習
がくしゅう

をやめて欲
ほ

しいです。（目
め

が悪
わる

くなるから）

△

　タブレット端末
たんまつ

を活用
かつよう

する時
とき

は、休憩
きゅうけい

を入
い

れるなど視力
しりょく

や健康
けんこう

に配慮
はいりょ

することが大事
だいじ

だと考
かんが

えています。今後
こんご

、体
からだ

への影響等
えいきょうとう

も勘案
かんあん

しなが

ら、タブレット端末
たんまつ

を活用
かつよう

した学習
がくしゅう

の良
よ

い点
てん

と悪
わる

い点
てん

を整理
せいり

し、バラン

スの取
と

れた学習方法
がくしゅうほうほう

を考
かんが

えていく必要
ひつよう

があると認識
にんしき

しています。
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No. 意見
いけん

概要
がいよう

取扱
とりあつか

い 区
く

の考
かんが

え方
かた

114

　図書館
としょかん

を大
おお

きくして欲
ほ

しいです。

△

　区立図書館
くりつとしょかん

13館
かん

のうち規
き

模
ぼ

の小
ちい

さな地区図書館
ちくとしょかん

を除
のぞ

く、中央
ちゅうおう

、立石
たていし

、

お花茶屋
はなぢゃや

、亀有
かめあり

、上小松
かみこまつ

、水元
みずもと

、鎌倉
かまくら

の７つの図書館
としょかん

に「児童室
じどうしつ

」を設
もう

け、子
こ

どもたちが、自由
じゆう

に本
ほん

を読
よ

んだり勉強
べんきょう

したりするスペースとして

います。児童室
じどうしつ

には、靴
くつ

を脱
ぬ

いで利用
りよう

する「はだしのコーナー」もあ

り、お父
とう

さんお母
かあ

さんが赤
あか

ちゃんと安心
あんしん

して過
す

ごすことができたり、子
こ

どもたちもゆっくり本
ほん

を楽
たの

しむことができます。

　また、中央
ちゅうおう

、お花茶屋
はなぢゃや

、上小松
かみこまつ

、亀有
かめあり

、鎌倉
かまくら

の５つの図書館
としょかん

では、空
あ

き会議室
かいぎしつ

を学習室等
がくしゅうしつとう

のスペースとして開放
かいほう

し、子
こ

どもたちの学習環境
 がくしゅうかんきょう

の

サポートもしています。

　建物
たてもの

を大きくすることは、いろいろな制約
せいやく

があり難
むずか

しいかもしれませ

んが、これからも、図書館
としょかん

を新
あたら

しく建
た

てたり、古
ふる

い図書館
としょかん

を直
なお

すときに

は、子
こ

どもたちが自由
じゆう

に本
ほん

と親
した

しむことのできるスペースを作るなど、

建物
たてもの

の空間
くうかん

を最大限活用
さいだいげんかつよう

していきます。
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No. 意見
いけん

概要
がいよう

取扱
とりあつか

い 区
く

の考
かんが

え方
かた

115

　図書館
としょかん

がもっと欲
ほ

しいです。

△

　区
く

では、計画的
けいかくてき

に図書館
としょかん

の整備
せいび

を行
おこな

っており、利用
りよう

するのに不便
ふべん

な地
ち

域
いき

は解消
かいしょう

されていると考
かんが

えています。しかし、近年
きんねん

のコロナ禍
か

などの影
え

響
いきょう

によりオンラインでの授業
じゅぎょう

や会議
かいぎ

などが急速
きゅうそく

に普及
ふきゅう

しているという状
じょ

況を踏
うきょうふ

まえると、図書館
としょかん

に来
き

た方
かた

だけではなく、図書館
としょかん

に来
こ

なくても利
り

用
よう

できるサービスを充実
じゅうじつ

させていくことも重要
じゅうよう

だと考
かんが

えています。

　そのため、スマートフォンやタブレット端末
たんまつ

を利用
りよう

して、時間
じかん

や場所
ばしょ

を問
と

わずに読書
どくしょ

が可能
かのう

な電子
でんし

書籍
しょせき

のコンテンツ数
すう

を増
ふ

やすなど、「いつ

でも・どこでも・手軽
てがる

に」読書
どくしょ

を楽
たの

しめる環境
かんきょう

を整
ととの

えていきます。

116

　バスを学生
がくせい

の人
ひと

だけ無料
むりょう

にして欲
ほ

しいです。

△

　バス会社
がいしゃ

の運賃収入
うんちんしゅうにゅう

は、コロナ禍
か

以降
いこう

の利用者数
りようしゃすう

の減少
げんしょう

により、現在
げんざい

も回復
かいふく

しきっていないと聞
き

いています。こうした中
なか

、学生
がくせい

のバス運賃
うんちん

を

無料
むりょう

にすることは、事業者
じぎょうしゃ

の経営
けいえい

に悪影響
あくえいきょう

を及
およ

ぼし、区内
くない

のバス交通
こうつう

の

利便性
りべんせい

の低下
ていか

に繋
つな

がる可能性
かのうせい

があります。

　ご意見
いけん

については、機会
きかい

を捉
とら

えてバス会社
がいしゃ

に伝
つた

えるようにします。
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No. 意見
いけん

概要
がいよう

取扱
とりあつか

い 区
く

の考
かんが

え方
かた

117

　公園
こうえん

を整備
せいび

したり、高砂
たかさご

の空
あ

き地
ち

があるから葛飾区
かつしかく

にない施設
しせつ

を作
つく

っ

たりして欲
ほ

しいです。京成線
けいせいせん

で２番目
ばんめ

に乗降客数が多
じょうこうきゃくすうおお

い高砂駅
たかさごえき

なのにイ

トーヨーカ堂
どう

などのところを過
す

ぎるとほとんど住宅街
じゅうたくがい

になっています。

　住民を健康
じゅうみんけんこう

にさせるためには公園
こうえん

などの整備
せいび

、町
まち

の再開発
さいかいはつ

が必要
ひつよう

で

す。京成電鉄
けいせいでんてつ

や自治体
じちたい

、その他
た

店
みせ

と協力
きょうりょく

する必要
ひつよう

があります。

　立石
たていし

を開発
かいはつ

するのはいいのですが、そのほかの町
まち

も開発
かいはつ

をして欲
ほ

しい

です。（金町
かなまち

、青砥
あおと

、高砂
たかさご

、新小岩
しんこいわ

）また立石
たていし

は京成押上線の普通
けいせいおしあげせんふつう

のみ

しか停
と

まらないため利便性
りべんせい

が少
すこ

し低
ひく

いです。（鉄道
てつどう

のみ）

※新小岩
しんこいわ

は治安
ちあん

を良
よ

くして街
まち

をきれいにする。最近
さいきん

は金町
かなまち

も発展
はってん

してお

り東京理科大学
とうきょうりかだいがく

などがあるが常磐線
じょうばんせん

は 常磐緩行線
じょうばんかんこうせん

　（綾瀬
あやせ

～取手
とりで

）の

みが止
と

まっていて常磐快速線
じょうばんかいそくせん

はとまっていないのが問題
もんだい

です。高砂
たかさご

はか

なりの空
あ

き地
ち

が残
のこ

っており全
すべ

てをつなげるとイトーヨーカ堂
どう

２、３棟
むね

ほ

ど出
で

来
き

ます。鉄道
てつどう

として利便性
りべんせい

が低
ひく

い立石
たていし

から鉄道以外
てつどういがい

にも利便性
りべんせい

が高
たか

い京成高砂
けいせいたかさご

の空き
あ

地
ち

に作
つく

って欲
ほ

しいです。高砂北公園
たかさごきたこうえん

は高砂
　たかさご

の住民
　じゅうみん

がよ

く行
い

くところですが鎌倉公園
かまくらこうえん

とは違
ちが

いトイレが汚
きたな

いというところが問題
もんだい

です。

△

　空
あ

き地
ち

の多
おお

くは東京都
とうきょうと

が持
も

っていて、管理
かんり

もしている土
と

地
ち

になります

が、区
く

としてもこの空
あ

き地
ち

を、高砂地区
たかさごちく

全体
ぜんたい

を良
よ

くするために使
つか

ってい

きたいと考
かんが

えています。

そこで、高砂周辺
たかさごしゅうへん

の自治町会
じちちょうかい

と商店会
しょうてんかい

が作っている高砂地区開発協議会
たかさごちくかいはつきょうぎかい

（高砂地区
たかさごちく

のまちづくりを考えている団体
だんたい

）からの提案
ていあん

や、地域
ちいき

の人
ひと

た

ちの意見
いけん

をもとに、「高砂駅周辺地区
たかさごえきしゅうへんちく

まちづくりガイドプラン」という

計画
けいかく

を作
つく

りました。この計画
けいかく

では、この空
あ

き地
ち

のうち東側
ひがしがわ

の部分
ぶぶん

は、今
い

検討
まけんとう

が進
すす

んでいる京成本線
けいせいほんせん

の立体化
りったいか

に合
あ

わせて、鉄道
てつどう

の車庫
しゃこ

を移
うつ

す場所
ばしょ

として使
つか

う予定
よてい

にしています。そして、西側
にしがわ

の部分
ぶぶん

は、高砂北公園
たかさごきたこうえん

をよ

り良
よ

い公園
こうえん

にするための工事
こうじ

を行
おこな

ったり、生活
せいかつ

を便利
べんり

にするための商業
しょう

施設や福祉施設
ぎょうしせつふくししせつ

などを作
つく

るために使
つか

う予定
よてい

にしています。

具体的
ぐたいてき

にどんな計画
けいかく

にするかは、これから、土
と

地
ち

を持
も

っている東京都
とうきょうと

が

中心
ちゅうしん

になって決
き

めていきますが、区
く

も地域
ちいき

の人
ひと

たちの意見
いけん

を大切
たいせつ

にしな

がら、早
はや

く良
よ

い使
つか

い方
かた

ができるように話
はな

し合
あ

っていきます。

　葛飾区
かつしかく

の街
まち

づくりは、駅周辺
えきしゅうへん

を再開発
さいかいはつ

などにより賑
にぎ

わいあふれる魅力
みりょ

的
くてき

なまちとすることや、自然環境
しぜんかんきょう

や産業
さんぎょう

など地域
ちいき

の特性
とくせい

を活
い

かして個性
こせい

豊
ゆた

かで魅力的
みりょくてき

な生活
せいかつ

ができるまちとすることなど、地域
ちいき

ごとに目標
もくひょう

を立
た

てて進
すす

めています。区内
くない

が安全
あんぜん

・便利
べんり

で、区民
くみん

の方
かた

が健康
けんこう

で快適
かいてき

に暮
く

ら

すことができるまちとなるよう、今後
こんご

も地域住民
ちいきじゅうみん

や商店
しょうてん

、鉄道会社
てつどうがいしゃ

など

の関係
かんけい

する皆
みな

さんと協力し合
きょうりょくあ

いながら街
まち

づくりを進
すす

めていきます。

　京成立石駅
けいせいたていしえき

への快速
かいそく

などの優等列車
ゆうとうれっしゃ

の停車
ていしゃ

については、京成押上線
けいせいおしあげせん

の
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連続立体交差事業
れんぞくりったいこうさじぎょう

や京成立石駅周辺地区
けいせいたていしえきしゅうへんちく

の再開発事業
さいかいはつじぎょう

の進捗
しんちょく

を踏
ふ

まえ、

京成電鉄
けいせいでんてつ

に対して
たい

要望
ようぼう

していきます。また、常磐線
じょうばんせん

の金町駅
かなまちえき

への快速列
かいそくれっ

車
しゃ

の停車
ていしゃ

についても、亀有駅
かめありえき

と合
あ

わせて通勤
つうきん

・通学利用者
つうがくりようしゃ

や観光客
かんこうきゃく

の利
り

便性
べんせい

を向上
こうじょう

する上
うえ

で必要
ひつよう

であることから、引
ひ

き続
つづ

きJR東日本
ひがしにほん

に対
たい

して要
よ

望
うぼう

していきます。

　また、公園
こうえん

のトイレは、きれいな状態
じょうたい

を保
たも

つために毎日
まいにち

清掃
せいそう

していま

すが、トイレ自体
じたい

が古
ふる

くなったり、いたずらなどで設備
せつび

がこわされるな

ど、残念
ざんねん

ながら使
つか

いづらくなっているトイレもあります。高砂北公園
たかさごきたこうえん

は、今後
こんご

のまちづくりで新
あたら

しく改修
かいしゅう

する予定
よてい

ですので、その時
とき

には皆
みな

さ

んが気
き

持
も

ちよく使
つか

える新
あたら

しいトイレを設置
せっち

します。それまでは引
ひ

き続
つづ

き

毎日
まいにち

の清掃
せいそう

や修繕
しゅうぜん

を行
おこな

い、皆
みな

さんに少
すこ

しでも使
つか

いやすいトイレとなるよ

う努
つと

めます。
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No. 意見
いけん

概要
がいよう

取扱
とりあつか

い 区
く

の考
かんが

え方
かた

118

　柴又少年野球場
しばまたしょうねんやきゅうじょう

のトイレを綺麗
きれい

に整備
せいび

して欲
ほ

しいです。あと野球
やきゅう

がで

きる公園
こうえん

を増
ふ

やして欲
ほ

しいです。

△

　柴又少年野球場を含
しばまたしょうねんやきゅうじょうふく

む河川敷
かせんじき

トイレをきれいにするため、令和
れいわ

７年度
ねんど

に設計
せっけい

を実施
じっし

し、令和
れいわ

８年度
ねんど

に工事
こうじ

を実施
じっし

する予定
よてい

です。

　また、野球
やきゅう

ができる公園
こうえん

については、住宅地
じゅうたくち

にある狭
せま

い公園
こうえん

で野球
やきゅう

な

どのボール遊
あそ

びをすると、公園
こうえん

にいる他
ほか

の人
ひと

や公園
こうえん

の周
まわ

りの家
いえ

に迷惑
めいわく

を

かけてしまう場合
ばあい

があります。このことから、公園
こうえん

で野球
やきゅう

などのボール

遊び
あそ

をするには、広
ひろ

いスペースやボールが飛
と

び出
だ

さないような高
たか

いネッ

トが必要
ひつよう

になるとともに、周
まわ

りの人
ひと

に迷惑
めいわく

をかけないようにルールを

守
まも

って遊
あそ

ぶことが大切
たいせつ

です。現在
げんざい

、ボールで遊
あそ

んでも迷惑
めいわく

にならない広
ひろ

い場所
ばしょ

のある公園
こうえん

を作
つく

るときや直
なお

す時
とき

は、ボールが外
そと

に飛
と

び出
で

ないよう

にネットで囲
かこ

ったボール広場
ひろば

を作
つく

り始
はじ

めています。これからも、子
こ

ども

たちが野球
やきゅう

など元気
げんき

にボールで遊べる
あそ

公園
こうえん

を増
ふ

やすように努
つと

めます。
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No. 意見
いけん

概要
がいよう

取扱
とりあつか

い 区
く

の考
かんが

え方
かた

119

　歩道橋
ほどうきょう

をエレベーターにして欲
ほ

しいです。

△

　歩道橋
ほどうきょう

は主
おも

にその道路
どうろ

を管理
かんり

している機関
きかん

が設置
せっち

や管理
かんり

を行
おこな

います。

国道
こくどう

なら国土交通省
こくどこうつうしょう

、都道
とどう

なら東京都
とうきょうと

、区道
くどう

なら区
く

が検討
けんとう

します。設置
せっち

に当
あ

たっては、その歩道
ほどう

橋
きょう

を利用
りよう

している利用者数
りようしゃすう

、設置
せっち

する場所
ばしょ

の確
か

保
くほ

、設置
せっち

後
ご

の維
い

持
じ

管理
かんり

にかかる費用等
ひようとう

、費用
ひよう

対
たい

効果
こうか

を考慮
こうりょ

する必要
ひつよう

があ

ります。これらの要素
ようそ

を総合的
そうごうてき

に考
かんが

えると、区
く

では歩道橋
ほどうきょう

に新
あら

たなエレ

ベータを設置
せっち

することは難
むずか

しいと考
かんが

えています。

120

　大型
おおがた

トラックの排気
はいき

ガスはどうなりますか。

△

　空気
くうき

を汚
よご

さないようにするため、東京都
とうきょうと

はトラックやバスから出
で

る排
は

気
いき

ガスのルールを決
き

めています。空気中
くうきちゅう

に悪
わる

い排気
はいき

ガスを多
おお

く出
だ

すト

ラックは、東京都
とうきょうと

では走
はし

れないようにしており、環境
かんきょう

にやさしい車
くるま

に変
か

えるようトラックを持
も

っている会社
かいしゃ

にお願
ねが

いしています。

　葛飾区
かつしかく

でも電気
でんき

で走
はし

る車
くるま

など環境
かんきょう

にやさしい車
くるま

に変
か

えるよう区
く

の皆
みな

さ

んや会社
かいしゃ

の人
ひと

にお願
ねが

いしています。

121

　円高
えんだか

の世
よ

の中
なか

で資金
しきん

が足
た

りていない家庭
かてい

に配布
はいふ

するといいと思
おも

いま

す。

△

　円高
えんだか

の世
よ

の中
なか

で資金
しきん

が足
た

りていないご家庭
かてい

への支援
しえん

については、国
くに

の

「国民
こくみん

の安全
あんぜん

・安心
あんしん

と持続的
じぞくてき

な成長
せいちょう

に向
む

けた総合経済対策
そうごうけいざいたいさく

」に基
もと

づき、

物価
ぶっか

高騰
こうとう

による家計
かけい

への負担感
ふたんかん

が大
おお

きい特定
とくてい

の世帯
せたい

に対
たい

し、１世帯
せたい

当
あ

た

り３万円
まんえん

の給付金
きゅうふきん

を実施
じっし

しています。区
く

では、引
ひ

き続
つづ

き迅速
じんそく

な給付金
きゅうふきん

の

支給
しきゅう

に努
つと

めます。
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No. 意見
いけん

概要
がいよう

取扱
とりあつか

い 区
く

の考
かんが

え方
かた

122

　福祉
ふくし

といった保育
ほいく

施設
しせつ

や老人
ろうじん

ホームなどといった介護
かいご

施設
しせつ

を今
いま

よりも

もっと作
つく

って、誰
だれ

もが安心
あんしん

して暮
く

らせるような健康実現
けんこうじつげん

のプランでいい

と思
おも

いました。

△

　保育
ほいく

施設
しせつ

については、希望
きぼう

する利用者
りようしゃ

が入園
にゅうえん

することができる環境
かんきょう

は

大事
だいじ

なことだと考
かんが

えています。現在
げんざい

、区
く

は待機
たいき

児童
じどう

が発生
はっせい

していない状
じょ

況
うきょう

であることや、今後
こんご

も減
へ

っていくと予想
よそう

されている子
こ

どもの数
かず

を見極
みきわ

めながら、安心
あんしん

して暮
く

らせる環境
かんきょう

づくりを進
すす

めていきます。

　また、介護
かいご

施設
しせつ

の整備
せいび

に当
あ

たっては、過去
かこ

の実績
じっせき

をもとに、どのよう

なサービスを、どれだけの人
ひと

が必要
ひつよう

とするか推測
すいそく

し、計画的
けいかくてき

に整備
せいび

して

います。この計画
けいかく

では、なるべく介護
かいご

を必要
ひつよう

としない状態
じょうたい

を維持
いじ

するた

めの取組
とりくみ

について記載
きさい

していますが、介護
かいご

が必要
ひつよう

になっても安心
あんしん

して暮
く

らせるようにするための取組
とりくみ

についても計画
けいかく

に位
い

置
ち

づけています。

123

　葛飾区
かつしかく

の中
なか

でもっと福祉
ふくし

施設
しせつ

を増
ふ

やしたらいいと思
おも

います。

△

　介護
かいご

施設
しせつ

の整備
せいび

に当
あ

たっては、介護
かいご

施設
しせつ

を作
つく

るための費用
ひよう

や、運営
うんえい

す

るための費用
ひよう

なども同時
どうじ

に考
かんが

えていかなければなりません。このため、

福祉
ふくし

施設
しせつ

を必要
ひつよう

とする方
かた

に過
か

不足
ぶそく

なくサービスを提供
ていきょう

できるように、ど

のようなサービスを、どれだけの人
ひと

が必要
ひつよう

とするのかを推測
すいそく

したうえで

介護
かいご

施設
しせつ

を整備
せいび

しています。
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（感想
かんそう

等
とう

のご意見
いけん

）
No. 意見

いけん

概要
がいよう

取扱
とりあつか

い 区
く

の考
かんが

え方
かた

124 　挨拶
あいさつ

をたくさんした方
ほう

がいいと思
おも

います。

125
　健康寿命

けんこうじゅみょう

を延ばす
　のばす

には、走
はし

ったり歩
ある

いたりを子
こ

どもの頃
ころ

から習慣
しゅうかん

づけ

るといいと思
おも

います。

126
　葛飾区

かつしかく

はご高齢
こうれい

の方
かた

が多
おお

く健康
けんこう

は大事
だいじ

なことだと日頃
ひごろ

感
かん

じるので、必
ひ

要
つよう

なプランであるなと思
おも

いました。

127
　小

ちい

さい頃
ころ

から、習
なら

い事
ごと

などで体
からだ

を動
うご

かすことをし続
つづ

けるといいと思い

ます。

128 　寝
ね

る、食
た

べる、運動
うんどう

が大切
たいせつ

だと思
おも

います。

129 　是非
ぜひ

、早
はや

めに実行
じっこう

していただきたいです。

130
　みんな平等

びょうどう

に仲良
　なかよ

くして楽
たの

しく過
す

ごしたいです。男子
だんし

も、女子
じょし

も、平
びょ

等
うどう

でケンカが、無
な

いようにして欲
ほ

しいです。

131
　意見

いけん

は無いですけど健康
けんこう

のためにやった方
ほう

がいいと思
おも

います。

132 　健康実現
けんこうじつげん

はいいと思います。

133 　みんな健康
けんこう

な生活
せいかつ

ができるのであればいいと思い
おも

ます。

134 　健康
けんこう

のためにみんなでいい暮
く

らしをしたいです。

135 　５つの目標
もくひょう

が取
　と

り組
く

めるように自分
じぶん

なりに工夫
くふう

したいです

136
　みんなが生

い

きていくことを応援
おうえん

して子
こ

どもや赤
あか

ちゃんなどを増
ふ

やして

いくのは大変
たいへん

良
　よ

いことだと思
おも

います。

△

　ご意見
いけん

ありがとうございました。第
だい

３次
じ

かつしか健康実現
けんこうじつげん

プランがで

きましたら、読
よ

んでみてください。今後
こんご

も、すべての区民
くみん

の皆
みな

さんが健
け

康
んこう

でいきいきと安心
あんしん

して暮
く

らせるまちを目指
めざ

して、努力
どりょく

していきます。
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No. 意見
いけん

概要
がいよう

取扱
とりあつか

い 区
く

の考
かんが

え方
かた

137 　健康
けんこう

が守
まも

られるのはいいなと思
おも

いました。

138 　みんなが健康的
けんこうてき

になると思
おも

いました。

139 　がんばる

140
　素晴

すば

らしいと思
おも

ったがこれを実現
じつげん

しているのが見
み

えないからそれがい

けないと思
おも

います。

141

　健康
けんこう

に対
たい

して取
と

り組
く

むことは、とても大事
だいじ

なことだと思
おも

います。葛飾
かつし

区
かく

で取
と

り組
く

むことで葛飾区
かつしかく

がより豊
ゆた

かで活発
かっぱつ

になるため、良
よ

いことだと

思います。

142 　みんなが健康
けんこう

になるといいと思
おも

います。

143 　地域
ちいき

の方々
かたがた

を考
かんが

えた取組
とりくみ

で良
よ

いと思
おも

います！

144 　健康
けんこう

にしたいです。

145 　健康
けんこう

に過
す

ごせるならなんでもいいです。

146
　全

すべ

ての区民
くみん

が健康
けんこう

でいきいきと安心
あんしん

して暮
く

らせるまち、良
よ

いと思
おも

いま

す。

147
　実際高齢者

じっさいこうれいしゃ

の人
　ひと

も増
ふ

えているので良
よ

い取組
とりくみ

だと思
おも

います。

148 　健康
けんこう

について考
かんが

えると良
よ

いと思
おも

います。

149

　健康
けんこう

はどの年代
ねんだい

にも支援
しえん

が大切
たいせつ

なのでいいと思
おも

うし、色々
いろいろ

な情報
じょうほう

を区
く

民
みん

の方々
かたがた

に発信
はっしん

すればいつか役
やく

に立
た

つと思
おも

うので良
よ

いと思
おも

いました。

△

　ご意見
いけん

ありがとうございました。第
だい

３次
じ

かつしか健康実現
けんこうじつげん

プランがで

きましたら、読
よ

んでみてください。今後
こんご

も、すべての区民
くみん

の皆
みな

さんが健
け

康
んこう

でいきいきと安心
あんしん

して暮
く

らせるまちを目指
めざ

して、努力
どりょく

していきます。
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No. 意見
いけん

概要
がいよう

取扱
とりあつか

い 区
く

の考
かんが

え方
かた

150 　あまり良
よ

くないと思
おも

います。

151 　みんなが健康
けんこう

に暮
く

らしていく社会
しゃかい

は理想的
りそうてき

だと思
おも

いました。

152 　一年
いちねん

を通
とお

して、規則
きそく

正
ただ

しい生活
せいかつ

を目指
めざ

します。

153
　生徒

せいと

たちの健康
けんこう

を学校
がっこう

でも維持
いじ

することができるので葛飾健康実現
かつしかけんこうじつげん

に

ついて賛成
さんせい

します。

154

　一人一人
ひとりひとり

の意識
いしき

も大事
だいじ

だが、周
まわ

りの協力
きょうりょくささ

や支えもとっても大事
だいじ

になる

ため実現
じつげん

できると暮
く

らしを変
か

えられるのではないかと思
おも

いました。

　自分
じぶん

に合
あ

った健康
けんこう

づくりがどのようなものなのか知
し

るためには各自
かくじ

で

きちんと考
かんが

えることが必要
ひつよう

なため、限
かぎ

られた人
ひと

だけの意見
いけん

だけではなく

一人
ひとり

でも多
おお

くの人
ひと

に考
かんが

えてもらい、たくさんの人
ひと

の意見
いけん

に耳
みみ

を傾
かたむ

けプラ

ンを生
う

み出
だ

していけるともっと良
よ

くなると思
おも

いました。

155
　病気

びょうき

にならないための予防
よぼう

の仕方
しかた

などを書
か

いていて良
よ

いと思
おも

いまし

た。

156
　犯罪者

はんざいしゃ

を絶対
ぜったい

に許
ゆる

さないという心
こころ

を街
まち

のみんなに持
も

ってもらったらい

いと思
おも

います。

157 　スマホの見
み

る時間
じかん

を決
き

めるといいと思
おも

います。

158 　老若男女
ろうにゃくなんにょ

できるものがいいと思
おも

います。

159
　健康

けんこう

意識
いしき

が低
ひく

い人
ひと

へは、その人
ひと

が好
す

きな人
ひと

(推
お

しの人
ひと

)から、「痩
や

せな

よ」と言
い

われることがいいと思
おも

います。

△

　ご意見
いけん

ありがとうございました。第
だい

３次
じ

かつしか健康実現
けんこうじつげん

プランがで

きましたら、読
よ

んでみてください。今後
こんご

も、すべての区民
くみん

の皆
みな

さんが健
け

康
んこう

でいきいきと安心
あんしん

して暮
く

らせるまちを目指
めざ

して、努力
どりょく

していきます。
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No. 意見
いけん

概要
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取扱
とりあつか

い 区
く

の考
かんが

え方
かた

160

　葛飾区
かつしかく

では、下町
したまち

ということもあって立石
たていし

など居酒屋
いざかや

が多
おお

いイメージ

です。そのことから健康実現
けんこうじつげん

プランを実施
じっし

することは個人的
こじんてき

にはとても

良
よ

いことだと思
おも

いました。

161

　区
く

の皆
みな

さんが予防接種
よぼうせっしゅ

や健康診断
けんこうしんだん

などをちゃんと受
う

けて毎日家
まいにちいえ

の掃除
そうじ

をして携帯
けいたい

やテレビを見
み

すぎ無
な

いように時間
じかん

を決
き

めて朝昼晩
あさひるばん

ご飯
はん

を食
た

べ

て夜
よる

同
 おな

じ時間
じかん

で寝
ね

て朝
あさ

ちゃんと起
お

きれば健康
けんこう

に過
す

ごせると思
おも

います。

162
　健康

けんこう

な設備
せつび

が整
ととの

っていれば多
おお

くの人
ひと

が健康
けんこう

になるだろうし、医療
いりょう

が充
じゅ

実
うじつ

していれば何
なに

かあった時
とき

も困
こま

らないと思
おも

います。

163
　病院

びょういん

など、いざとなったときに安心
あんしん

して行
い

けるように整
ととの

っているとこ

ろがうれしいです。

164
　病院

びょういん

などいざとなったときのため安心
あんしん

して行
い

けるのはいいなと思
おも

いま

した。

165 　医療
いりょう

の充実
じゅうじつ

は良
　よ

いと思
おも

います。

166

　運動
うんどう

をたくさんしたいです。自然
しぜん

にもっと触
ふ

れ合
あ

いたいです。

△

　区
く

では、川
かわ

に囲
かこ

まれた地理的
ちりてき

特徴
とくちょう

を生
い

かし、自然
しぜん

に親
した

しめる環境
かんきょう

づく

りに取り組んでいます。これからも様々
さまざま

な人
ひと

が運動
うんどう

や散策
さんさく

などを通
つう

じて

自然
しぜん

と触
ふ

れ合
あ

える環境
かんきょう

づくりを進
すす

めていきます。

167
　具体的

ぐたいてき

な計画
けいかく

を知
し

りたいです。
△

　第
だい

３次
じ

かつしか健康
けんこう

実現
じつげん

プランができましたら、区
く

ホームページに掲
け

載
いさい

しますので、ぜひ読
よ

んでみてください。

△

　ご意見
いけん

ありがとうございました。第
だい

３次
じ

かつしか健康実現
けんこうじつげん

プランがで

きましたら、読
よ

んでみてください。今後
こんご

も、すべての区民
くみん

の皆
みな

さんが健
け

康
んこう

でいきいきと安心
あんしん

して暮
く

らせるまちを目指
めざ

して、努力
どりょく

していきます。
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No. 意見
いけん

概要
がいよう

取扱
とりあつか

い 区
く

の考
かんが

え方
かた

168

　健康
けんこう

になれるように実現
じつげん

を考
かんが

えて欲
ほ

しいです。運動会
うんどうかい

など。

△

　スポーツには多種
たしゅ

多様
たよう

な種目
しゅもく

があり、それぞれに面白
おもしろ

さがあります。

皆
みんな

が、身近
みぢか

な地域
ちいき

で、自分
じぶん

にあった形
かたち

のスポーツ・運動
うんどう

に出
で

会
あ

い、親
した

し

み、定期的
ていきてき

、継続的
けいぞくてき

に行
おこな

えるようスポーツに触
ふ

れる機会
きかい

を充実
じゅうじつ

し、心身
しんしん

の健康
けんこう

及
およ

び体力
たいりょく

の保
ほ

持
じ

増進
ぞうしん

や健康寿命
けんこうじゅみょう

の延伸
えんしん

に取
と

り組
く

んでいきます。

169
　もっと世間

せけん

に知
し

ってもらえるように工夫
くふう

していくべきだと思
おも

います。

170
　健康

けんこう

をおすようなポスターを区
く

にたくさん貼
は

るといいと思
おも

います。

171 　張
は

り紙
がみ

を作
つく

ると良
よ

いと思
おも

います。

172
　区民

くみん

が健康的
けんこうてき

に暮
く

らせるようにする取組
とりくみ

があることを知
し

りませんでし

た。もっと広
ひろ

めて欲
ほ

しいです。

173 　初
はじ

めて知
し

りました。

174 　初
はじ

めて知
し

りました。

175
　色々

いろいろ

な人
ひと

に生活習慣
せいかつしゅうかん

のこととかを知
し

ってもらうといいと思
おも

います。

（その他
た

）

肯定的
こうていてき

な記載
きさい

（「良
よ

いです」「素晴
すば

らしい」等
とう

）・・・118件
けん

意見
いけん

無
な

し等
とう

の記載
きさい

（「ない」「特
とく

にありません」等
とう

）・・・154件
けん

わからない等
とう

の記載
きさい

（「よくわからない」「わかりません」等
とう

）・・・107件
けん

△

　皆
みな

さんに計画
けいかく

や区
く

の取組
とりくみ

を知
し

っていただくために、区
く

公式
こうしき

ホームペー

ジや広報
こうほう

かつしかでお知
し

らせするほか、色々
いろいろ

なイベントでチラシの配布
はいふ

などをしていきます。
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（仮称）第３次かつしか健康実現プラン（素案）からの主な変更点について

No. ページ 素案 案

1 5

2 14～15 －
65歳平均余命に関するグラフを追加

3 16 －

65歳平均余命と65歳健康寿命（要支援１以上）の推移に関する
グラフを追加

1

　　別紙２　　



No. ページ 素案 案

4 29

（基本目標説明修正）
基本目標５　健康づくり環境の整備
　健康寿命の延伸には、区民の健康づくりを進める必要があり
ます。令和６（2024）年に実施した調査では、日頃から健康づ
くりに取り組んでいる区民の割合は、70.1％となっています
が、健康づくりの更なる推進のためには健康に関心が薄い方へ
のアプローチが必要となります。
　健康づくりの視点を取り入れたまちづくりを進め、日々の生
活の中で無理なく健康づくりに取り組むことができる環境を整
備するとともに、デジタル技術を活用した健康データの管理と
健康づくりの成果に対するインセンティブの付与により健康づ
くりに向けた行動変容を促進します。
　また、健康づくりに取り組む事業者を認証することで、事業
者の健康経営を推進するなど、区以外の多様な主体による健康
づくりを推進します。

（基本目標説明修正）
基本目標５　健康づくり環境の整備
　健康寿命の延伸には、区民の健康づくりを進める必要があり
ます。令和６（2024）年に実施した調査では、日頃から健康づ
くりに取り組んでいる区民の割合は、70.1％となっています
が、健康づくりの更なる推進のためには健康に関心が薄い方へ
のアプローチが必要となります。
　健康づくりの視点を取り入れたまちづくりを進め、日々の生
活の中で無理なく健康づくりに取り組むことができる環境を整
備するとともに、デジタル技術を活用した健康データの管理と
健康づくりの成果に対するインセンティブの付与により健康づ
くりに向けた行動変容を促進します。
　また、健康づくりに取り組む事業者を認証することで、事業
者の健康経営を推進するなど、区以外の多様な主体による健康
づくりを推進します。
　このような健康づくりにつながる環境を整備することで、基
本目標１から４までの各施策の更なる推進を図り、健康寿命の
延伸を目指します。

2



No. ページ 素案 案

5 30

（計画の体系図見直し） （計画の体系図見直し）

3



No. ページ 素案 案

6 32

（基本施策説明修正）
　健康づくりへの取組は、区民一人一人の取組とともに、地域
社会全体で取り組む必要があります。
　健康づくりの視点を取り入れたまちづくりを進めるととも
に、健康増進アプリなどを利用し健康づくりに取り組むきっか
けをつくることで、誰もが健康づくりに取り組む環境の整備を
進めます。
　また、社会的なつながりは健康によい影響を与えると言われ
ています。区民一人ひとりが、より緩やかな関係性も含んだつ
ながりも持つことで、健康への関心や行動の変容を促すことが
できる環境整備が必要です。そのためには、行政だけでなく、
地域の関係者や民間部門の協力が必要です。保健、医療、福祉
の関係機関や団体、大学等の研究機関など多様な主体、多分野
との連携を進め、区民の健康づくりを進めます。

（基本施策説明修正）
　健康づくりは、区民一人一人の取組とともに、地域社会全体
で取り組む必要があります。
　社会的なつながりは健康に良い影響を与えるといわれていま
す。区民一人一人が、より緩やかな関係性も含んだつながりも
持つことで、健康への関心や行動の変容を促すことができる環
境整備が必要です。そのためには、行政だけでなく、地域の関
係者や民間部門の協力が必要です。保健、医療、福祉の関係機
関や団体、大学等の研究機関など多様な主体、多分野との連携
を図り、区民の健康づくりを進めます。

7 38

（基本施策説明修正）
　子育て世代の健康づくりは、次世代を健やかに育てるために
基盤となるものです。安心して子どもを産み育てるために、妊
娠期から子育て家庭への継続した支援体制の整備を行います。
　あわせて、乳幼児の健やかな発育・発達のための支援や学童
期・思春期の健康づくりを支援する環境と体制づくりをしてい
きます。

（基本施策説明修正）
　子育て世代の健康づくりは、次世代を健やかに育てるために
基盤となるものです。安心して子どもを産み育てるために、妊
娠期から子育て家庭への継続した支援体制の整備を行います。
　あわせて、プレコンセプションケア（妊娠前からの健康づく
り）の視点を取り入れた乳幼児の健やかな発育・発達のための
支援や学童期・思春期の健康づくりを支援する環境と体制づく
りをしていきます。

4



No. ページ 素案 案

8 52

（基本施策説明修正）
　フレイルには、身体的な機能の低下（Ｐ：フィジカル）、咀
しゃく機能の低下や栄養不良（Ｏ：オーラル）、意欲や認知機
能の低下（Ｂ：ブレイン）のほか、地域社会との交流の減少な
どの社会性の低下（Ｓ：ソーシャル）の４つの要素がありま
す。（４つの要素をまとめて葛飾区では「ＰＯＢＳ（ポブス）
フレイル」といいます。）
　このため、関連する部局が様々な機関と連携しながら、４つ
の要素それぞれに適した介護・フレイル予防対策などを進めて
いきます。

（基本施策説明修正）
　フレイルには、身体的な機能の低下（P：フィジカル）、咀
しゃく機能の低下や栄養不良（O：オーラル）、意欲や認知機能
の低下（B：ブレイン）、地域社会との交流の減少などの社会性
の低下（S：ソーシャル）、聞き取る機能の衰え（H：ヒアリン
グ）、目の機能の低下（E：アイ）の６つの要素があります。
（６つの要素をまとめて葛飾区では「POBS-HE（ポブス-エイチ
イー）フレイル」といいます。）
　このため、関連する部局が様々な機関と連携しながら、６つ
の要素それぞれに適した介護・フレイル予防対策などを進めて
いきます。

9 53

（上記No.8の変更に伴い、「POBSフレイル予防のポイント」の
イメージ図を「POBS-HEフレイル予防のポイント」に変更）

（上記No.8の変更に伴い、「POBSフレイル予防のポイント」の
イメージ図を「POBS-HEフレイル予防のポイント」に変更）

5



No. ページ 素案 案

10 58

（重点事業・事業内容及び事業目標修正）
事業名：高齢者の保健事業
事業内容：・「健康長寿いきいき健康診査」によりフレイルの
疑いがある対象者、「健康長寿筋肉元気健康診査」によりサル
コペニアの疑いがある対象者を早期に発見し、栄養指導・機能
訓練に結び付けます。
・また、健康診査の結果、「BMI」「ヘモグロビン（Hb）」が基
準以下の方に、栄養指導・機能訓練の受診勧奨を行います。
・健康寿命を縮めるフレイル、サルコペニアの改善に重要な栄
養指導と機能訓練を行うことにより、低下した身体機能を改善
し、転倒や寝たきり・閉じこもりの予防を図ります。

（重点事業・事業内容及び事業目標修正）
事業名：高齢者の保健事業
事業内容：・「健康長寿いきいき健康診査」によりフレイルの
疑いがある対象者、「健康長寿筋肉元気健康診査」によりサル
コペニアの疑いがある対象者を早期に発見し、栄養指導・機能
訓練に結び付けます。
・また、健康診査の結果、「BMI」「ヘモグロビン（Hb）」が基
準以下の方に、栄養指導・機能訓練の受診勧奨を行います。
・健康寿命を縮めるフレイル、サルコペニアの改善に重要な栄
養指導と機能訓練を行うことにより、低下した身体機能を改善
し、転倒や寝たきり・閉じこもりの予防を図ります。
・耳の健康診査により、加齢性難聴等を早期発見し、治療及び
補聴器使用の対応につなげ、認知症予防及びフレイル予防を図
ります。

11 66 －

（事業追加）
事業名：依存症対策事業
事業内容：依存症に関する精神保健講演会を継続するととも
に、区ホームページや広報紙等による周知や、依存症啓発週間
に関係部署とともに催しを行うなど、組織横断的に連携して取
り組みます。
担当課：保健予防課

 

事業目標 現状値 

令和７
（2025） 

年度 

令和８
（2026） 

年度 

令和９
（2027） 

年度 

令和 10
（2028） 

年度 

令和 11
（2029） 

年度 

令和 12
（2030） 

年度 

指標の 
方向 

フレイルリーフレット
の配布枚数 

34,102枚 37,900枚 38,200枚 38,500枚 38,800枚 39,100枚 39,400枚 増やす 

健康長寿いきいき 

健康診査の受診者数 
2,380 人 2,900 人 2,600 人 3,100 人 3,250 人 3,050 人 3,150 人 増やす 

健康長寿筋肉元気 

健康診査の受診者数 
417 人 820 人 840 人 840 人 850 人 860 人 870 人 増やす 

 

 

事業目標 現状値 

令和 7
（2025） 

年度 

令和 8
（2026） 

年度 

令和 9
（2027） 

年度 

令和 10
（2028） 

年度 

令和 11
（2029） 

年度 

令和 12
（2030） 

年度 

指標の 
方向 

フレイルリーフレット
の配布枚数 

34,102枚 37,900枚 38,200枚 38,500枚 38,800枚 39,100枚 39,400枚 増やす 

健康長寿いきいき 

健康診査の受診者数 
2,380 人 2,900 人 2,600 人 3,100 人 3,250 人 3,050 人 3,150 人 増やす 

健康長寿筋肉元気 

健康診査の受診者数 
417 人 820 人 840 人 840 人 850 人 860 人 870 人 増やす 

耳の健康診査の受診者数 - 2,500 人 2,500 人 2,500 人 2,500 人 2,500 人 2,500 人 継続実施 

 

6



No. ページ 素案 案

12 69 － 葛飾区自殺対策計画における数値目標を追加

13 78

（区の取組項目追加）
　葛飾区の自殺対策は次の10の分野で、「生きることの阻害要
因（自殺のリスク要因）」を減らし、「生きることの促進要因
（自殺に対する保護要因）」を増やす取り組みを行い、社会全
体の自殺リスクを低下させる方向で実施します。各分野に関連
する事業は表のとおりです。
① 区民一人一人の気付きと見守りを促す
② 自殺対策に関わる人材の確保、養成及び資質の向上を図る
③ 心の健康を支援する環境の整備と心の健康づくりを推進する
④ 適切な精神保健医療福祉サービスを受けられるようにする
⑤ 社会全体の自殺リスクを低下させる
⑥ 自殺未遂者の再度の自殺企図を防ぐ
⑦ 遺された人への支援を充実する
⑧ 子ども・若者の自殺対策を更に推進する
⑨ 勤務問題による自殺対策を更に推進する
⑩ 女性の自殺対策を更に推進する

（区の取組項目追加）
　葛飾区の自殺対策は次の11の分野で、「生きることの阻害要
因（自殺のリスク要因）」を減らし、「生きることの促進要因
（自殺に対する保護要因）」を増やす取組を行い、社会全体の
自殺リスクを低下させる方向で実施します。各分野に関連する
事業は表のとおりです。
① 区民一人一人の気付きと見守りを促す
② 自殺対策に関わる人材の確保、養成及び資質の向上を図る
③ 心の健康を支援する環境の整備と心の健康づくりを推進する
④ 適切な精神保健医療福祉サービスを受けられるようにする
⑤ 社会全体の自殺リスクを低下させる
⑥ 自殺未遂者の再度の自殺企図を防ぐ
⑦ 遺された人への支援を充実する
⑧ 民間団体との連携を強化する
⑨ 子ども・若者の自殺対策を更に推進する
⑩ 勤務問題による自殺対策を更に推進する
⑪ 女性の自殺対策を更に推進する

14 79 －

（事業追加）
事業名：依存症対策事業
事業内容：依存症に関する精神保健講演会を継続するととも
に、区ホームページや広報紙等による周知や、依存症啓発週間
に関係部署とともに催しを行うなど、組織横断的に連携して取
り組みます。
担当課：保健予防課

15 105

（指標変更） （指標変更）

指標 
算出方法・説明 

又は出典 
現状値 

目標値 

令和 12 

（2030）年度 

指標の 
方向 

年齢調整死亡率 

（脳血管疾患） 
人口動態統計より算出 

男性 94.7 

女性 56.1 

男性 91.8 

女性 55.4 
下げる 

年齢調整死亡率 

（心疾患） 
人口動態統計より算出 

男性 256.6 

女性 135.1 

男性 231.2  

女性 115.9 
下げる 

 

指標 
算出方法・説明 

又は出典 
現状値 

目標値 

令和 12 

（2030）年度 

指標の 
方向 

年齢調整死亡率 

（脳血管疾患） 
人口動態統計より算出 

男性 94.7 

女性 56.1 
下げる 下げる 

年齢調整死亡率 

（心疾患） 
人口動態統計より算出 

男性 256.6 

女性 135.1 
下げる 下げる 

 

7



No. ページ 素案 案

16 109

（施策目標修正）
　自分に合った量を食べる区民の割合を増やします。

（施策目標修正）
　栄養バランスが良く、自分に合った量を食べる区民の割合を
増やします。

17 134

関係機関・団体等の取組
●　未成年へのたばこの販売、提供は行いません。

関係機関・団体等の取組
●　20歳未満へのたばこの販売、提供は行いません。

18 143 －

（重点事業追加）
事業名：感染症対策の強化
事業内容：国内で発生しうる様々な感染症や新興感染症に対応
するために関係機関と連携し、感染症対策を強化するととも
に、新型コロナウイルス感染症対応の経験を踏まえた業務体制
の確立を目指します。
担当課：保健予防課

19 160

（基本施策説明修正）
　首都直下型地震や台風などの大規模災害の際には、地域の医
療機能が低下することが予測されています。
　このような際にも、迅速かつ適切な医療救護活動を行い、区
民の生命と健康を守ることができるよう、葛飾区医師会・葛飾
区歯科医師会・葛飾区薬剤師会などと協力し、災害医療体制を
整備しています。
　引き続き、各関係機関と協力しながら、災害医療の更なる充
実を図ります。

（基本施策説明修正）
　葛飾区に首都直下地震や大規模水害が発生した際には、地域
の医療機能が低下することが想定されます。
　このような際にも、迅速かつ適切な医療救護活動を行い、区
民の生命と健康を守ることができるよう、葛飾区医師会・葛飾
区歯科医師会・葛飾区薬剤師会などと協力し、災害医療体制を
整備しています。
　なお、地震の際には災害発生後の超急性期である72時間を目
安に傷病者の受け入れを行うべく、緊急医療救護所の開設を実
施します。また、急性期以降においては、避難所などの巡回診
療及び妊産婦・乳児などの要配慮者への対応も今後進めてまい
ります。
　引き続き、各関係機関と協力しながら、災害医療の更なる充
実を図ります。

 

事業目標 現状値 

令和 7
（2025） 

年度 

令和 8
（2026） 

年度 

令和 9
（2027） 

年度 

令和 10
（2028） 

年度 

令和 11
（2029） 

年度 

令和 12
（2030） 

年度 

指標の 
方向 

感染症対策協議会の実
施 

実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 

感染症予防計画に基づく
訓練の実施 

実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 

 

  

8



No. ページ 素案 案

20 169

（重点事業・事業内容及び事業目標修正）
事業名：医療安全支援センターの運営
事業内容：・臨床経験のある看護師が医療に関する相談や苦情
を受け付け、相談者へ適切に助言する「患者相談窓口」を運営
します。この窓口に寄せられた内容は、医師会、歯科医師会や
医療機関へ情報提供していきます。医療関係者や区民に対して
は、医療の安全に関する研修会や講習会を実施します。また、
医療関係者、有識者、区民団体などからなる医療安全推進協議
会を開催し、区の医療安全について検討していくことで、医療
機関と患者の相互理解を促進します。

（重点事業・事業内容及び事業目標修正）
事業名：医療安全支援センターの運営
事業内容：・臨床経験のある看護師が医療に関する相談や苦情
を受け付け、相談者へ適切に助言する「患者相談窓口」を運営
します。この窓口に寄せられた内容は、医師会、歯科医師会や
医療機関へ情報提供していきます。医療関係者や区民に対して
は、医療の安全に関する研修会等を実施します。また、医療関
係者、有識者、区民団体などからなる医療安全推進協議会を開
催し、区の医療安全について検討していくことで、医療機関と
患者の相互理解を促進します。

21 171

（基本施策説明修正）
　健康寿命の延伸には、健康づくりに積極的に取り組む方だけ
でなく、健康に関心が低い方も無理なく自然に健康に関する行
動をとることができる環境づくりが重要です。そのため、食生
活、運動、受動喫煙対策など健康づくりの視点を取り入れたま
ちづくりを進め、様々な主体とも協働し、自然と健康になれる
環境を整備します。
　また、広域的に過去に例のない暑さと言われており、都内の
熱中症搬送者数も増加傾向にある中で、区民の健康を守るた
め、熱中症予防に向けた環境づくりも進めていきます。

（基本施策説明修正）
　健康寿命の延伸には、健康づくりに積極的に取り組む方だけ
でなく、健康に関心が低い方も無理なく自然に健康に関する行
動をとることができる環境づくりが重要です。そのため、食生
活、運動、受動喫煙対策など健康づくりの視点を取り入れたま
ちづくりを進め、自然と健康になれる環境を整備するととも
に、インセンティブにより健康づくりに取り組むきっかけをつ
くることで、誰もが健康づくりに取り組める環境づくりを進め
ます。
　また、広域的に過去に例のない暑さといわれており、都内の
熱中症搬送者数も増加傾向にある中で、区民の健康を守るた
め、熱中症予防に向けた環境づくりも進めていきます。

 

事業目標 現状値 

令和７
（2025） 

年度 

令和８
（2026） 

年度 

令和９
（2027） 

年度 

令和 10
（2028） 

年度 

令和 11
（2029） 

年度 

令和 12
（2030） 

年度 

指標の 
方向 

医療安全支援センター
の運営 

検討        

 

検討中 

 

事業目標 現状値 

令和 7
（2025） 

年度 

令和 8
（2026） 

年度 

令和 9
（2027） 

年度 

令和 10
（2028） 

年度 

令和 11
（2029） 

年度 

令和 12
（2030） 

年度 

指標の 
方向 

医療安全支援センター
の運営 

検討 運営 運営 運営 運営 運営 運営 継続 
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22 176

（基本施策説明修正）
　区民の健康づくりを進めるには、区だけでなく、多様な主体
により健康づくりを推進していく必要があります。地域による
健康づくりに加えて、事業者が従業員等の健康管理を経営的な
視点で考え、戦略的に実践する健康経営を促進することで、区
民の健康づくりに繋げていきます。

（基本施策説明修正）
　区民の健康づくりを進めるには、区だけでなく、多様な主体
により健康づくりを推進していく必要があります。地域の方々
による健康づくりに関する取組を支援するとともに、関係機
関・関係団体とも連携しながら区民の健康づくりを推進しま
す。
　また、事業者が従業員等の健康管理を経営的な視点で考え、
戦略的に実践する健康経営を促進することで、区民の健康づく
りにつなげていきます。

（その他）
〇コラムを追加
〇資料編を追加
〇用字・用語の統一、文言の調整
〇本文中の数値を更新

（コラム掲載ページ 19か所）

・早寝早起き朝ごはん（P.43）

・できることから健康づくりを！（P.51)

・フレイルリスク度セルフチェックリスト（P.60）

・最近、こころや体の疲れを感じていませんか？（P.64）

・つらい気持ちに「気づき、受け止め、つなぐ」ゲートキーパー（P.72）

・がんになるリスクを「減らす」ためにできること（P.103）

・糖尿病・循環器病を予防しよう！（P.104）

・食生活で、未来の自分に健康投資を！（P.121）

・健康に配慮した飲酒に向けて（P.125）

・適切な睡眠が十分確保できない方へ（P.129)

・たばこ、やめませんか？（P.134）

・8020を目指して（P.140）

・その咳、本当に風邪ですか？（P.145)

・アニサキスとは？（P.147）

・宿泊施設（旅館・民泊）で特に注意すべき衛生害虫（P.151）

・知っていますか？「地域猫」（P.154)

・快適に医療機関を探そう（P.168）

・アプリで楽しく健康づくり（P.175)

・はじめよう健康経営（P.176)
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1

本計画は、健康増進法で定める「市町村健康増進計画」、食育基本法で定める「市町

村食育推進計画」、自殺対策基本法で定める「市町村自殺対策計画」に位置付けられます。

計画の期間は、令和７（2025）年度から令和12（2030）年度までの６年間とします。

計画の策定に当たって1

また、「葛飾区基本計画」では、SDGsの理念を取り入れており、本計画もこの方針に

基づき、SDGsの目標を踏まえて策定しています。

▐ 計画の位置付け

誰もが住み慣れた地域で、健康でいきいきと暮らし続けていくためには、

健康で日常生活を支障なく送ることのできる期間を長く保つ「健康寿命の延

伸」を図ることが極めて重要です。

健康寿命の延伸に向けて、「第３次かつしか健康実現プラン」を策定し、

区民や関係機関と連携しながら「すべての区民が健康でいきいきと安心して

暮らせるまち」を目指した取組を進めていきます。

葛飾区基本構想

葛飾区基本計画

葛
飾
区
子
ど
も
・
若
者
基
本
構
想

 葛飾区特定健康診査等実施計

画・葛飾区保健事業実施計画

 葛飾区地域福祉計画

 葛飾区障害者施策推進計画・葛

飾区障害福祉計画・葛飾区障害

児福祉計画

 葛飾区高齢者保健福祉計画・介

護保険事業計画

 葛飾区高齢者虐待防止・養護者

支援計画

 葛飾区地域防災計画

 葛飾区子ども・若者総合計画

 かつしか教育プラン

（葛飾区教育振興基本計画）

 葛飾区スポーツ推進計画

 葛飾区都市計画マスタープラン

 葛飾区環境基本計画

 葛飾区感染症予防計画

 葛飾区SDGs推進計画

葛飾区

葛飾区の関連計画

 

健
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本
21
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21
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画

 

東
京
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画

東京都

第３次かつしか健康実現プラン

葛飾区食育推進計画

葛飾区自殺対策計画
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82.47 82.51 82.54 82.65 82.64 82.75 82.67

82.56 82.67 82.74 82.81 82.93 82.99 82.93

79.00

80.00

81.00

82.00

83.00

84.00

平成28年

（2016）

平成29年

（2017）

平成30年

（2018）

令和元年

（2019）

令和2年

（2020）

令和3年

（2021）

令和4年

（2022）

（歳）

葛飾区 東京都

80.58 80.56 80.71 80.83 80.91 80.77
80.56

81.04 81.10 81.21 81.28 81.40 81.37 81.25

79.00

80.00

81.00

82.00

83.00

84.00

平成28年

（2016）

平成29年

（2017）

平成30年

（2018）

令和元年

（2019）

令和2年

（2020）

令和3年

（2021）

令和4年

（2022）

（歳）

葛飾区 東京都

葛飾区の現状2

▐ 65歳健康寿命（要支援１以上）

出典 ：東京都保健医療局「65歳健康寿命（東京保健所長会方式）」

（男性）

（女性）

▐ 自殺死亡率

出典 ：厚生労働省「自殺の統計」

葛飾区は男女ともに増加傾向にありましたが、近年は減少に転じています。

葛飾区における自殺死亡率（人口10万対）は、全国、東京都に比べ経年的に高い状況

で推移しています。

18.4

20.0

22.7

19.2

16.6

18.8

21.8

15.9

16.2

15.5
15.9

16.3 17.2

17.4

16.5

16.2

15.7 16.4

16.4
17.3 17.3

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

20.0

22.0

24.0

平成29年

（2017）

平成30年

（2018）

令和元年

（2019）

令和２年

（2020）

令和３年

（2021）

令和４年

（2022）

令和５年

（2023）

（人口10万対）

葛飾区 東京都 全国
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3.9 

1.5 

1.6 

4.0 

10.1 

10.1

17.4 

10.1 

23.3 

26.0 

24.0 

41.7

35.8

48.2

50.4

3.4 

1.6 

2.1 

4.7 

7.7 

11.0 

13.1 

15.3 

19.1 

20.1 

33.4

37.5

39.4

47.3

57.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

無回答

その他

エイズ・性感染症

妊娠・出産

禁煙

医薬品の使い方

健康食品やサプリメント

予防接種

食品や水の安全

自分や家族の持病

こころの健康

適正体重・ダイエット

生活習慣病の予防と改善

栄養

運動

（％）

令和５（2023）年

（N=991）

平成29（2017）年

（N=1,227）

1.5 

12.8 

8.0 

2.7 

20.0 

21.5 

40.1 

43.2 

40.6 

0.4 

6.0 

3.5 

1.8 

17.2 

21.5 

30.0 

43.3 

53.7 

57.5 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

無回答

健康のために特に心がけていることはない

その他

健康講座などを受講している

スマートフォンのアプリに体重や歩数など

健康状態や活動量を記録している

健康食品やサプリメントなどをよく利用している

酒やタバコを控えている

定期的に運動をする

十分に睡眠や休養をとる

定期的に健（検）診を受けるようにしている

（％）

令和５（2023）年

（N=991）

平成29（2017）年

（N=1,227）

▐ 健康のために心がけていること

▐ 健康への関心

出典 ：葛飾区「葛飾区保健医療実態調査報告書」（令和６（2024）年３月刊行）

出典 ：葛飾区「葛飾区保健医療実態調査報告書」（令和６（2024）年３月刊行）

「定期的に健（検）診を受けるようにしている」、「十分に睡眠や休養をとる」、

「定期的に運動をする」が高くなっています。

「運動」が最も高く、次いで「栄養」、「生活習慣病の予防と改善」、「適正体重・

ダイエット」が高くなっています。
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第２次かつしか健康実現プランの評価3

計画策定時
（平成28（2016）年値）

現状値
（令和４（2022）年値）

最終目標値
（令和５（2023）年値）

評価

男性 80.58歳 男性 80.56歳 男性 81.34歳
C

目標未達成

女性 82.47歳 女性 82.67歳 女性 83.48歳
B

目標未達成だが改善

第２次かつしか健康実現プラン（令和元（2019）年度～令和６（2024）年

度）では、総合目標に65歳健康寿命（要支援１）、その他に再掲含む39項目

の個別指標を設定し、計画の達成状況を評価しています。

【総合目標】65歳健康寿命（要支援１）

基本目標 項目数 Ａ
目標達成

Ｂ
目標未達成だが改善

Ｃ
目標未達成

すべての区民の
健康づくりの推進

10 ６ １ ３

生活習慣病の予防と
健康的な生活習慣の定着

19 ６ ４ ９

安全安心な
生活環境の確保

５ １ １ ３

医療環境の充実 ５ １ ４ ０

合計 39 14 10 15

【個別指標（基本目標別）】

●第２次かつしか健康実現プランの計画期間中は、新型コロナウイルス感染症の流行によ

り区民の生活様式が大きく変化し、区においても各事業の縮小や中止を余儀なくされま

した。指標の半数は改善傾向にありますが目標未達成の項目も多く、改めて健康づくり

の取組等を推進していく必要があります。

●第３次かつしか健康実現プランでは、引き続き「健康寿命の延伸」を総合目標とし各取

組を推進するとともに、デジタル技術の活用や事業者を含めた社会全体で健康づくりを

支える新たな視点での基本目標を設定し、各事業の展開と目標達成を図ってまいります。

▐ 総括

１

２

３

４



5

計画の基本的な考え方4

指標
算出方法・説明

または出典
現状値

目標値
（令和12（2030）年度）

指標の方向

65歳健康寿命

（要支援１以上）
東京保健所長会方式

男性 80.56歳

女性 82.67歳

（令和4（2022）年値）

男性 81.37歳

女性 82.99歳

（令和11（2029）年値）

延ばす

第３次かつしか健康実現プランの目指すもの（概念図）

葛飾区基本計画の「安心して健やかに暮らせるまち」の実現に向けて、本

計画の基本理念を「すべての区民が健康でいきいきと安心して暮らせるま

ち」と定め、区民の健康寿命の延伸を図ります。

また、基本理念を踏まえ、５つの基本目標に基づいて計画を推進します。

すべての区民の

健康づくりの推進

基本目標１

生活習慣病の予防と

健康的な生活習慣の定着

基本目標２

安全安心な

生活環境の確保

基本目標３

医療環境の充実

基本目標４

健康づくり環境の整備

基本目標５

健康寿命の延伸

第３次かつしか健康実現プラン

すべての区民が健康でいきいきと

安心して暮らせるまち
基本理念
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計画の体系5
すべての区民が健康でいきいきと

安心して暮らせるまち

すべての区民の健康づくりの推進 生活習慣病の予防と健康的な生活習慣の定着

１ 地域と進める健康づくり

２ 次世代・親子の健康づくり

３ 働く世代の健康づくり

４ 高齢者の健康づくり

６ 障害や疾病に応じた療養支援

こころの健康づくり
（自殺対策の推進） 葛飾区自殺対策計画

１ がんの予防と早期発見

２ 糖尿病・循環器病などの予防と重症化予防

４ 生活習慣の改善

５ 喫煙・受動喫煙対策

６ 歯と口の健康づくり

適切な食生活による
健康づくり 葛飾区食育推進計画

安全安心な生活環境の確保

１ 感染症対策

２ 食品の衛生

３ 生活環境の衛生

４ 動物の適正飼養

医療環境の充実

１ 在宅医療の推進

２ 災害医療の充実

３ 医療サービスの確保

健康づくり環境の整備

１ 自然に健康になれる環境づくり ２ 多様な主体による健康づくりの推進

支える

総合目標 健康寿命の延伸

５

３

基本目標１ 基本目標２

基本目標３ 基本目標４

基本目標５

健康づくりにつながる環境を整備すること
で、基本目標１から４までの各施策の更な
る推進を図ります。
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区民が自らの健康を意識し、健康づくりに取り組む機会をつくるため、地域での健康づ

くりに取り組むとともに、ライフステージ別の健康課題に応じた取組も推進します。また、

こころの健康状況や障害・疾病等、区民一人一人の状況に応じた健康づくりを進めます。

基本目標１

基本目標２

生活習慣病を予防するため、正しい食生活、運動などの生活習慣の改善、喫煙対策や口

腔ケアに関する普及啓発を進めるとともに健康診査や検診の機会を確保します。

＜重点事業＞

 区民健康づくり支援

 産後ケア事業の充実

 高齢者の保健事業【新】

 自殺対策事業

 難病対策地域協議会の運営

 ゆりかご葛飾の推進

 高齢者の介護予防事業

 認知症施策の推進

 精神保健福祉包括ケアの推進

＜重点事業＞

 科学的根拠に基づくがん検診の実施

 がんの予防と普及啓発

 かつしか糖尿病・慢性腎臓病アク

ションプランの推進

 障害者スポーツの推進【新】

 受動喫煙防止普及啓発事業

 精度管理の向上

 がん患者の支援

 生活習慣病予防教室

 高齢者の健康づくりの推進【新】

 区民健康スポーツ参加促進事業

 受動喫煙対策を施した公衆喫煙所の設置【新】

すべての区民の健康づくりの推進

生活習慣病の予防と健康的な生活習慣の定着
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感染症や食中毒等の健康危機の発生を未然に防ぐため、感染症の拡大予防やまん延防止

を継続的に推進するとともに、新たな感染症の発生に備え、平時より計画的に体制を整備

します。また、食品衛生、環境衛生等の各衛生業務において、関係施設への監視指導や普

及啓発に取り組みます。

基本目標３

＜重点事業＞

 感染症対策の強化【新】

 風しんの流行拡大および先天性風しん症候群の発生防止対策の強化

基本目標４

医療機関等との連携強化を図り、在宅医療体制、在宅療養体制を充実します。また、医

療に関する相談や苦情を受け付ける相談窓口を運営し、医療機関と患者の相互理解を促進

します。さらに、大規模災害時に区民の生命と健康を守るため、医療救護体制の充実を図

ります。

＜重点事業＞

 在宅療養患者・高齢者搬送支援事業

 災害医療体制の強化【新】

 在宅医療・介護連携に関する相談支援

 医療安全支援センターの運営【新】

基本目標５

健康づくりの視点を取り入れたまちづくりを進め、無理なく健康づくりに取り組むこと

ができる環境を整備するとともに、デジタル技術の活用と健康づくりの成果に対するイン

センティブの付与により健康づくりに向けた行動変容を促進します。また、事業者の健康

経営を推進するなど、区以外の多様な主体による健康づくりを推進します。

＜重点事業＞

 区民と事業者の健康活動促進事業（健康アプリ事業）【新】

 区民と事業者の健康活動促進事業（健康経営）【新】

安全安心な生活環境の確保

医療環境の充実

健康づくり環境の整備
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区民の健康づくりの推進

指標 現状値 目標値 出典

健康づくりに取り組んでいる区民の割合 70.1％ 76.0％
葛飾区政策・施策
マーケティング調査

この地域で子育てをしたいと思う親の割合 96.7％ 97.0％ 乳幼児健康診査時のアンケート

健康診断や人間ドックなどを年に１回は受診している
区民の割合

81.5％ 82.6％
葛飾区政策・施策
マーケティング調査

60歳以上のうち、介護予防に取り組んでいる区民の割合 54.0％ 58.5％
葛飾区政策・施策
マーケティング調査

生活習慣病の予防と健康的な生活習慣の定着

指標 現状値 目標値 出典

がん検診の受診率

胃がん検診 12.0％ 14.7％

各種がん検診

肺がん検診 39.4％ 43.6％

大腸がん検診 20.6％ 25.8％

子宮頸がん検診 22.9％ 31.2％

乳がん検診 17.6％ 27.1％

適正体重の区民の割合 53.9％ 55.9％
葛飾区健康づくり健康診査等
（※）

日頃から、運動やスポーツをしている区民の割合 64.6％ 73.0％
葛飾区政策・施策
マーケティング調査

国民健康保険加入者の特定健康診査における喫煙者の割合 22.5％ 12.2％ 特定健診の問診

80歳で20本以上自分の歯を有する区民の割合 65.4％ 68.9％ 長寿歯科健康診査

安全安心な生活環境の確保

指標 現状値 目標値 出典

感染症予防のための行動に取り組んでいる区民の割合 95.1％ 97.8％
葛飾区政策・施策
マーケティング調査

医療環境の充実

指標 現状値 目標値 出典

かかりつけ医・
歯科医・薬局を持って
いる区民の割合

かかりつけ医 74.3％ 78.8％
葛飾区政策・施策
マーケティング調査

かかりつけ歯科医 70.5％ 71.9％ 葛飾区保健医療実態調査

かかりつけ薬局 53.9％ 60.0％ 葛飾区保健医療実態調査

健康づくり環境の整備

指標 現状値 目標値 出典

健康づくりに取り組んでいる区民の割合（再掲） 70.1％ 76.0％
葛飾区政策・施策
マーケティング調査

※葛飾区健康づくり健康診査、葛飾区特定健康診査、葛飾区長寿医療健康診査

主な指標6

基本目標５

基本目標４

基本目標３

基本目標２

基本目標１
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医療安全支援センターの開設について 

生活衛生課 

１ 設置目的 

医療法において、「地域の医療安全の向上」のための事業を包括的に実施      

する医療安全支援センター（以下、「センター」という。）の設置が求めら

れている。葛飾区においては、以下の２（１）の機能を先行的に実施して

きたところであるが、令和７年度より、２（２）の２つの機能を追加して、

全ての要件を満たしたセンターとして開設する。 

 
２ センターに求められる機能と取組状況 

（１）既に事業として実施している機能 

ア 医療に関する相談対応 ・・・ 臨床経験のある看護師が相談対応 

                  平成 25 年度より実施 

                  平均 500 件/年程度の相談実績 

 

イ 医療安全研修会の実施 ・・・ 医療従事者向けの研修会を実施 

                  平成 26 年度より実施 

現在は年 1 回オンラインでの開催 

 

ウ 医療安全情報の提供  ・・・ 医療施設へ医療安全情報を送付 

                  平成 29 年度より実施 

                  相談事例や国の通知を年 1 回送付 

                   緊急事案は、別途情報提供 

 

（２）令和７年度から実施する機能 

ア 区民向け普及啓発事業 

医療との上手な関わり方について、広報やホームページなどで区民に   

情報を発信していく。 

（例：自由診療・セカンドオピニオン・オンライン診療など） 

 

イ 医療安全推進協議会の開催 

医療関係者、弁護士、区民団体などから 8 名の委員を選出し、年 1 回  

協議会を開催する。この中で、患者から寄せられた相談事例について、  

それぞれの立場から意見交換を行う。この内容を、次年度の研修会テ 

ーマや区民向け普及啓発事業に反映していく。 

一 般 庶 務 報 告 Ｎ ｏ .２ 

健 康 部 

令 和 ７ 年 ２ 月 １ ８ 日 



 
 

 
 

2 

 

【センターイメージ図】  
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一 般 庶 務 報 告 Ｎ ｏ .３ 

健 康 部 

令 和 ７ 年 ２ 月 １ ８ 日 

 

令和７年度予防接種事業について 

 

  保健予防課 

 

１ 概要 

令和７年度から新たに実施する帯状疱疹の定期予防接種及び子宮頸がん

のキャッチアップ接種の延長について報告するもの 
 
２ 帯状疱疹の高齢者定期予防接種 

（１）対象者 

次のいずれかに該当する区民（ただし、帯状疱疹ワクチンの接種完了 
者を除く） 
ア 年度内に65歳となる方 

イ 60～64歳で、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能の障害があり 

日常生活がほとんど不可能な方 

ウ 令和７年度から令和11年度までの５年間の経過措置として、その年 

度内に70、75、80、85、90、95、100歳（※）となる方 

※100歳以上の方については令和７年度に限り全員対象 

（２）自己負担 

未定 
※生活保護、中国残留邦人等の支援給付の受給者は免除予定 

（３）予防接種予診票 

対象者（イに該当する方を除く）に予防接種予診票を令和７年３月下 

旬に一斉に郵送予定。新たに転入される方や対象者のうち、イに該当す 

る方で、接種を希望される場合は、発行手続きが必要 

（４）実施医療機関 

東京 23 区内の指定医療機関（詳細未定） 

（５）接種方法 

予防接種予診票を持参の上、実施医療機関で接種（原則、要予約） 

（６）接種期間（令和７年度） 

令和７年４月１日から令和８年３月31日まで 

（７）接種ワクチン・接種回数 

生ワクチン・１回（皮下に接種） 

不活化ワクチン・２回（筋肉内に接種。接種間隔は通常２か月以上） 

（８）予算措置 

今後、自己負担などが決まり次第、必要となる経費等を補正予算（案） 

に計上する予定 
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（９）その他 

定期予防接種の実施に伴い、令和７年度から定期予防接種対象者を区 

独自の任意予防接種費用助成の対象から除外する予定 

 

３ 子宮頸がんワクチンのキャッチアップ接種の延長について 

（１）対象者 

次のいずれにも該当する区民 
ア 平成９年４月２日から平成21年４月１日までに生まれた女子 

イ 令和４年４月１日から令和７年３月31日までの間に１回以上接種 

（２）延長後の接種期限 

令和８年３月31日（延長前：令和７年３月31日） 

 

４ 周知方法 

広報かつしか、区ホームページ及びＳＮＳに掲載するとともに、区内医

療機関、医師会、訪問看護ステーション等の関係団体に周知する。 
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一般庶務報告Ｎｏ．１ 

子 育 て 支 援 部 

令 和 ７ 年 ２ 月 １ ８ 日 
 

子育て世帯に対する移動支援の更なる充実について 

                             

子育て応援課 

 

１ 概要 

  子どもを連れての移動は身体的・精神的負担が大きく、外出意欲の低下から乳幼児

健康診査や予防接種、育児学級といった重要な子育てイベントへの参加を控える要因

となり、孤立感や育児疲れの増長、十分な子育て支援サービスを受けることができな

いことにつながる。 

  そこで区では、特に負担の大きいと考えられる多胎児養育世帯に対して、移動に関

する負担を軽減させ、外出を促進するため、多胎児用ベビーカーの購入等費用の一部

を助成する「多胎児用ベビーカー購入等費用助成事業」を実施しているところである。 

  一方、子育て世帯における移動支援のニーズは、多胎児養育世帯に限らず、子ども

１人を養育する世帯においても同様に高いものとなっている。 

  そこで、移動支援の更なる充実を図り、子育て世帯の移動に関する負担を軽減させ、

外出を促進するため、助成対象者や助成対象品目を拡充する。 

 

２ 主な拡充（変更）内容 

（１）事業名称 

   現行の「多胎児用ベビーカー購入等費用助成事業」から「ベビーカー購入等費 

  用助成事業」に変更する。 

（２）助成対象者 

   現行の「３歳未満の多胎児を養育する世帯」から「３歳未満の子ども（対象児 

  童）を１人以上養育する世帯」に拡充する。 

（３）助成対象品目 

   現行の「多胎児用ベビーカー本体」に「単胎児用ベビーカー本体」及び「抱っ 

  こ（おんぶ）紐・ベビースリング・ヒップシート」を加える。 

（４）助成上限額 

   現行の「購入等費用の２分の１（１世帯当たり上限額３万円）」から「購入等 

  費用の２分の１（対象児童１人当たり上限額１万５千円）」に変更する。 

（５）申請期限 

   現行の「多胎児の出生前にベビーカーを購入等した場合当該多胎児を出生した 

  日から６か月を経過する日、多胎児の出生後にベビーカーを購入等した場合ベビ 

  ーカーの購入等に要する費用を支払った日の属する年度の末日」から「対象児童 

  の３歳の誕生日の前日」に変更する。 
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３ 現行内容との比較 

 現行 拡充（変更）後 

事業 

名称 

多胎児用ベビーカー購入等費用助 

成事業 
ベビーカー購入等費用助成事業 

助成 

対象者 
３歳未満の多胎児を養育する世帯 

３歳未満の子ども（対象児童）を

１人以上養育する世帯 

助成 

対象 

品目 

多胎児用ベビーカー本体 

令和７年４月１日以降に購入等し

た以下の品目 

 

・ベビーカー本体（単胎児用・多 

 胎児用いずれも対象） 

・抱っこ（おんぶ）紐 

・ベビースリング 

・ヒップシート 

助成 

上限額 

購入等費用の２分の１ 

（上限額：３万円／世帯） 

購入等費用の２分の１ 

（上限額：１万５千円／対象児童) 

申請 

期限 

（１）出生前に購入等した場合 

   多胎児を出生した日から６ 

  か月を経過する日 

（２）出生後に購入等した場合 

   ベビーカーの購入等に要す 

  る費用を支払った日の属する 

  年度の末日 

対象児童の３歳の誕生日の前日 

   

４ 予算措置（令和７年度当初予算案に計上） 

  歳出 56,797千円 

  （内訳） 

   事業費 43,500千円 

   事務費 13,297千円 

 

５ 実施年月日 

  令和７年４月１日（予定） 
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６ その他 

（１）周知方法 

   広報かつしか、区公式ホームページ、各種ＳＮＳ、事業案内チラシにより周知 

  する。 

（２）執行体制 

   区職員のほか、委託事業者に申請受付・審査業務、コールセンター業務等を委 

  託し実施する。 
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一般庶務報告Ｎｏ．２ 

子 育 て 支 援 部 

令 和 ７ 年 ２ 月 １ ８ 日 

 

 

    かつしかファミリー・サポート・センター事業に係るサポート会員の 

    報酬額の引上げ及びファミリー会員への補助について 

 

子育て応援課 

 

１ 概要 

  現在区では、仕事や家庭の事情等により、一時的に子どもの面倒が見られないと 

 きに、子育ての援助を受けたい方（ファミリー会員）と子育ての援助を行いたい方 

 （サポート会員）とを結ぶ「かつしかファミリー・サポート・センター事業」を実 

 施しているところである。 

  本事業に関して、昨今援助活動内容が複雑・多様化していることから、援助活動 

 を行うサポート会員の待遇を改善し安定的な確保を図るため、サポート会員の報酬 

 額の引上げを行うとともに、報酬額の引上げによるファミリー会員の負担の増加を 

 防ぐため、ファミリー会員がサポート会員に支払う報酬額の一部を区が補助する。 

   

２ 変更内容 

（１）サポート会員の報酬額の引上げについて 

   サポート会員の報酬額を現行の「800円／時間」から「1,100円／時間」に引き 

  上げる。 

（２）ファミリー会員への補助について 

   サポート会員の報酬額の引上げによるファミリー会員の負担の増加を防ぐた 

  め、報酬額「1,100円／時間」のうち「300円／時間」を区からファミリー会員に 

  補助金として交付する。 

   また、ファミリー会員が当該補助金の申請・請求及び受領の権限をサポート会 

  員に委任する場合、現行どおり「800円／時間」を報酬として支払い、サポート 

  会員がファミリー会員に代わって区から補助金「300円」を受領できることとす 

  る。 

 

３ 補助金の交付方法 

（１）ファミリー会員が区に補助金の申請・請求を行う場合 

  ア ファミリー会員は、援助活動利用後、報酬「1,100円／時間」をサポート会 

   員に支払う。  

  イ ファミリー会員は、区に補助金「300円／時間」の申請・請求を行う。 

  ウ ファミリー会員は、区から補助金「300円／時間」を受領する。 
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    ファミリー会員                    サポート会員  

 

 

 

 

 

 

 

                   区    

 

 

 （２）ファミリー会員が補助金の申請・請求及び受領の権限をサポート会員に委任 

   し、サポート会員が区に補助金の申請・請求を行う場合 

   ア ファミリー会員は、援助活動利用後、補助金の申請・請求及び受領の権限 

    をサポート会員に委任する。 

   イ ファミリー会員は、援助活動利用後、報酬額「1,100円／時間」から補助 

    額「300円／時間」を引いた「800円／時間」をサポート会員に報酬として支 

    払う。 

   ウ サポート会員は、ファミリー会員からの委任に基づき、ファミリー会員に 

    代わって区に補助金「300円／時間」の申請・請求を行う。 

   エ サポート会員は、区から補助金「300円／時間」を受領する。 

 

 

 

    ファミリー会員                    サポート会員  

 

  

    

 

 

 

                    区    

 

 

 

 

ア 援助活動利用後、報酬(1,100円／時間)支払 

イ 補助金(300円／時間） 

申請・請求 

ウ 補助金(300円／時間) 

交付 

ア 援助活動利用後、補助金の申請・請求及び受領権限委任 

イ 援助活動利用後、報酬(800円／時間)支払 

ウ 補助金(300円／時間） 

 申請・請求(上記アによる 

委任に基づく) 

 エ 補助金(300円／時間) 

交付 



3 

４ 予算措置（令和７年度当初予算案に計上） 

  歳入 8,400千円 

  （内訳） 

   （１）子ども・子育て支援交付金（国補助１／３） 

      4,200千円 

   （２）東京都子供・子育て支援交付金（都補助１／３） 

      4,200千円 

  歳出 18,960千円（うち報酬額引上げ及び補助関連経費1,930千円） 

 

５ 実施年月日 

  令和７年４月１日（予定） 

 

６ 周知方法 

  広報かつしか、区公式ホームページ、各種ＳＮＳ、事業案内チラシにより周知す 

 るとともに、既存のサポート会員及びファミリー会員に対し直接周知する。 
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一般庶務報告Ｎｏ．３ 

子 育 て 支 援 部 

令 和 ７ 年 ２ 月 １ ８ 日 
 

私立母子生活支援施設の広域利用の実施について 

 

子育て応援課 

 

１ 概要 

  現在、区内に２施設ある私立母子生活支援施設（以下「施設」という。）の入所 

 申込みについては、児童福祉法（以下「法」という。）第23条第１項により、福祉 

 事務所の所管区域内の母子世帯等を対象に受け付けている。 

 また、当該施設は、法第38条により、母子が分離せずに入所できる施設であるこ 

とから、住宅困窮による入所相談に加え、配偶者等からの暴力による被害者等の入

所相談も行っている。 

近年では、所管区域外に居住する母子世帯等から当該施設への入所相談も多く、

本区においても当該施設の広域利用の検討を行ってきたところである。 

しかし、本区では、平成22年度から23年度までに老朽化した施設の建替えを行

ったことから、所管区域内の母子世帯等の入所希望者が増え、２施設ともに満室の

状態が続いたため所管区域外の母子世帯等の受入れができず、広域利用の実施には

至っていなかった。 

その後、新型コロナウイルス感染症の流行により入所希望者が減少傾向になり、

令和６年度においても入所世帯数は回復しておらず、空き室の状態が続いている。 

そのため、令和７年４月に策定予定である「子ども・若者総合計画」の一部をひ

とり親家庭の「自立促進計画」に位置付けることから、関係所管課及び当該施設職

員とともに当該施設の在り方について検討を行った。その結果、以前から課題であ

った広域利用を実施し所管区域外の母子世帯等を当該施設に受入れ、支援を行う必

要があること、また施設において広域利用を実施するための準備が整うことが確認

できたため、新たに所管区域外の母子世帯等の受入れを行う。 

 

２ 対象世帯 

施設入所の対象世帯に「所管区域内に居住する母子世帯等」に「配偶者等からの

暴力等特別な事情がある所管区域外に居住する母子世帯等」を加える。 

 

３  対象施設及び部屋数 

   原則各施設１室（区内施設合計２室）までとする。 

   ただし、空き室があった場合であっても所管区域内に居住する母子世帯等から入

所の相談がある場合は所管区域内の母子世帯等を優先する。 
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４ 予算措置 

  所管区域外の母子世帯等に係る扶助費等については、入所世帯数や利用期間に応

じて、入所を決定した自治体が直接、施設に支払うため、本区の予算措置はない。 

 

（参考）所管区域内の母子世帯等に係る扶助費等（令和７年度当初予算案） 

      歳入 142,331千円（国庫負担金１／２） 

      歳出 307,696千円 

 

５ 実施年月日 

  令和７年４月１日（予定） 

 

６ 周知方法 

  東京都、都内福祉事務所設置自治体及び近隣の自治体へ通知を行うとともに、東

京都社会福祉協議会母子福祉部会母子生活支援施設ナビ（ぼしナビ）へ広域利用の

実施について掲載する。 
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一 般 庶 務 報 告 Ｎ ｏ .４ 

子 育 て 支 援 部 

令 和 ７ 年 ２ 月 １ ８ 日 
 

 

認証保育所に対する補助事業の拡大について 

 

子育て施設支援課 

 

１ 概要 

都の補助事業を活用して、区が認可保育所等に対して支給している地域子育

て支援推進加算について、都が認証保育所も補助対象とすることとしたため、

区においても同様に補助対象を拡大し、各施設による地域の子育て家庭に対す

る支援を推進するもの 
 

２ 主な内容 

（１）地域子育て支援推進加算 

  ア 次世代育成支援 

    小中高生の職場体験、育児体験等の受入れを実施する施設に対して、年

額 600,000 円を支給するもの 

  イ 育児不安の軽減 

  （ア）保育所等体験 

    地域の子育て家庭に対して、在園児とともに保育所等の生活を体験す

る取組を実施する施設に対して、実施回数又は体験人数に応じて、年額

300,000 円又は 600,000 円を支給するもの 

  （イ）出産を迎える親の体験学習 

     子どもとの関わり方を見学する等の体験学習を実施する施設に対し

て、実施回数又は体験人数に応じて、年額 300,000 円又は 600,000 円

を支給するもの 

  ウ 保育人材の確保・育成 

  （ア）基本分 

     保育士等の実習生や研修生を受け入れ、指導、育成等の取組を実施す

る施設に対して、受入人数に応じて、年額 400,000 円又は 800,000 円

を支給するもの 

  （イ）加算分 

     基本分の取組に加え、イの取組を実施し、かつ、実施の際に実習生又

は研修生を受け入れる施設に対して、基本分の受入人数に応じて、年額

50,000 円又は 100,000 円を支給するもの 

（２）予算措置（令和６年度第六次補正予算案に計上） 

ア 歳入 9,250 千円 

（内訳）保育力強化事業補助金（都補助 10／10） 

イ 歳出 9,250 千円 
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損害賠償等請求事件の判決について 

 

                              子育て施設支援課 

 

 次のとおり、損害賠償等請求事件の判決があったため、報告するもの 

 

１ 原告の主張   

  葛飾区が弁護士との間で締結した、葛飾区私立保育所等扶助要綱に基づく扶助費

支出に係る業務委託契約（以下「本件委託契約」という。）につき、本件委託契約

を締結すること及びこれに基づく支出が違法であるから、葛飾区の執行機関である

被告に対し、本件委託契約の契約代金相当額である110万円及び遅延損害金について、

本件委託契約締結当時葛飾区長であった青木克德に対する損害賠償請求をするよう

求めるとともに、本件委託契約締結当時子育て支援課長であり本件委託契約を締結

した橋本幸夫に対して賠償命令をすることを求める。 

２ 訴訟の内容 

 ⑴ 事件名 ※※※※※※※※※※ ※ 損害賠償等請求事件 

 ⑵ 裁判所 東京地方裁判所 

⑶ 原告 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ ※ 

※※※※※ 

⑷ 被告 

 葛飾区長 

⑸ 請求の趣旨 

  ア 被告は、青木克德に対して、110万円及びこれに対する令和４年９月16日から

支払済みまで年３分の割合による金員を支払うよう請求せよ 

  イ 被告は、橋本幸夫に対し、110万円及びこれに対する令和４年９月16日から支

払済みまで年３分の割合による金員の賠償の命令をせよ 

一 般 庶 務 報 告 Ｎ ｏ .５ 

子 育 て 支 援 部 

令 和 ７ 年 ２ 月 １ ８ 日 
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  ウ 訴訟費用は被告の負担とする 

  との判決を求める。 

 ⑹ 判決の趣旨 

  ア 原告の請求をいずれも棄却する。 

  イ 訴訟費用は原告の負担とする。 

⑺ 判決の理由 

本件委託契約を締結したことにつき、本件委託契約の担当者がその裁量権の範

囲を逸脱し、又はこれを濫用したとは認められないから、本件委託契約の締結が

違法であるとは認められず、原告の請求には理由がない。 

３ 事件の経過 

 ⑴ 令和５年10月10日 訴えの提起（ 飾区へ訴状が送達されたのは、同月25日） 

⑵ 令和６年２月９日 第１回弁論準備手続期日 

⑶ 令和６年４月15日 第２回弁論準備手続期日 

⑷ 令和６年６月３日 第３回弁論準備手続期日 

⑸ 令和６年８月22日 第４回弁論準備手続期日 

⑹ 令和６年10月25日 口頭弁論期日 

⑺ 令和７年１月15日 判決言渡期日 
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一 般 庶 務 報 告 Ｎ ｏ .６ 

子 育 て 支 援 部 

令 和 ７ 年 ２ 月 １ ８ 日 

 

木根川保育園の改修に伴う渋江公園内仮園舎の活用について 

 

 

保 育 課 

 

 

１ 概要 

  令和７年度に予定している木根川保育園の改修に当たり、現在、社会福祉法

人葛飾福祉館が運営する東立石こひつじ保育園に貸し出している渋江公園内

の仮園舎を活用することを予定している。 

仮園舎については、現在のリース期間が令和６年度末までであるところ、こ

れを令和７年度末までに延長するもの 

 

２ 施設概要 

 （１）木根川保育園（現行） 

   ア 施設所在地 東四つ木一丁目 18 番 12 号 

   イ 建築年数  57 年 

   ウ 構造    鉄筋コンクリート造２階建て 

   エ 延床面積  559.88 ㎡ 

 （２）仮園舎 

   ア 施設所在地 東立石三丁目３番 15 号（渋江公園内） 

   イ 建築年数  ８年 

   ウ 構造    軽量鉄骨造１階建て 

   エ 延床面積  792.86 ㎡ 

 

３ 仮園舎の契約内容 

（１）契約相手方 大和リース株式会社 

（２）リース期間 （現在）平成 28 年３月１日から令和７年３月 31 日まで 

          （変更）平成 28 年３月１日から令和８年３月 31 日まで 

（３）リース金額 月額 1,705 千円 

 

４ 予算措置（令和６年度第六次補正予算案に計上） 

  歳出 

令和７年度に必要な経費（20,460 千円）を限度額として債務負担行為設定 
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５ スケジュール（予定） 

  令和７年２月 保護者へスケジュールを説明 

      ６月 仮園舎へ移転 

      ７月 改修工事開始 

  令和８年１月 改修工事終了 

      ２月 本園舎へ移転 

 

（参考）位置関係図 

 

 

 

 

 

渋江公園内仮園舎 

（東立石三丁目３番 15号） 

木根川保育園 

（東四つ木一丁目 18番 12 号） 
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